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第 五 章

集落の構造と 景観
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１ 　 伊庭集落の敷地内利用

（ １ ）生業・ 水路からみた敷地

　 かつての伊庭集落では、宅地の 9 割以上が水路に面し た土地と なっ ていた（ 第 4 章参照）。

こ のよ う な宅地内、 も し く は近場の水路には「 カワ ト 」 が設けら れ、 カ ワ ト を 介し て田舟

を 使っ た水路利用がなさ れた。 水路は内湖につながり 、 そし て水田へと 結ばれていたので

あり 、自動車交通の発達以前の伊庭地区では、こ のよ う な水運によ る 農耕が盛んであっ た。

その意味で、 カワ ト は生業の場であ る 水田や内湖と 、 生活の場であ る 宅地と を 結ぶ接点に

位置し ていた。

　 敷地は、 主屋のほかに、 庭（ 前庭）、 小屋、 屋敷畑（ 裏畑） など から 構成さ れる こ と が

多かっ た。 も ちろ ん、 水路が隣接し ている 場合はカ ワ ト も その重要な構成要素と なる 。 こ

のう ち屋敷畑と は、 敷地内で自家消費用の野菜等が栽培さ れる 場所である が、 水田で収穫

し た籾を 干す場、内湖で採取し た藻土を 乾燥さ せる 場、練炭を 製造する 場と いっ たよ う に、

水田や内湖から 運び込んだも のを 利用し 手作業を 行う 作業場と し て広く 活用さ れた。 その

ため、 水路・ カワ ト に接し た敷地を 持つ農家の場合、 それら に近い場所に屋敷畑を 配置す

る こ と で、 作業の効率性が図ら れる 場合があっ た。 ま た、 聞き 取り 調査の中では、 以前の

伊庭集落での一般的な敷地内配置は、 北側に家屋（ 主屋） を 置き 、 日当たり のよ い南側に

屋敷畑がある こ と が多かっ たと いう 。 こ れは、 栽培する 植物の生育環境の確保や、 乾燥場

と し ての利用条件の向上が考慮さ れた配置である と 考えら れる。

　 よ っ て、運搬条件、日射条件の 2 つが屋敷畑の位置に大き く 関わる 要因であ る と いえる 。

も ちろ ん、 水路の位置など によ っ てこ れら が両立する 土地は限ら れたも のと なる が、 伊庭

の集落内の景観を 検討する 際に重要であ る こ と は間違いない。 屋敷畑は「 裏畑」 と も 呼ば

れる が、 こ れら の呼称は敷地内において屋敷畑は「 従」 的な位置づけにある こ と を 強く う

かがわせる も のである 。 生活と いう 側面から みれば、 確かに居住ス ペース である 主屋が重

要であ る こ と は間違いない。 し かし 、 生業と いう 側面から みれば、 屋敷畑は、 単に家屋の

裏と いう 消極的な理由で配置さ れたのではなく 、 生業の利便性や環境が十分に配慮さ れた

上での積極的な配置がなさ れていたこ と がう かがえる 。

　 ま た、屋内作業場であ り 、収穫物や諸道具の保管場と し て利用さ れたのが「 コ ヤ」（ 小屋）

であ る 。 一般的には 1 丈 4 尺の二階建（ ツ シ 二階） で、 ツ シに藁を 干し たり 、 農具や筵

など を 織る 機械を 置いたり し た。 田畑での収穫物についても 、 その一時保管は小屋で行っ

た。 そのため、 水路・ カワ ト や道路と の動線が確保さ れていた。

　 こ のよ う に、 伝統的な敷地内の諸要素の配置は、 家屋（ 主屋） よ り も 屋敷畑や小屋の生

業上の利便性が考えら れていた可能性がある 。 ま た、 コ ヤも 家屋の裏、 すなわち屋敷畑の

近く にある こ と 多かっ た。
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（ ２ ）交通手段の変化に伴う 敷地の変化

　 生業と 密接に関わり ある 屋敷畑であっ たが、 生業の変化と と も に、 その利用機会が減少

し つつある 。 例えば化学肥料の導入によ っ て内湖の藻土の採取を 行わなく なっ た結果、 藻

土を 屋敷畑の隅に積んで乾燥さ せておく 光景は見ら れなく なっ た。 ま た籾の乾燥について

も 、 機械化の中で屋敷畑に筵を 敷いて広げる こ と がなく なっ た。 そし て一番の変化はなん

と いっ ても 田舟から 軽ト ラ など 陸上交通への変化であり 、 カワ ト が生業の場と 生活の場を

結ぶ役割を 果たさ なく なっ た。 水路から 屋敷畑に藻土や籾・ 藁を 運び込んだり 、 コ ヤの中

に置いている 農具を 水路に運び出し たり する こ と がなく なり 、 道路を 通じ た出し 入れへと

変わっ ていっ たのである 。

　 水路のあ っ た場所に自動車通行可能な道路が敷設さ れる 場合も あ っ たが、 水路は維持さ

れたま ま 別の場所に道路が敷設さ れる 場合も 多く 、 その場合は道路へのアク セス が以前よ

り も 不便になる ケース が生じ た。 ま た、 農業用機械の大型化と いう 流れの中で、 道路から

の出し 入れが可能な場所にコ ヤが求めら れる 傾向も 生じ た。 こ のよ う に、 生業の場に向か

う 交通路と の関係性の変化は、 屋敷畑やコ ヤの敷地内における 好適地の変化（ ないし 屋敷

畑の存在意義の減少） につながっ ていっ た。

　 こ のよ う な中で、 主屋の更新がなさ れる と 、 敷地内の空間利用が道路を 意識し た建物配

置 へ と 変更 さ れ て

い く 。 屋 敷 畑 の 空

閑 地 は 生 業 上、 必

要 不 可 欠な 場 所 に

位 置 し て い な い た

め、 そ こ に 主 屋 が

新 た に 建て ら れ る

と い っ た 空 間 利 用

の 逆 転 現象 も み ら

れる 。 写真 47、 48

は 集 落 の 南 部 の 一

角に つい て、 1946

年 3 月 27 日 撮 影

分 と 、 1982 年 10

月 27 日撮影分のお

お よ そ 同じ 場 所 を

示し た も のであ る 。

写 真 の 中央 部 を 横

に 流 れ る 水 路 が 埋

写真47　 空中写真（ 1946年3月27日米軍撮影）

 
  

写真48　 空中写真（ 1982年10月27日撮影）

 



128

第一部 「 伊庭の文化的景観」保存調査

め立てら れて道路と なっ ている こ と 、 それに応じ る よ う に水路沿いには屋敷畑と みら れる

空閑地が確認でき ていたが、 道路になっ た 1982 年段階には道路沿いに家屋が並んでいる

様子を 見て取る こ と ができ る 。 写真の右側にある 縦の水路の道路への変化と 土地利用の変

化の関係についても 、 同じ よ う な点を 指摘でき る だろ う 。

　 も う 少し 個別的な事例と し て写真 49 を 挙げておく 。 こ こ には、 伊庭集落によ く みら れ

る 構成要素から 成り 立つ風景が写っ ている 。 水路が通り 、 水路を ま たぐ よ う に敷地に入る

ための橋が架けら れている 。 主屋は水路にほぼ面する 形に建てら れている 。 し かし 、以前、

橋の架かっ ていた場所付近は屋敷畑であ っ た。 その面影を 残すのは、 敷地隅から 水路上に

も たげかかっ ている カキ の木である 。 こ のよ う に、 屋敷畑の周囲に植えら れていた樹木の

一部、 特に有用と 思われた樹木については、 敷地内空間利用の逆転が起こ っ た際に、 その

ま ま の位置に残さ れる 場合があ る 。 カ キ を はじ めと し た有用樹木については後述する が、

有用樹が敷地内のど こ に植えら れている かを 確認する こ と が、 その敷地の履歴を 理解する

1 つの手段になる こ と を 教えてく れる 。

　 いずれにし ても 、 こ のよ う な敷地内の配置の逆転現象は、 農業の方法の変化（ 道具・ 運

搬方法・ 肥料） や集落内の交通網の変遷（ 水路から 道路へ） と 密接に結びついたも のであ

り 、 交通体系や土木技術、 農業技術と いっ た伊庭集落のス ケールを はる かに超えた日本全

体の中でおき た変化に対し て、 伊庭集落の各家庭がと っ た対応と いう こ と ができ る 。 逆に

言えば、 敷地内の配置の履歴に関する 記録は、 内湖岸地域の独特の生業と その変化の歴史

を 紐解く 際の有益な一助と なる 。

写真49　 　 謹節館付近（ 上杉和央撮影）
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（ ３ ）敷地（ 屋敷畑）の特徴的な木

　 伊庭集落内の現地踏査を 行っ た結果、 屋敷畑や敷地内の周囲に多様な樹木が植えら れて

いる こ と がわかっ た。 それは防風林など の役目は果たさ ず、 ま た薪炭用と いう ほど の量は

ない。 し かし 、 多種多様な樹木が植えら れており 、 一部は観賞用であっ たり 、 個人の趣味

であっ たり も する が、 食用と なる 果樹のほかに、 生活・ 生業に利用さ れてき たと 思われる

有用樹が植えら れても いた。

　 こ のよ う な多数の樹木のある 敷地から なる 集落景観は都市的と いう よ り も 、 ま さ に農村

的であり 、 伊庭集落が大規模であり ながら 「 マチ」 的ではなく 「 ム ラ 」 的であ っ たこ と を

景観的に物語る 一要素と なっ ている 。 ま た、 上記のよ う に、 有用樹の敷地内での栽培位置

は、 その敷地の履歴を 理解する 一助と なり う る 情報と も なる 。

　 伊庭集落内を 歩いたと き に、 最も 目につく のはカ キ であ る （ 写真 50、 51）。 カ キ は甘

柿と 渋柿のど ちら も 植えら れており 、 聞き 取り によ れば、 食用のほか、 シブを 柿渋に利用

する こ と があっ たと のこ と である 。

　 ま た、 シュ ロ も 多く みら れる 樹木の 1 つであ る 。 シュ ロ は幹の周り に生じ る 繊維を 利

用し てシュ ロ 縄を 編む。

写真50　 カキ 写真51　 カキ

写真52　 シュロ
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　 さ ら に注目すべき 樹木に

サ ン シ ョ ウ が あ る （ 写 真

53）。 サ ン シ ョ ウ は葉や実

が強い香気を 放ち、 そ の香

気を 利用し て 食用へと 加工

さ れる こ と と で 知ら れる 。

樹高数メ ート ル規模の大き

な サン シ ョ ウ が集落内のあ

ち こ ち で確認さ れた。 聞き

取り 調査によ れば、 こ れら

のサン シ ョ ウ は内湖で捕れ

た魚を 料理する 際に、 各家庭で利用し たのだと いう 。 伊庭集落内には料理屋を 営んでいた

家があ る が、 そこ にも 確かにサン ショ ウ は確認さ れ、 伊庭地区ら し い生活の一端と し て、

こ のサン ショ ウ は捉える こ と が可能であ る 。

　 ま た、「 イ バモモ」 と いう 伊庭の名前を 冠し たモモが集落内に存在し ていた（ 写真 54）。

集落内の現地調査において確認でき た本数は３ 本に過ぎなかっ たが、 聞き 取り 調査によ れ

ば、 以前は集落内の様々な場所に生えていたと いう 。 イ バモモの実の形は楕円計で長径６

〜８ cm 程度、 短径４ 〜５ cm 程度であ ろ う か。 普通のモモと は異な り 、 種から 果肉がき

れいにはがれる のが特徴である 。 味は極めて美味である 。 ただ、 ヤニが出やすく 、 ム シが

付き やすいと いう 欠点があり 、そのため、多様な果樹を 購入でき る よ う になっ た現在では、

自家栽培を やめ、 木を 伐採し てし ま っ た家が増えたと いう 。 その結果、 現在の伊庭集落で

は、 景観上、 あま り 見かけない樹木と なっ てし ま っ た。 し かし 、 その名称から し ても 伊庭

と 深く 結びついて 地元住民

に親し ま れて き た こ と は明

ら かであ り 、 数は少な いな

がら も 、 今な お伊庭集落の

景観の重要な 一翼を 担っ て

いる こ と は間違いない。

写真53　 サンショ ウ

写真54　 イバモモ
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　 こ のよ う な現地踏査の成果を 踏ま え、 伊庭集落内の全戸を 対象と し たアン ケート 調査の

中で、 敷地内に植え ている 木について の調査を 実施し た。 回収さ れたア ン ケ ート は 267

枚であ り 、 回収率は 90.5％であ る （ 表 18）。 伊庭集落内のほと んど の家が調査に協力し

た結果と なり 、 得ら れた結果は伊庭集落の傾向のみなら ず、 全容を ほぼ示すよ う なも のと

なる 。

表 18　 代表的な樹木と それら を屋敷地内で栽培する戸数

樹種 甘柿 渋柿 イバモモ シュロ サンショ ウ 梅 柑橘類

戸数 109 36 7 16 66 50 70

(% ) (41) (13) (3) (6) (25) (19) (26)

割合の母数は 267

　 現地踏査で得ら れた成果を 裏づける よ う に、 甘柿ないし 渋柿を 敷地内に植えている 家は

多く 、 甘柿の場合、 全体の 41％にあ たる 家が植えている 。 ちなみに渋柿を 植えている 戸

数のう ち 32 戸は甘柿も 植えている 。 渋柿のシブの生活・ 生業面への利用と いう 点から み

る と 、 も う 少し 多く の家で植えら れている と いう 予想を 持っ ていたが 、 実際は 13％にと

ど ま る 。 過去にはも う 少し 多かっ たも のが、 シブ利用の減少など から 伐採さ れた可能性も

あ る が、 いずれにし ても 過去に関する 十分なデータ は入手困難であ り 、 こ れ以上の検討は

難し い。

　 逆に予想よ り も 少なかっ たのがシュ ロ であ る 。 シュ ロ は目立つ木であり 、 現地踏査にお

いても 、 比較的探すのが容易である 。 そのため、 多いと 感じ たのであろ う か。 ただ、 ６ ％

（ 16 戸） と いう 数値が他の集落と 比較し てど のよ う に位置づけら れる のかについては、 他

の集落調査の結果がないために判然と せず、 その意味において、 本数の多少に関する 議論

は、 あ く ま でも 現地踏査から の予想と の差と いう も のでし かない。

　 サン シ ョ ウ は 25％、 66 戸が育て て いた。 こ れも 他集落と の比較が困難な た め、 25 ％

と いう のがど のよ う な意味を 持つのかを 論じ る こ と は難し い。 し かし 、 執筆者の他地域に

おける 文化的景観調査経験に照ら し てみたと き 、 4 軒に 1 軒にサン ショ ウ がある 、 と いう

のは、 やはり 少ない数字ではないと 思われる 。

　 イ バモモについては、現地踏査では 3 本し か確認でき なかっ たが、アン ケート によ れば、

7 軒の敷地内にいま だ残さ れている こ と が判明し た。 アン ケ ート では敷地内の本数も 尋ね

ていたが、7 軒のう ち 2 軒は「 3 本」と 回答を 寄せており 、総数では 11 本と いう こ と になる 。

ただ、 いずれにし ても その数が少ないこ と には変わり はない。

　 イ バモモについては、 ど のよ う な品種である のか、 植物学的な調査がなさ れたこ と はな

いと いう 。 ま た、 果実の成分についても 、 他の食用モモと ど のよ う に違う のかと いっ た点

は未調査である 。 ま た、 ヤニの発生メ カニズム やその防止策と いっ た点についても 、 他の

モモの知識が応用さ れている にすぎず、 イ バモモに適し たも のである かについての検討は
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な さ れて いな い。「 イ バモモ」 と いう 地域名を 冠し て 呼ばれて き た 独特の植物について、

理解を 深めていく こ と が保護と 活用につながる と 思われる。

（ ４ ）敷地利用からみた伊庭らしさ

　 内湖や伊庭川、 そし て水路を 利用し た交通網が主流であっ た時代、 敷地ないし その周辺

に設置さ れたカ ワ ト はあ ら ゆる 物資の移動に重要な拠点と なっ ていた。 敷地には、 主屋の

ほか、 屋敷畑や小屋がみら れる が、 日照条件のほか、 カワ ト や道路と の動線が意識さ れる

形で敷地内の配置がなさ れていた可能性が高い。 屋敷畑や小屋は水田耕作等の生業に関連

し て利用さ れる 空間でも あり 、 搬出入のし やすい場所と し てカワ ト 近く に置かれる こ と も

あっ た。

　 その後、 交通体系の変化によ っ て水路やカワ ト の利用がなさ れなく なる につれ、 道路が

意識さ れる 敷地内利用へと 転換し た敷地も ある 。 そこ には、 農作業具や肥料の変化も 関わ

る 。

　 こ のよ う に、 敷地内の諸要素の配置から は、 伊庭の生活・ 生業の歴史的変遷を 理解する

こ と が可能であ る 。

　 ま た、 敷地の転換を 知る う えで、 ま た伊庭の生活・ 生業を 知る う えで重要な景観構成要

素になっ ている のが、 カキ・ シュ ロ ・ サン ショ ウ と いっ た敷地内の樹木である 。 こ れら の

生えている 場所は敷地の履歴を 考える 重要な資料と なる 。 ま た、 内湖での漁や生活用品の

製作に利用でき る 柿渋や棕櫚縄を と る ため、 淡水魚の臭み消し に利用さ れる サン ショ ウ を

と る ために栽培さ れている こ と から 、 伊庭地区の生活・ 生業の理解を 深める ためにも 重要

な景観構成要素である と 言える 。

　 ま た、 集落内にはイ バモモと いう 「 伊庭」 の名前が冠さ れたモモが植えら れている 。 地

域固有の樹木と し て重要である と と も に、 カキ と と も に身近な果物と し て、 伊庭集落の生

活に密接に関わっ てき た。 現在、 本数が少なく なっ てき ている が、 伊庭の景観に不可欠な

要素であり 、 保存・ 活用すべき であ る 。
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２ 　 伊庭の民俗からみる文化的景観

（ １ ）伊庭祭りと景観

1） 伊庭祭り

　 伊庭祭り は滋賀県無形民俗文化財にも 選択さ れた伊庭のみなら ず能登川地区でも 最も 著

名な祭礼であ り 、「 伊庭の坂下し 」 の名で広く 知ら れている 。 こ の名は、 大き な３ 基の神

輿を 繖山の中腹にあ る 繖峰三神社から 急坂を 引き ずり 下ろ すこ と に由来する が 、 伊庭祭

り は坂下し を 含む多く の儀礼から 構成さ れる 大規模な祭り で、 近江を 代表する 郷祭り の 1

つである 。 本節ではこ の伊庭祭り の中で象徴的に表出する 様々な景観について述べる こ と

と し たい。

2） 伊庭祭り の現在の組織

　 伊庭祭り は現在、 伊庭と 安楽寺の２ 集落によ っ て行われている が、 かつては北須田・ 能

登川も 加入し ていた。 ま た大濱神社・ 望湖神社・ 繖峰三神社の三つの神社の春祭り であ り 、

繖峰三神社には二ノ 宮・ 三ノ 宮・ 八王子の３ 社が祀ら れている ため、 祭り では計５ 基の神

輿が出さ れる 。

　 最初に伊庭祭り の組織について簡単に述べておき たい 。 各神社にはかつてそれぞれ氏

子・ 宮座の組織があ り 、 それは現在も 伝承さ れている が、 こ れら については次節以降で述

べる こ と と し 、 こ こ では現在の組織について述べる こ と と する 。

　 祭り の主役と なる のは神の代行と さ れる 正位童である 。 幼稚園年長から 小学１ 年生ま で

の男子を 、 伊庭から 4 名、 安楽寺から 1 名選び正位童と する 。 安楽寺の正位童は八王子

の神輿につく が、 残り 4 社については 12 月 20 日前後の神役定のと き に決める 。 神役定

以降は、 正位童を はじ め家族全員が、 動物や鳥の肉、 卵など を 食べない精進潔斎の生活に

入る 。 正位童は祭礼時に地面に足を つけてはいけないと いわれ、 父親に抱かれたり 車で移

動し たり する 。 正位童を 出す家は稚児宿やト ウ ヤと 呼ばれ、 かつては大き な経済的負担を

伴っ た。 ま た太鼓叩き はかつて稚児宿で適当な年齢の子ど も を 探し たが、 現在では小学校

６ 年生の男子５ 名を 選び神輿につく かたちと なっ ている 。 前髪は若連中入り する ま での少

年を 指し て いた が、 現在では小学校３ 年生から 中学２ 年生ま でであ る。 中学３ 年生から

35 歳ま での男性から なる 若連中は坂下し の実働部隊であ る 。 若連中は伊庭、 安楽寺両地

区にあり 、 伊庭では８ つの町単位に組織さ れている 。 若連中の最高齢者から 取締（ ト リ シ

メ ） が選ばれ指揮を 執る 。 若連中を あがっ た 36 歳から 45 歳ま での男性は中老と 呼ばれ、

若連中の補助を する 。 神社の運営全般に関わる 氏子総代は伊庭から 9 名、安楽寺から 2 名、

50 歳前後の人の中から 選挙で選ばれ、 伊庭では得票の一番多い人が大濱神社、 2 番が望

湖神社、 3 番が繖峰三神社の担当と なる 。 ま た伊庭祭り の花形であ る 神輿に関わる 役を 保
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護役と いい、 46 歳の男性から 12 名選ばれる 。 保護役は坂下し の道の整備や綱によ る 神

輿の保護など を 担当する 。

　 こ のよ う に現在の伊庭祭り は伊庭と 安楽寺の集落が全体と し て 執行する 形と なっ てお

り 、 若い衆など は町単位に組織さ れている 。 全体と し ては年齢階梯的な組織が主体と なっ

ている 。 こ の年齢によ る 組織の構成については平成になっ てから でも 変化し ており 、 こ れ

は、 水野華織によ っ て図 33 のよ う に整理さ れている 。

図33　 伊庭祭り組織の構成

水野華織修士論文「『 つきあい』をもととし た伊庭ムラ のつきあいネット ワークの変遷に関する研究」所収図３ －５
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【 5月3日の行事】

　 次に伊庭祭り の流れを 時系列に沿っ て説明し ていき たい。 前年度の 12 月に神役定が行

われ、 正位童など が定めら れる 。 ４ 月後半の坂つく り は保護役が神輿の下り る 道を 掃除し

たり 障害物を 取り 除いたり する 作業である 。 同じ 日の夜には大濱神社の社務所で区長や氏

子総代・ 保護役など が集ま り 、 神輿のく じ 引き が行われる 。 伊庭は後述する よ う に西殿・

東殿・ 中下・ 南川・ 四ツ 谷・ 東北川・ 西北川・ 名古の 8 つの町に分れて おり 、 こ れに安

楽寺を 加えた地区がど の神輿を 担ぐ かを 決定する 。

　 5 月 3 日には「 剣ま たぎ」 と 「 御
お

輿
こ し

上
あ

げ」 が行われる 。 剣ま たぎと は大濱神社境内にあ

る 仁王堂で行われる 行事である 。 巫女が神楽を 舞う が、 その途中、 氏子総代が里芋を 巫女

に渡し それを 手にも っ て舞う 。 巫女はそのあと 洗米を 正位童の前にま く 。 それが終わる と

巫女は氏子総代から 脇差を 渡さ れ、 それを 注連縄の下から 上に 3 回く ぐ ら せてから 氏子

総代に返す。 氏子総代が床の上に固定し た刀を 正位童がま たいで往復する。 こ の動作を ５

名の正位童がそれぞれ行う 。 そのあ と 神事が行われ、 参加者によ る 直会が行われる 。

　 御輿上げは繖山の中腹にある 繖峰三神社に３ 基の神輿を 上げる 行事である。 朝８ 時頃か

ら 二ノ 宮・ 八王子・ 三ノ 宮の順で神輿を 山の上にあ げる 。 道中は急な坂で大き な岩も 随所

にある が、 綱を 引き ながら 神輿を あげていく 。 途中二本松と いう 崖の下ま で来る と 周辺に

生えている 花を 神輿の屋根にく く り つける 。 二本松にはかつてその名のと おり ２ 本の松が

植わっ ていたが、 現在ではス テン レ ス 製の支柱に替わっ ている 。 保護役はその間に注連縄

を 張り 御幣を つける 。 ３ 基の神輿が境内に着く と 神事があり 、 玉串奉奠が行われた後、 直

会になる 。 神事など の間正位童は本殿の縁側にいる が、 直会のと き には氏子総代など に抱

き かかえら れて拝殿前ま で移動する 。 直会が終わる と 翌日の準備を する 保護役を 残し て一

同は下山する 。

【 5月4日の行事】

　 翌 5 月 4 日の朝９ 時過ぎ から 伊庭集落の中央にあ る 謹節館に参加者が集ま る 。 建物の

中では若連中、 中老が町ご と に集ま っ て酒を 酌み交わす。 やがて区長、 社務主任、 保護総

務が若連中、 中老ら に挨拶を する 。 祭り のと き には謹節館の隣にある 区事務所が仮社務所

になる が、 10 時にその座敷で楽人の奏でる 合図で出立の神事が行われる 。 神事が終了す

る と 、 氏子総代、 年長、 太鼓、 正位童ら は外に出て行列を 調える 。 行列は社務主任、 伊庭

区長（ ２ 名）、 安楽寺区長、 年長、 楽人、 神職、 巫女、 舞姫の順で、 それに正位童の行列

が続く 。 こ れは氏子総代、 太鼓叩き 、 太鼓叩き の父親、 正位童の父親、 正位童の順であ る 。

正位童は専用の稚児車に乗り 、 親戚や区の評議員など がそれを 曳く 。 正位童は５ 人いる の

でこ の隊列は５ つ続く こ と と なる 。 行列が大濱神社の西隣の広場であ る 芝原の御旅所にさ

し かかる と 、 行列の先頭の一団と 大濱神社・ 二ノ 宮・ 八王子の正位童の一団は御旅所に入

り 、 三ノ 宮・ 望湖神社の一団はそのま ま 行列を 続ける 。 大濱神社では本殿から 神輿に神遷
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し が行われ、 それが終わる と 神輿を 加えた行列が出発する 。 伊庭祭り では供物と し てヨ シ

の葉にま かれたチマキが作ら れる が、 神遷し が終わっ たと き に氏子総代が拝殿から 細かく

切っ たチマキ を ま き 、 こ れを 合図に神輿が出発する 。 望湖神社でも 同様に神遷し があ り 、

望湖神社前で大濱神社から 来た一行と 合流し 、 坂の下の遥拝所へと 向かう 。 こ こ に大濱神

社・ 望湖神社の神輿はひと ま ず安置さ れ、 一同は山を 登っ ていく 。

　 中腹の繖峰三神社に一行が到着する と 、 神主によ る 神事があ り 、 八王子・ 二ノ 宮・ 三ノ

宮への神遷し が行われる 。 その後こ こ でも チマキ ま き があ る 。 正午から いよ いよ 坂下し が

はじ ま る 。 ま ず三ノ 宮が出発し 、 八王子・ 二ノ 宮の神輿がそれに続く 。 急な斜面が連続す

る ため、 神輿はゆっ く り と 前に進む。 特に二本松は最大の難所であ り 神輿はほぼ垂直の斜

面を 下さ れる 。 その年に若連中に加入し た青年は「 初山」 と 呼ばれる が、 初山はこ の二本

松では神輿の上に乗る こ と と なっ ている 。 神輿が麓に到着する には３ 時間以上の時間を 要

する 。 その頃になる と 麓は見物客でいっ ぱいである 。 下り てき た神輿は遥拝所の所定の台

に置かれ、 保護のために巻かれていた綱を はずし 、 担ぎの横棒や飾り 金具など を 付けら れ

る 。 5 時 30 分頃再び行列が出発し 大濱神社横の芝原御旅所へと 向かう 。 御旅所に着いた

神輿はそれぞれ仁王堂内に置かれ、 その前には饗が出さ れ御供上げの準備が進めら れる 。

　 饗と は桶に藁を 巻き 上部に蛇腹と いう 藁束を つけ、 その上に炊いた米を 載せた供物であ

る 。 饗には「 飾り 饗」 と 「 競り 饗」 があ り 、 飾り 饗３ つは大濱神社・ 八王子・ 望湖神社の

神輿の前に置かれる 。 上部の飾り 方が異なっ た競り 饗の２ つは二ノ 宮、 三ノ 宮の前に置か

れる 。 後述する よ う に各家がど の神社の氏子である のかは定ま っ ており 、 2 つの饗の周り

にはそれぞれ二ノ 宮・ 三ノ 宮の氏子が集ま る 。 こ の 2 つの競り 饗を ど ちら が早く 仁王堂

の中に上げる かを 競う のが競べ饗で、 違いに相手の饗を 邪魔し ながら 自ら の饗を 堂の中に

上げよ う と する 。 勝っ た饗は八王子と 並んで中央に配置さ れ、 負けた方は三ノ 宮の前に供

えら れる 。 こ の行事は御供上げと 呼ばれている 。

　 引き 続き 、 御着き の儀と 宵宮祭が催行さ れる 。 大濱神社・ 望湖神社の神主がそれぞれの

神輿の前で祝詞を 奏上し 、 楽人の奏楽と 巫女の神楽も 行われる 。 次いで夜に入っ てから 行

われる のが五社参り であ る 。 正位童と 太鼓叩き はそれぞれの神輿の前に着座し 、 その前で

舞姫や巫女が神楽を 舞う 。 地区の人々も 参拝に訪れる 。 こ れが終わる と 大濱神社社務所と

老人憩いの家で若連中の宵宮渡り が行われる 。
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【 5月5日の行事】

　 朝 10 時半から 仁王堂前で献湯祭が行われる 。 神輿の前には正位童が着座し 、 堂の前に

は５ つの釜が置かれ、 湯が涌かさ れる 。 巫女は中央から 順に５ つの釜の前で湯立神楽を 舞

う 。

　 12 時半頃から は卯の時祭の準備がはじ ま る 。 卯の時祭は神輿が集落内を ま わる 儀式で、

その準備のため５ 基の神輿に担ぎの横棒が取り 付けら れる 。 午後１ 時に神主によ る 祝詞奏

上、 舞姫の神楽など が行われる と 、 望湖神社・ 三ノ 宮・ 八王子・ 二ノ 宮・ 大濱神社の順で

一行は郷頭野の御旅所に向けて出発する 。 郷頭野は伊庭内湖に面し た広場で、 かつては集

落の中の水路に舟を 浮かべ神輿を 乗せて郷頭野ま で運んだと いう 。 郷頭野に到着する と 神

輿を 置き その前で舞姫が神楽を 舞い、 神主が祝詞を 奏上する 。 一連の神事が終わる と 一行

はま た芝原の御旅所へと 出発する 。 その途中、 神輿を 担ぐ 若連中は、 正位童の家に行っ て

酒や肴を いただく 。 こ れを 「 庭祝い」 と 呼んでいる 。 芝原の御旅所には大濱神社・ 二ノ 宮・

八王子・ 三ノ 宮・ 望湖神社の順に到着し 、 仁王堂前に神輿が置かれる 。 こ こ ま でが卯の時

祭で以前は別の日に行われていた。

　 仁王堂前でも 祝詞奏上と 舞姫の神楽が行われたのち、 一行は安楽寺にある 神の座の御旅

所へと 向かう 。 こ の渡御を 本祭渡御と 呼んでいる 。 神の座は安楽寺集落の山側にある 広場

で、 隣接し て安楽寺で祀っ ている 六社神社や愛宕神社がある 。 所定の場所に神輿や正位童

の稚児車を 置き 、 神主によ る 祝詞奏上、 楽人の奏楽、 舞姫の神楽が行われる 。 そののち少

し 休憩を おいて神遷し が行われる 。 神霊は剣先に遷さ れ、 儀礼の終了後各神社の氏子総代

は、 繖峰三神社、 望湖神社、 大濱神社へと 向かう 。 ま た神輿や正位童など は望湖神社、 芝

原の御旅所へと 向かう 。 望湖神社では正位童が幣殿に上がり 神事が行われる 。 そののち正

位童ら は芝原の御旅所に至り 境内にある 遥拝所の前に氏子総代ら と も に並び、 神主が祝詞

奏上を 行う 。 若連中ら が台車に乗せて運ぶ神輿も 続々と 御旅所に着き 、 仁王堂の前に並べ

ら れる 。

　 伊庭祭り の主要な行事は以上であ る が、 本当の意味での伊庭祭り は午祭り ま で続く 。 午

祭り の日はも と も と 6 月 3 日であ っ たが現在ではそれに近い日曜日に行われている 。 こ

れは 5 社の神霊を 剣先に遷し 、 それら を 安楽寺の神の座へと 運びその前で神事を 行う も

のである 。 5 社の剣先には榊のほかに、 大幣・ 鏡・ ショ ウ ブ・ ヨ モギが付けら れる 。 かつ

てはこ の日ま で正位童と その家人の精進が続けら れたと いう 。
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3）伊庭祭り の変化

　 以上は現在の伊庭祭り の姿であ る が、 伊庭祭り は歴史の中で大き く 変化を 遂げてき てい

る 。『 伊庭の坂下し 祭』 など を 参照し ながら 、 変化の大き な点について簡単に述べておき

たい。

　 ま ず祭祀組織であ る が、 先にも 述べたよ う に伊庭祭り はも と も と 伊庭・ 安楽寺のほか、

北須田・ 能登川が参加し ていたが、 北須田・ 能登川は昭和に入っ てから 脱退し ており 、 そ

れが後に述べる 巡幸のコ ース など にも 大き な影響を 与えている。 ま た祭祀組織と し てはか

つて森村座・ 浜村座・ 中村座・ 新村座の 4 つの祭祀組織が存在し ていたが、明治 23 年（ 1890）

に改正があり 、 こ れら の組織から 選挙によ っ て役員を 選んで祭り を 行う 形に変化し ている

（「 明治三十二年神事規約編成理由書」『 伊庭の坂下し 祭』 所収）。 森村座は望湖神社・ 浜村

座は大濱神社、 中村座は二ノ 宮、 新村座は三ノ 宮に所属する 組織であり 、 中村座など は伊

庭よ り も 能登川・ 北須田の家が多かっ たと いう 。 現在ではこ れら の座については地元では

ほと んど 伝承さ れていないが、 饗競べなど のと き の氏子など はその名残と いえる 。 こ れら

の座については史料が少なく 、 全体像は把握し がたいが、 と も に座のメ ン バーを 時代幅を

も っ て記載し た「 元治二年新村右座人別帳」（ 伊庭町共有文書） と 「 明治十一年森村右座

帳」（ 大濱神社文書） によ る と 、森村、新村と も に左右の 2 座があり 、森村右座は約 60 戸、

新村右座は 62 戸あ っ たこ と がわかる 。 明治 18 年（ 1879） の戸数は能登川村が 234 戸、

北須田村 92 戸、 安楽寺を 含む伊庭村が 517 戸で合計 843 戸であ り 、 こ れら の座の戸数

から 考える と 全体の約半数ほど の家がいずれかの座に所属し ていたと 考えら れる。

　 ま た日程について、 かつて干支の卯の日から 酉の日ま で 7 日間を かけて祭り が行われて

図34　 伊庭祭りの巡行路　 　 黄緑： 3日のルート 　 赤： ４ 日のルート 　 青： ５ 日のルート
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いたのを 現在では 3 日に短縮する 形で行われている のも 大き な変化であ る。 こ と に神輿を

郷頭野の御旅所に移動さ せる 卯の時祭は坂下し よ り も ４ 日後に行われ、 そのあと で本祭還御

が行われていたが、 現在では両方と も 坂下し の翌日の行事と なっている 。

　 ま た巡幸のコ ース も 大き く 変化し ている 。 かつて北須田・ 能登川が分離する 前に北須田

のイ ヌ ボウ と いう 場所にも 御旅所があり 、 ま た能登川の愛宕神社前の広場でも 神事があっ

たが分離後はなく なっ ている 。 ま た卯の時祭の時には伊庭の集落内から 舟を 使っ て神輿を

運び、 伊庭内湖の湖上も 神輿が巡行し たが、 こ れも 現在では陸上を 担いで渡御し ている 。

郷頭野の御旅所の位置も 内湖の埋め立てや道路の敷設の結果移動し ている。

4）郷祭り の歴史性

　 伊庭祭り は多く の儀礼によ っ て構成さ れる 、 非常に複雑な祭り であり 、 時代的にも 幾度

も 変遷し ており 、 その祭り と し ての全体的な意味を 読み解く こ と は困難であ る 。『 伊庭の

坂下し 祭』 には「 古来よ り こ の社（ 繖峰三神社） は、比叡山坂本の日吉大社の神と 同体で、

その坂下し 神事も 、 日吉の坂下し を 写し たも のと 言われて来た」 と 述べら れており 、 現在

でも 地元ではそのよ う な伝承を 聞く こ と ができ る 。 坂本の日吉大社の背後には牛尾山（ 八

王子山） と いう 神体山があ り 、 4 月の祭り のと き にはその山から 神輿を 担ぎ下ろ す神事が

行われている 。 さ ら に琵琶湖にも 舟に神輿を 乗せて巡行し 、 湖上で粟津の御供と いう 神事

がある 。 山から 神を おろ し 、 麓の里を 巡幸し 、 湖を めぐ る こ と で、 神が守護する 領域を 祝

祭し てま わる 儀礼である と いえる 。 現在、 繖峰三神社に祀ら れている 二ノ 宮・ 八王子・ 三

ノ 宮はいずれも 日吉大社に含ま れる 神々である 。 中世にこ の地に存在し た伊庭庄は六勝寺

の 1 つであ る 成勝寺や九条家の荘園であ り 、 伊庭の地と 日吉大社あ る いは延暦寺と の関

係は必ずし も 明ら かではないが、 その祭り の空間構成から 考えても 伊庭祭り と 日吉大社の

山王祭が深い関係にある こ と は間違いがない。 かつて伊庭祭り を 行っ ていた４ 村はいずれ

も 近世の伊庭村のう ちであ り 、 その範囲が中世の伊庭庄にほぼ一致する と 考えら れる 。 そ

こ に日吉大社から 神々を 勧請し た際に、 日吉の祭式を 導入し たも のと 思われる 。

5）伊庭祭り の空間構成

　 延暦寺の荘園など に日吉大社を 勧請し たと き に、 その祭式も 導入する こ と はほかにも 多

く の事例がある 。 し かし ながら 勧請さ れた神社やそれが鎮座する 村落の立地環境は必ずし

も 一様ではなく 、 祭式はその土地の環境に適合し た形で定着し てゆく こ と と なる。 伊庭祭

り はこ と にこ の土地の自然環境と その利用形態が色濃く 反映さ れた祭り であ る。 繖峰三神

社が立地する 繖山は現在も 寺社地など のほかは伊庭・ 安楽寺・ 北須田・ 能登川など の共有

山やそれら の集落が使用権を も つ国有林になっ ており 、 かつては山が少ない伊庭周辺の

村々にと っ て貴重な燃料・ 肥料など の供給地と なっ ていた。 こ れら の村落はかつて伊庭祭

り に参加し ていた村落であ っ た。 ま た伊庭川から 引いた用水路であ る 伊庭井も こ れら の村
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によ っ て利用さ れていた。 かつて伊庭祭り に参加し た村々は、 山や水と いっ た資源を 共同

利用する 村々でも あっ た。 伊庭祭り はこ の山から 神輿を 引き づり 下ろ し 、 集落を 通っ て内

湖にあ る 御旅所へ巡幸する こ と を 基本と する 。 かつては集落内を 流れる 水路に舟を 浮か

べ、 こ の内湖にま で神輿を 運んだと いう 。 内湖では漁業はも と よ り それに接し た水田では

その水を かき あ げて利用する こ と が行われており 、 内湖は伊庭周辺の人々にと っ て山や水

田同様に重要な生業の場であっ た。 伊庭祭り はヤマ・ ム ラ ・ ウ ミ を 神々がめぐ る 儀礼であ

り 、農耕が開始さ れる 直前に山から 神を おろ し 、生活や生産の舞台を 神がめぐ る こ と によ っ

て一年の収穫を 祈願する 祭り であっ たと いえる だろ う 。

6）伊庭祭り にみら れる 景観構成要素

　 日常の生活ではそれほど 意識さ れなく ても 、 祭り に際し てその存在が顕在化する 景観構

成要素がある 。 祭り には先述のよ う に日常的な生活を 象徴する 機能があ り 、 伊庭の文化的

景観の構成を 考える と き にも 代表的な祭礼である 伊庭祭り に際し て時限的に表象さ れる 空

間構成要素についても 注目し ておく 必要がある 。

　 現在の伊庭祭り では、 大濱神社・ 望湖神社・ 繖峰三神社など の神社が主たる 舞台と なる 。

こ のほかにも 数か所の御旅所や出発点と なる 謹節館、 巡行ルート と なる 伊庭山の山中や集

落内など も 重要な景観構成要素である 。 以下、 こ れら のう ち特筆すべき 場所の祭礼時の様

相について簡単に触れる こ と と し たい。

7）大濱神社と 芝原御旅所

　 大濱神社はいう ま でも なく 伊庭住民にと っ て重要な神社である が、 伊庭祭り に際し ては

それに西接する 仁王堂並びに芝原の御旅所が重要な機能を 果たす。 仁王堂は鎌倉時代に建

設さ れた、 ３ 面に壁を も たない柱だけの建物であ る が、 北面のみに壁があり 、 それを 利用

し て５ 基の神輿が納めら れ、 いわば神輿庫の機能を 果たし ている 。 ま た天井部分には絵馬

や奉納額が多数かけら れており 絵馬堂と し ての性格も あ る が、 額の大半は同年と いう 男性

の同齢組織によ っ て奉納さ れたも のであ る 。

　 仁王堂は祭り 以外では参拝の対象になる わけではないが、 伊庭祭り では仁王堂に祭り の

役付表が貼ら れる ほか、 5 月 3 日の剣ま たぎの場と も なる 。 5 月 4 日には坂下し のあと 仁

王堂前に神輿が並べら れ、 夕方には飾り 饗が神輿の前に供えら れ、 ま た競り 饗も 仁王堂に

先に入れる こ と を 競う など 祭り の象徴的な役割を 果たす。 こ の日の夜には五社参り の神事

並びに参拝も 、 仁王堂に並べら れた神輿を 対象と し て行われる 。

　 ま た仁王堂前の広場は、 芝原の御旅所と 呼ばれる が、 こ こ も 日常的にはほと んど 利用さ

れない場所であ る 。 祭り に際し ては芝原の御旅所から 50 ｍ ほど 西の栄橋の東詰に提灯が

立てら れ、 橋を 渡れば聖なる 空間である こ と を 表示し ている 。 御旅所の広場には砂で小さ

な山が作ら れ、 4 日の坂下し のあと にはそれを 目印にし て神輿が置かれる 。 そのあ と で行
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われる 競り 饗では、 御旅所の広場は若い衆の激し い競争の場と なり 、 その周辺は多く の見

物客であ ふれかえ る 。 ま た 5 日の朝にはこ の広場で湯立て 神楽が行われる 。 こ れら は年

に一度祭り のと き にだけ現出する 祝祭的な景観であ る 。

　 こ の芝原の仁王堂、 御旅所の歴史については多く を 知る こ と ができ ない。 仁王堂がなぜ

そのよ う に呼ばれる のか、 元来から 神輿庫と し ての機能を 持っ ていたのか、 など は今後の

研究を ま たなければなら ない。 ま た芝原の御旅所についても 、 現在の景観は御旅所と いう

よ り も 大濱神社の境内と いう べき である のに、 なぜ御旅所と 呼ばれる のかなど は明確にし

がたい。 ただ今回の調査の一環と し て実施し た大濱神社境内の石造物調査によ っ て、 こ の

空間の性格の一端が明ら かと なっ たので紹介し ておき たい 。 表 19・ 図 31 は大濱神社周

辺の石造物の分布と その内容を 年代順に示し たも のであ る。 図 35 によ る と 大濱神社の石

造物のう ち近世中期以前に遡る も のはほぼ本殿周辺に限定さ れ 、 段階的に外周部へと 広

がっ ている こ と がわかる 。 こ と に芝原の御旅所周辺については、 明治・ 大正期のも のが中

心であ り 、 近世のも のと し ては天保 11 年（ 1840） の一対の石灯籠（ 1・ 3） を 見る だけ

である 。 こ の石灯籠の竿部分には「 五社」 と 刻ま れており 、 大濱神社と いう よ り も 伊庭祭

り の５ 基の神輿を 対象化し たも の

であり 、 芝原の御旅所のために設

けら れたも のと 考えら れる 。 石造

物の中で注目すべき も のに「 神庭

整理」 と 記さ れた一対の石柱があ

る 。こ れはと も に大正 7 年（ 1918）

1 月に建立さ れたも ので、 広場の

両端に建てら れている 。 こ の年に

御旅所広場は大濱神社の境内に繰

り 入れら れたと 考えら れる 。 昭和

14 年に建立さ れた 大濱神社宮司

山脇右一氏の顕彰碑（ 39） にも 、

長年宮司を 務めた同氏が「 神域ヲ

拡張」 し た こ と が記さ れて いる 。

こ れら のこ と から 、 芝原の御旅所

はも と も と 大濱神社の境内ではな

く 、 それに隣接はする も のの別に

区画さ れた空間であ っ たこ と が想

像でき る 。 仁王堂についても 同様

の 性格を 持っ て い た 可能性が あ

る 。
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表19　 大濱神社境内の石造物

番号 種　 別 年　 代 刻　 字

67 狛犬 寛文3年正月
（ 正面・ 脚）于時寛文三年正月吉日　（ 裏・ 脚）奉奇進小馬犬取願成就之所

/（ 裏・ 胴）江州神崎郡伊庭庄村田太兵衛尉敬白

68 狛犬 寛文3年正月
（ 正面・ 脚）奉奇進小馬犬取願成就之所　（ 正面・ 胴）江州神崎郡伊庭庄村田

太兵衛尉敬白　（ 裏・ 脚）于時寛文三年正月吉日　

55 石灯籠 寛文12年8月 （ 正面）八月吉祥日/牛頭天王/寛文十二　 壬子　 年

12 手水石 享保４ 年11月 （ 正面）御賽前/享保四刻暦/j十一月吉/塚本氏/源光

74 石灯籠 天保3年１ 月 （ 正面）大神宮　（ 裏）天保三壬辰年正月　（ 基礎・ 裏）産子中

1 石灯籠 天保11年９ 月 （ 正面）五社/常夜燈　（ 右）天保十一庚子年九月　（ 左）祈宿/石見　

3 石灯籠 天保11年９ 月 （ 正面）五社/常夜燈　（ 右）祈宿/石見　（ 左）天保十一年庚子年九月

18 石灯籠 文久2年５ 月
（ 正面）永代/常夜燈　（ 右）于時文久二壬戌年/五月吉日　（ 左）祈主　 山脇丹

後　（ 裏）願主/中村孫十郎・ 片山嘉兵衛

19 石灯籠 文久2年5月
（ 正面）永代/常夜燈　（ 右）祈主　 山脇丹後　（ 左）于時文久二壬戌年/五月

吉日　（ 裏）願主/中村孫十郎・ 片山嘉兵衛

20 鳥居 元治元年3月 （ 右脚部裏）願主/国領氏　（ 左脚部裏）元治元甲子年三月吉日

45 石灯籠 明治17年4月 （ 正面）御神燈　（ 右）百代講　（ 裏）明治十七年四月吉日建之

46 石灯籠 明治17年4月 （ 正面）御神燈　（ 右）百代講　（ 裏）明治十七年四月吉日建之

41 辞世歌碑 明治33年8月

（ 正面）辞世/なき阿（ あ）と のわ可（ か）真（ ま）こゝ 路（ ろ）越（ を）人と ハヽ /春

（ す）へら 久（ く ）ぬちの魂とこたへよ/山脇丹波正藤原清次/明治三十二年八

月建之/発起者　 繖西音楽会

63 遥拝所碑 明治34年 （ 正面）遥拝所　（ 裏）明治三十四年/丑歳生同人

21 石灯籠 明治36年5月
（ 正面）献燈　（ 右）社掌山脇右一　（ 左）献主/奥村氏・ 村田氏・ 川原崎氏・ 谷

野氏　（ 裏）明治三拾六年卯五月建之/文久二戌生四十二才記念

27 石灯籠 明治36年5月
（ 正面）献燈　（ 右）献主/岡田氏・ 川原氏・ 徳永氏・ 村田氏　（ 左）社掌山脇右

一　（ 裏）明治三拾六年卯五月建之/文久二生中四十二才記

69 方位標 明治37年11月
（ 正面）西/＊郷守護之神祠　（ 右）南　 ※（ 大半が読めず「 村」「 警」のみ）　

（ 左）北※（ 文字があるが読めず）　（ 裏）　 東　 明治三十七年仲冬日建之

26 石灯籠 明治38年3月 （ 正面）献燈　（ 裏）明治三十八年/岡田氏

66 社号標 明治38年10月16日

（ 正面）大濱神社　（ 裏）明治三十八年十月十六日/滋賀縣知事正五位勲四等

鈴木定直　（ 基礎・ 裏）社掌　 山脇右一/同齢会寄附姓名/居原田岩吉・ 川原

崎亀五郎・ 橋村幸一郎・（ 以下略・ 人名合計36名）

6 定書建屋 明治39年10月

（ 札・ 正面）定/一車馬ヲ乗入ル事/一魚鳥ヲ捕ル事/一竹木ヲ伐ル事/右條々於

境内令禁止者也/明治三十九年十月 （ 札・ 裏面）奉納/定書建屋改築/午羊会/

昭和二十九・ 三十年生/上田清司・ 山本芳治・ 奥村達之・ 河村春男・ 浮気清司・

中村博・ 宮川欣也・ 奥村清・ 徳永敏行・ 奥村昭彦・ 大西政一・ 大西恵三・ 田中源

太郎・ 河原崎泰孝・ 沖茂和・ 山本常隆・ 桂田康弘/平成六年三月吉日　（ 梁石

裏面）明治三十九年丙午年四十二歳連中・ 社掌山脇右一

23 石灯籠 明治40年1月 （ 正面）献燈　（ 裏）明治四十年一月/村田源兵衛

40 戦利兵器奉納碑 明治40年3月

（ 正面・ 銘文）戦利兵器奉納ノ 記/是レ 明治三十七八年役戦利/品ノ 一ニシテ

我カ 勇武ナル/軍人ノ 熱血ヲ濺キ大捷ヲ得/タ ル記念物ナリ 茲ニ謹テ之/ヲ献

シ以テ奉賽ノ 徴＊ヲ 表シ尚/皇＊ノ 隆冒ト 国勢ノ 發揚徒/テ祈ル/明治四十

年三月/陸軍大臣寺内正毅　（ 裏）社掌山脇右一/大正三年十二月刻之/保護

総裁　 田中粂蔵/保護長/天　 田辺常吉・ 二　 川原崎平吉・ ハ　 片山駒吉・ 三　

川原崎□□・ 大　 中村忠治郎

62 石灯籠 明治43年 （ 正面）献燈　（ 裏）明治四十三年/四十二歳連中

57 石灯籠 大正3年2月 （ 正面）御即位紀念/大正三年二月建設/二王堂在地

58 石灯籠 大正3年2月 （ 正面）御即位紀念/大正三年二月建設/二王堂在地
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16 橋柱 大正4年 （ 左後裏面）奉納　 大正四年　（ 右後裏面）明治七甲戌年生同齢者

64 時計台 大正4年 （ 正面）奉献　（ 裏）大正四乙卯年/還暦紀念/橋村万治郎

5 幟立 大正5年4月
（ 正面）奉献　（ 右）大正五年五月建之　（ 左）明治八年亥年同齢者/社掌山脇

右一　（ 裏）宮竹長徳・ 村田平治郎・ 辻平治郎・ 山□□□　（ 他にも人名あり）

2 石柱 大正7年1月
（ 正面）奉神庭整理　（ 右）大正七年壹月献之　（ 裏）明治廿七年同齢者/春秋

会

17 石柱 大正7年1月
（ 正面）奉神庭整理　（ 左）大正七年壹月献之　（ 裏）明治廿七年同齢者/春秋

会

15 掲示板 大正8年7月12日
（ 右脚部右側）奉納大正八年七月十二日/彦根/川原崎亀蔵/四十一歳　（ 左脚

部左側）社掌山脇右一・ 石工中村与吉

33 石灯籠 昭和10年３ 月

（ 正面）奉燈　（ 裏）昭和十年三月為初老紀念献之/川原崎忠三・ 実村徳松・ 村

田豊治郎・ 徳永太八/片山卯太郎・ 村田佐太郎・ 福井捨吉・ 川原崎浅吉・ 今堀

卯吉

9 鳥居 昭和12年４ 月
（ 右裏面）昭和十二年四月/為初老記念献之　（ 左裏面）願主明治三十年丁酉

年生栄酉会

29 提灯立 昭和14年 （ 正面）庭燎　（ 裏）奉納/昭和十四年家族百歳紀念/村田氏

39
顕彰碑

（ 胸像銘）
昭和14年３ 月

（ 正面）山脇右一翁略傳/官幣代謝多賀神社宮司従五位大和田貞英撰/翁ハ

丹後守清次大人ノ 三男ニシテ慶応三年十月十/日生ル明治十九年家名ヲ 嗣

キ大濱望湖両神社神/職ヲ拝命ス爾後勤続五十有餘年現ニ其名誉神職タ /リ

此間至誠神明ニ奉仕シ或ハ神域ヲ 拡張シ或ハ設/備ヲ 改善シ以テ神威ノ 昂

揚ト 神徳ノ 発揮ト ヲ計ラ/レ功績顕著タリ 昭和十年三月縣神職会為ニ銀盃ヲ/

贈リ 其篤行ヲ表彰セラル加之翁ハ育英ノ 任ヲ兼ネ/子弟ヲ薫陶スルニ十七年

敬 ト々 シテ倦マズ旁ラ日/本赤十字社在郷軍人会武友会等二関与シ各功アリ

/翁亦雅楽ノ 造詣深ク夙ニ繖西音楽会ヲ組織シテ自/ラ其会長ト ナリ熱誠後身

ヲ 指導スルコト 實ニ五十/年餘ナリト 云う 可シ這日其子弟等翁カ 高徳ヲ 景仰

/シ壽像ヲ建設シテ亀齢鶴壽ヲ 祝祷シ聊カ 報恩ノ 徴/意ヲ表スト 云爾/縣社乎

加神社々司佐野藤原秀知書　（ 裏）昭和十四年三月建設/発起　 繖西音楽会/

賛□　 伊庭武友会

42 寄進碑 昭和17年３ 月
（ 正面）奉納/大東亜戦争国債　 明治三十五年同生/金壹阡圓也　 暁会　

（ 裏）厄除/記念/昭和十七年三月

43 寄進碑 昭和20年１ 月

（ 正面）大濱神社御神田永楽会　（ 裏）奉納/昭和二十年一月建之/初老記念/

明治三十八年生/村田壮八・ 沖庄一・ 奥村安吉・ 中村稔三/大西謙一・ 浮気直

一・ 備前幹一・ 徳永清一/宮井源九郎・ 奥村吉治郎・ 田邉半三郎

38 古神札納所 昭和29年4月

（ 正面）奉献　（ 裏面・ 銘板）厄除紀念/大正三年甲寅年生/西川實・ 徳永健一・

岡地栄治郎・ 奥村芳三・ 川原崎建三・ 川原崎房治郎・ 片山信道・ 吉田寅蔵・ 田

中寅三・ 中村基三・ 村田義蔵・ 松村正治郎・ 青木正男・ 三上米蔵・ 宮川啓之助/

奉納　 昭和二十九年四月吉日

75
神馬青銅像

（ 由来銘文碑）
昭和45年7月

（ 銘文）青銅神馬の碑　 由来誌/こ の神馬の由来は昭和三年に厄除献納者

二十七名/が発起し 献納せるも のである然るに昭和十九年軍需/用とし て供

出せられ今日に至ったが茲に栄親会/に依って旧台座に再建を企画し 復元す

ることを得/本日除幕式を挙行し 後毘に残さ んと するものである/昭和四十五

年七月吉日/厄除献納者栄親会（ イロハ順）/将井和男・ 西川孝雄・ 徳永多喜

男・ 徳永清和・ 大西敏雄・ 大前欽市・ 川原崎千代弘・ 川原崎忠雄・ 吉田耕二・ 高

田日出男・ 辻俊夫/中村与四雄・ 中村政男・ 中村新三・ 村田松治郎・ 村田信三・

村田末造・ 浮気源一・ 上田清一・ 山脇□・ 福井芳松・ j小西昭三/鋳造　 京都市

村田孫太郎

2 堂名標 昭和55年4月
（ 正面）智恵の文殊堂　（ 右）授与/家庭和楽の知恵・ 家業繁栄の智恵・ 学業進

歩の智恵　（ 左）授与/進学合格の智恵・ 職場治動の智恵・ 健康長寿の智恵

52 石灯籠 昭和56年正月

（ 正面）献燈　（ 基礎・ 裏）昭和十六年生/巳智生会・ 河原崎藤一・ 中村公武・ 片

山智成・ 奥村吉一・ 田辺武男・ 長谷川肇・ 村田幸男・ 河原崎嘉三・ 奥村政和・ 浮

気正男/昭和五十六年正月吉日
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51 石灯籠 昭和56年3月

（ 正面）献燈（ 基礎・ 裏）昭和十六年生/巳智生会・ 奥村吉朗・ 奥村耕司・ 原田國

親・ 川原崎彦太郎・ 河原崎伍一・ 奥村康男・ 山路敬英・ 平野喜一郎・ 山本正行・

今堀誠二/昭和五十六年三月吉日

77 洪水碑 平成9年8月 （ 正面）浸水位/明治二十九年大洪水碑　（ 裏）平成九年八月建之

59 玉垣 平成10年4月

（ 大・ 正面）仁王堂在地/平成十年四月吉日　（ 少・ 正面）村田真一・ 中村金壽・

中村良夫・ 中村冨男・ 奥村重義・ 西川忠夫・ 川原崎善一・ 辻康男・ 村田芳雄・ 村

田克美・ 西川清治郎・ 中村三蔵・ 奥村洋史・ 辻貴弘・ 西川誠一・ 中村徹・ 中村益

崇・ 中村光伸・ 村田武次・ 中村英治・ 村田恒治郎・ 中村公哉・ 西川政次郎・ 井上

定夫・ 西川政一・ 西川實・ 辻吉弘・ 奥村耕司・ 中村三一郎・ 徳永美代子

49 玉垣 平成22年3月

（ 左）祥風会・ 祥風会・ 奥村和範・ 中嶋康博・ 奥村博之・ 橋村昌純・ 奥村彰恒・ 徳

永光武・ 川原崎徹・ 村田真・ 山路哲司・ 夏井啓吾・ 村田崇・ 平成二十二年三月

吉日

10 社標石 平成25年8月

（ 正面）愛宕神社　（ 右）平成二十五年八月吉日　（ 裏面）昭和二十八年生/奉

納還暦記念/河原崎正枝・ 山路敏江・ 川原崎順子・ 田村久義/田中和子・ 池一

夫・ 西川し ずえ・ 中村三蔵/奥村栄子・ 徳永佐代子・ 山田明男・ 橋村孝一郎/吉

田勇義・ 村田源一

4 提灯立 （ 正面）庭燎　（ 左）奉納/村田氏

7 石柱

8 道標 （ 正面）観世音参道

11 玉垣 （ 正面）奉納

13 石灯籠

14 石灯籠

22 石灯籠 （ 正面）献燈　（ 裏）明治三十八年生中村氏　

24 石灯籠
（ 正面）献燈　（ 左）中村□□・ 川村□蔵・ 田村□□・ 山本□□（ 裏）□□□治

□・ □□与一郎・ 中村□□・ □村□□・ □□□□

25 石灯籠

（ 正面）献燈　（ 右）中村彦□・ 片山岩□・ 中居平□・ 沖□十郎・ 村田兵□　

（ 左）宮川与惣□・ 片山辰治郎・ 中村亀治郎・ 片山□□・ 中村辰治郎　（ 裏）明

治辰元年生/山脇右一

28 石灯籠 （ 正面）献燈　（ 裏）伊庭村/村田源兵衛

30 手水石（ 舎） （ 正面）奉献

31 狛犬
（ 台石正面）奉献　（ 台石裏）明治十一同年者/□□□吉・ 田辺□□・ □□□□　

（ 台石左）※人名記載の可能性があるが読めず

32 狛犬 （ 台石正面）奉献　（ 台石右）※未調査　（ 台石裏）※未調査

34 石灯籠
（ 正面）奉燈　（ 裏）願主/明治二十八年乙未同年者/浮気万治郎・ 山本達蔵・

川原崎弥三郎・ 片山□□/中村英一・ 山本末吉・ 山路茂太郎・ 中村弥之助

35 石柱

36 石柱

37 石灯籠 （ 裏）還暦紀念　 村田氏

44 石灯籠

47 石灯籠 （ 正面）御神燈　

48 石灯籠 （ 正面）御神燈　

50 玉垣

53 狛犬
（ 上の台石裏）文久四甲子正月吉日（ 下の台石裏）于時文久二年戌年/奉寄進

之

54 狛犬 （ 上の台石裏）家印・ 寄進/中村氏（ 下の台石裏）寄進彦根中村氏



145

第五章　 集落の構造と 景観

番号 種　 別 年　 代 刻　 字

56 石灯籠

60 境界石 （ 正面）大饗

61 境界石 （ 正面）渡米

65 由緒書碑

（ 正面）当祠は素戔嗚命を祀る／輿地志に所謂伊庭御/八郷の産土神たり 鎌

倉時/代佐々木の族伊庭頼/高伊庭城を築く に方り/地主神として氏の社に/推

し 代々尊崇仕られ織/田氏の安土城より は鬼/門の守護神として奉斎/せられ

たり 徳川時代に/至り 三枝土佐守領主と /なるや代官所を此の地/に置き年々

恒例の幣帛/を献し 篤く 祭祀を修め/られた　（ 裏）中村昌平・ 同直三郎・ 塚本

源治郎・ 大西万五郎・ 河原崎市吾・ 福井七蔵・ 備前勘治・ 中村万三・ 同善治郎・

川崎庄治郎

70 石灯籠 （ 正面）献燈　（ 裏）中村　（ 他にも名前あるが読めず)

71 石灯籠 （ 正面）献燈　（ 裏）初老紀念　（ 基礎・ 裏）山脇右一

73 石灯籠
（ 正面）献燈　（ 裏）川原崎卯□・ 山路卯□・ 中村□三/中村□□二・ 浮気久治

郎

76 電灯柱 （ 正面）奉納永代常夜電燈

78
石灯籠

（ 竿部分のみ）
（ 正面）記念

写真55　 仁王堂の前に置かれた饗と神輿 写真56　 芝原の御旅所での競り饗

写真58　 神庭整理の碑（ 大正７ 年）写真57　 仁王堂での五社参り
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8）繖峰三神社と 坂下し

　 繖峰三神社は繖山の中腹、 標高約 261 ｍ の場所に鎮座する 。 標高だけみればそれほど

高く ないが直線距離で約 350 ｍ 離れた麓の標高が約 90 ｍ であ り 、 そこ に行く には直線勾

配が４ 9％と いう 大変な急坂を 登ら ねばなら ない。 経路の長さ も 471 ｍ であり 、 こ ちら の

勾配も 36％と なる 。 し かも 坂下し のルート には僧衣の岩・ 吹上岩・ 屏風岩・ 台懸岩など

の巨岩が続き 、 特に下り に際し てはその巨岩から 落と すよ う に神輿を 下し ていく 。 こ と に

二本松と いう 長い一枚岩は一番の難所で、 かつてはその名のと おり 2 本の松が立ちその

間に注連縄を し ていたが、 現在ではス テン レ ス 製の柱の間に注連縄が張ら れている 。 こ の

場所では神輿の上にその年に若い衆入り を し た初山の男子 2 人を 乗せて下る こ と と なっ

ており 、 ある 種の通過儀礼の場所でも あ る 。 繖峰三神社と そこ に至る ルート も 普段は参拝

者がほと んど 行かない場所であ る が、 祭り の当日には二本松周辺には多く の見物人が集ま

り 、 ス リ リ ン グな坂下し の風景を 楽し む場と なっ ている 。

図36　 坂下し 経路断面図
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9）坂の下の遥拝所

　 坂の下の遥拝所は繖峰三神社への上り 口の道路よ り も 山側に所在する 。 全体の長さ は 4

段、 あ る いは３ 段に大き な石段が組ま れ、 その一番上の段に遥拝所と なる 空間と 拝殿の建

物が並んでいる 。 遥拝所は前面に扉を も ち左右は玉垣で、背後は岩で囲ま れた空間であ る 。

内部には「 須佐能雄大神」「 天御中主大神」「 宇賀御魂大神」 の 3 神の神名を 刻んだ自然

石の碑が建つが、 普段は扉が閉めら れ参拝する 人を みる こ と は少ない。 し かし 祭り の日に

は正面には紫の幕が張ら れ、 扉の柱には榊が挿さ れ、 その奥の岩に接し た場所には案が置

かれて３ 本の御幣が立てら れる 。 ま た拝殿は瓦葺の一間の建物で、 前面の開口部は普段は

板戸で閉めら れて内部は見る こ と ができ ないが、 祭り の際には開け放たれ、 3 面に屏風が

置かれる 。 坂下し の間、 こ こ には神主や氏子総代、 舞姫など が座り 祭り の様子を 見る 場所

と なっ ている 。 し かし ながら 祭り に際し ても こ の場所で神事など が行われる わけではなく

祭儀の中での空間的な意味合いはよ く わから ない。

　 ま たこ の 2 つの施設の全面にある 石段は、 幅約 30 ｍ にも 及ぶ大規模なも のであり 、 石

段と いう よ り も 桟敷のよ う な形態である 。 ま た石組など から みて段階的に構築さ れたこ と

が想像でき る 。 構築さ れた年代は定かではないが、 大正 3 年（ 1914） に作ら れたも ので

写真59　 繖峰三神社に置かれた神輿 写真60　 台懸

写真61　 二本松 写真62　 坂の下の賑わい
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ある こ と が縁石の刻字から わかる 。 こ の石段の位置は坂下し の様子を 見物する には適し て

いる と は言えずその目的も 明確ではない。 聞き 取り によ る と かつては石段の前の道で馬か

けが行われていたと いう 伝承があり 、 それを 見物する ための桟敷ではなかっ たかと いわれ

ている 。 その性格についてはさ ら に考える 必要がある が、 坂下し の終着点にあ る こ の石段

は遠く から も よ く 見る こ と ができ る 特異な景観を 呈し ており 、 祭礼時には恰好のラ ン ド

マーク と なっ ている 。 ま た石段の最下段には５ 基の神輿を 安置する ための台が設けら れ、

坂下し を 待つ間にはこ こ に大濱神社、 望湖神社の神輿が据えら れ、 やがて繖峰三神社よ り

下っ てき た二ノ 宮・ 八王子・ 三ノ 宮の神輿も そこ に据えら れる 。 神輿には坂下し に備えて

周囲に綱が巻き 付けら れている が、 こ の場所でそれは解かれ、 ま た坂下し の間は外さ れて

いた飾り 金具も 装着さ れる 。 そし て準備が整う と 静かに行列は出発し ていく 。 その意味で

こ の場所は、 祭礼の中での動から 静への変換点の機能も 果たし ている 。

写真63　 坂の下の遥拝所と拝殿

写真65　 拝殿前での神輿の飾りつけ 写真66　 縁石に記さ れた大正３ 年改修

写真64　 遥拝所
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10）郷頭野の御旅所

　 5 月 5 日に行われる 集落内の巡行は卯の時祭と 呼ばれ、 先述のと おり 以前は坂下し の 4

日後に行われていた。 その目的地の 1 つであ る 郷頭野の御旅所は集落の東端にあ る 金刀

羅神社から さ ら に道路を 隔てて東側の内湖に面し た場所にあ る。 かつての御旅所は現在の

位置よ り さ ら に南にあっ たが、 道路の敷設など を 契機に現在の場所に移転し ている 。 かつ

てはこ の場所から 神輿を 乗せた船が内湖へと 漕ぎ出し たと いわれている。 こ の場所も 祭礼

の時以外にはほと んど 人の姿を 見ない場所である が、 祭礼時には御旅所の広場に神輿が並

び神事が行われる 。 内湖ま でも 祭祀の領域と し ていたかつての祭り の様子を 現在に伝える

場所と いえる だろ う 。

11）安楽寺神の座

　 5 月 5 日の卯の時祭の終着点は安楽寺集落の山側にある 「 神の座」 と いわれる 御旅所で

あ る 。 こ の広場に山に向かっ て５ 基の神輿が並べら れ最後の神事が行われる。 こ の広場に

隣接し て安楽寺が祭祀する 愛宕神社や五社神社など も 鎮座し ており 、 神の座周辺は安楽寺

集落の聖地である が、 こ の場所で神事を 行う こ と によ っ て神は山に帰る と いう 意味を 持つ

も のと 思われる 。 ま た伊庭の大濱神社から ス タ ート し た神幸が安楽寺の神の座で終結する

こ と には、 伊庭と 安楽寺の両集落によ る 祭り の執行体制を 示すも のと も いえる。 かつては

北須田のイ ヌ ボウ や能登川の愛宕神社前も 御旅所であっ たと 伝承さ れる が、 祭り に参加す

る 各集落の聖地を 回る こ と によ っ て、 集落間の結束を 確認する と いう 意味合いが神幸には

あ っ たと 思われる 。

写真67　 郷頭野御旅所に並べられた神輿（ 背後は内湖） 写真68　 安楽寺「 神の座」に並べられた神輿
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（ ２ ）伊庭の社会組織と文化的景観

1）社会組織と 文化的景観

　 近畿地方平野部の村落景観の大き な特色と し て人家が密集し た集村であ る こ と があげら

れる が、 社会面での特色と し ては講や組と いっ た村落内での内部組織が発達し 、 村落全体

と し ての結合も 強いこ と があ る 。 東近江はこ れら の特色が典型的にみら れる 地域であ る

が、 伊庭においては、 景観はも と よ り 、 地縁組織や年齢組織、 宗教組織と いっ た社会組織

面において顕著な特徴がみら れる 。 それら は伊庭の文化的景観形成の基礎と なる と 同時

に、 景観そのも のにも 多く の特徴を 与えている 。

　 社会組織と 景観の関連を う かがう 上で重要なのは、 1 つには、 宗教組織であればその信

仰対象、 地縁組織なら ばその集会場所と いっ た、 結集の核と なる 場所であろ う 。 ま たそれ

ぞれの組織の成員の分布と こ のよ う な結集の核の間にも 密接な関係がある こ と が推測でき

る 。 こ こ では結集の核と 成員の分布の２ 点に着目し ながら 、 伊庭の社会組織が景観に与え

る 影響について述べてていき たい。

　 伊庭には様々な社会組織があ る が、 こ こ では大き く それを 地縁組織、 年齢組織、 宗教組

織に分類する 。 以下、 こ の類型に従いながら 各社会組織を 概観する こ と と し たい。

2）伊庭の地縁組織

　 居住地ご と のま と ま り によ っ て組織さ れる のが地縁組織である が、 伊庭の場合、 当然伊

庭集落全体がも っ と も 大き な地縁組織と なる 。 伊庭集落は 8 つの町に分かれている 。 町

の中にはさ ら に隣組など の分節的組織が存在する 。 ま た各家を 中心と し たト ナリ も 大き な

機能を 果たし ている 。

【 ムラ 】

　 伊庭全体を 指す呼称と し て、 当然「 伊庭」 が使われる が、 ム ラ や区と 呼ばれる こ と も 多

い。 組織と し ては自治会がある 。 自治会長は任期１ 年で、 副会長を 務めた者が翌年昇格す

る 。 毎年２ 月に副会長を 選挙で選ぶ。 ま た評議員は後述する ８ つの町から 一人ずつ出てい

る 。 大濱神社氏子総代会、 教育後援会、 農事改良組合、 自治消防会、 営農組合、 環境整備

委員会、 土地改良区、 子ど も 会、 老人会、 婦人会など はすべて自治会を 単位と し た組織で

ある 。

　 自治会の行事と し て、 宗教的なも のと し て百万遍があ る 。 こ れは毎年、 夏の土用に入っ

て 3 日目の土用三郎の日に行われて いた が、 現在はそのあ た り の日曜日に行っ て いる 。

正慶 2 年（ 1333） に伊庭に害虫が発生し た際、 了念上人が親鸞聖人御真筆の光明本尊を

掛けて念仏を 唱え たと こ ろ 、 害虫が去り 豊作と なっ た。 その後、 康暦元年（ 1379） にも

同様のこ と があ っ た。 以来、 光明本尊のおかげと 毎年虫供養の法要を 営んでいる と 伝承さ

れている 。 百万遍行事は妙楽寺の本堂で住民がそろ っ て行われる 。 住職は参加せず後述す
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る 年長が光明本尊の掛け軸の前で読経を する 点に特色がある 。 ム ラ の行事であ る ため、 年

長は妙楽寺の門徒と は限ら ない。 ま た町が交代でこ の行事の世話を する が、 参加者には白

豆を 炊いたも のが配ら れる 。 こ の豆は水田のミ ナク チに供える と よ いと いわれている 。

　 ま た７ 月に行われる 集落内のカワ （ 水路） の掃除（ オオカ ワ サラ エ） も 自治会の行事で

あ る 。 オオカワ （ 幹線水路） の掃除を 午前中に行い、 昼から は近隣の地縁組織である 隣組

がコ マイ カ ワ （ 支線水路） の掃除を 行う 。 伊庭全戸の共同作業と し てはこ のオオカ ワ サラ

エが唯一のも のであ る が、 こ の行事も 近世初期に河川の改修を 行っ た徳永法印の恩を 忘れ

ないために行う も のと 伝承さ れており 、 伊庭の歴史と 関連さ せる 形で行われている 。

　 伊庭の自治会事務所は、「 シロ 」 と 呼ばれる 場所にあ る 謹節館の隣にあ る 。 謹節館は昭

和 23 年（ 1948） に建設さ れた 建物で内部には大広間があ り 、 そこ は伊庭祭り や寒念仏

など の行事の出発点であり 、 かつての青年団や婦人会の行事の場でも あ っ た。 ま たその前

の広場はかつて相撲大会や盆踊り が行われ、 現在でも 多く の人々が帰省する 絵系図参り の

日には、 広場の周り に絵の描いた提灯を つり 、 金魚すく いなど が行われる 「 絵日記」 と い

う イ ベン ト の場と も なっ ている 。 現在でも 撤去さ れた橋の柱を 集めて庭園化し た場所や、

明治 29 年（ 1896） の水害の浸水碑など が周囲に建てら れており 、 こ の場所が住民にと っ

て特別な場所である こ と がわかる 。 謹節館の場所にはかつて、 小学校や村役場など が設け

ら れ、 さ ら に以前には領主三枝氏の陣屋も あっ たと いわれる 伊庭の核と も いう べき 空間で

あ る 。 現在も 広場の周り には石組みの水路がめぐ り 旧来から の景観を と ど めており 、 伊庭

の文化的景観を 考える と き に欠かすこ と ができ ない構成要素である。

　 ま た妙楽寺も 伊庭全体の結集の核と し ての意味合いを も っ ている。 も ちろ ん妙楽寺には

固有の門徒がいる が、 先述のよ う に伊庭全体の行事であ る 百万遍の行事の場と も なり 、 ま

た住民が盆に先祖の肖像を 描いた絵系図を 供養し ても ら う 絵系図参り においても 、 それぞ

れのネガイ デラ と は別に妙楽寺でも 供養を し ても ら う など 特別な意味を 与えら れている 。

妙楽寺は住民から はオオテラ と 呼ばれており 、 ネガイ デラ と は別に伊庭全体の寺と し ての

意味合いを 強く も っ た寺院である 。

写真69　 妙楽寺での百万遍 写真70　 伊庭祭りでの謹節館
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【 町】

　 伊庭の内部は東殿町、 西殿町、 東北川町、 西北川町、 中下町、 南川町、 四ツ 谷町、 名古

町の 8 つの「 町」 に区分さ れている 。 町はま たア ザと 呼ばれる こ と も あ る 。 町から はそ

れぞれ評議員が選出さ れ、 自治会の運営にあたる と と も に町の代表も 務めている 。 町は夜

番や回覧板の単位である ほか、 若い衆の単位でも あり 、 年長も 町ご と に選ばれ、 伊庭全体

の行事である 百万遍の当番を 交代で務める など 伊庭の社会組織の基礎になる 単位である。

　 町がいつから 存在し たのかを 史料的に確認すること はでき ない。ただ近世の各町にはそれ

ぞれ町会所が存在し たこと が史料によって確認できる 。南川町の寛政８ 年（ 1796）の「 町会所

定書」には、火の用心・ 博奕の禁止・ 若者の不行跡の禁止などについて「 老分之者共相談合」し

て決定し たこと が記さ れている 。博奕をし たと き には家を 破壊すると いう 大変厳し い掟であっ

た。またこ の文書の中には「 町会所拾ケ組相立置」と いう 表現も あり 、こ の時期には町会所、ある

いはそれを 持つ町が10あったこと がわかる 。こ れは能登川や須田を 含めた数字である 。また南

川町の文化7年（ 1810）「 会所道具並ニ町定帳」によると 、町会所には梯子・ 縄・ 水かご などの防

火用具のほか、用心燈、固弓張などの備品があり 、防火、防犯が会所の重要な機能であったこと

がう かがえる 。正月には町を 単位に火伏の神である 愛宕への参拝が行われており 、町場に近い

村落である 伊庭の各町にと って防火機能はもっと も 重要であった。伊庭町共有文書によると 明

治以降会所は町議所と 呼ばれていたが、大正になると こ の表現はなく なり 、現在は残さ れてい

ない。

東殿町

東北川町

西北川町

名古町

四ッ 谷町

南川町

西殿町
中下町 ●岩神

●
道
祖
神
社

図37　 伊庭の町
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【 隣組】

　 町の中にはさ ら に細分化さ れた地名がある 場合がある 。 柳村・ 奥村・ 横町・ 五軒町など

の地名は近世の史料に登場する が、 現在でも 聞き 取る こ と ができ る 。 ま た戦時中に組織さ

れた隣組があ り 、 5 〜 10 軒の家で構成さ れている 。 オオカ ワ サラ エのと き にはコ マイ カ

ワ （ 支線水路） の掃除は隣組で行う 。 隣組で一杯飲みを する と こ ろ も あ る 。

【 ト ナリ 】

　 隣組以上に伊庭の生活にと っ て重要なのは、 ある 家を 中心と し たト ナリ と 呼ばれる 集団

であ る 。 こ れはあ る 家から みて隣接する 3 〜 5 軒程度の家を 指すので、 そのすべてを 図

示する こ と はでき ない。 かつての葬式では、 繖山の山麓にあ っ た火葬場ま で船で遺体を 運

んだが、 こ れはト ナリ の仕事だっ た。 明治以後は輿で運ぶよ う になっ たがそれを ト ナリ が

し た。 葬式道の辻々にろ う そく を 立てる のも ト ナリ の仕事だっ た。 火葬は専門の人がし た

が、 サキ ビ と いっ て菜種のわら にヨ シを ま いたも のを 作っ てト ナリ が燃やし て煙を あ げ、

それから 火葬を 行っ た。こ のよ う に特に葬送儀礼においてト ナリ は重要な役割を 果たし「 遠

い親戚よ り 近いト ナリ 」 と いう 言葉も あっ た。 現在でも 転居など でト ナリ になっ ても ら う

時にはト ナリ イ リ と いっ てお願いを する 。

3）伊庭の年齢組織と 同年

　 伊庭の年齢組織は先に見た図33 が示すよ う に伊庭祭り において大き な役割を 果たすが、

そのう ち年長、 同年など は祭礼以外の村落生活においても 様々な機能を 果たし ている。

　 年齢組織の基本と なる のは、 同じ 年に生ま れた男子の組織であ る 同年である 。 かつては

干支ご と に組織し たが、現在では同級生が単位と なっ ている 。 それぞれに会の名前を つけ、

伊庭祭り など では揃いの衣装で参加する 。 同年は 15 歳前後で組織さ れ、 以後死亡によ っ

て最後の一人と なる ま で交際が続く 。 毎月交代で宿を 設けて、 そこ でツ キヨ リ と 呼ばれる

宴会を し たり 、 積み立てを し て年に一度程度旅行を し たり する 。 成員が結婚する と き には

婚礼に呼ばれ皆で祝儀を する 。 かつて家で婚礼を し ていたと き には、 同年は座敷に座り 新

妻が一人ひと り に酌を し たと いう 。 同年の家の葬式でも 、 ト ナリ に次いで様々な作業を 担

当し た。 ま た同年は還暦には多賀大社や伊勢神宮に参拝を する 。

　 伊庭祭り を 構成する 各年齢集団も その基礎と なる のは同年である。 伊庭祭り では怪我を

する こ と が多いが、 祭り で怪我を する と 直後のタ ホリ （ 田植え前にそれま で植えていたレ

ン ゲを 田に鋤き 込む作業） ができ ないので同年が手伝っ たと いう 。 ま たかつての住居の茅

葺き を する と き に同年が中心に手伝っ た 。 こ れはお互いだっ たのでテッ タ イ ア イ と いっ

た。 同年はこ のよ う に生業面での互助組織でも あっ た。
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4）同年による 寄進

　 同年は 42 歳の厄年には、 甲賀市の田村神社と 大濱神社に詣でた。 厄年の同年で村のた

めに橋や神社の石造物など を 寄進する 。 何を 寄進し たかについては、大濱神社に報告する 。

ま た自治会長、 氏子総代を 呼び直会が行われる 。 同様のこ と は還暦に際し ても 行われる こ

と があ る 。 大濱神社を はじ めと し て伊庭の神社に灯籠など の石造物が非常に多く みら れる

背景には、 こ の同年の寄進がある 。 同年の成立を 歴史的に考察する こ と はでき ないが、 同

年によ る 寄進については、 大濱神社、 望湖神社境内で実施し た石造物調査によ っ てある 程

度歴史的な経過を 知る こ と ができ る 。

　 表 20 は大濱・ 望湖両神社境内の石造物のう ち、 明ら かに同年によ っ て建立さ れたも の

を 抜き 出し 年代順に並べたも のであ る 。 こ れによ る と 同年によ っ て建立さ れた石造物は

少なく と も 26 基あり 、 明治 34 年に大濱神社境内に建てら れた遥拝所の石柱が最も 古い。

以後、次々と 建立さ れていく が、それ以前は個人ある いは在地など によ る 寄進が主体であっ

た。 先述のと おり 伊庭の神社祭祀は近世以来 4 つの宮座によ っ て運営さ れていたが、 明

治 23 年の改正によ っ て、 ム ラ 全体が担う 形へと 変化し ている 。 それに伴っ て同年組織が

再編成さ れ村落生活の中で重要な機能を 担う 存在へと 変化し たこ と が推測でき る。

地区 番号 種　 別 年　 代 刻　 字

大濱神社 63 遥拝所碑 明治34年 （ 正面）遥拝所　（ 裏）明治三十四年/丑歳生同人

大濱神社 21 石燈籠 明治36年5月
（ 正面）献燈　（ 右）社掌山脇右一　（ 左）献主/奥村氏・ 村田氏・ 川原崎氏・ 谷野

氏　（ 裏）明治三拾六年卯五月建之/文久二戌生四十二才記念

大濱神社 27 石灯籠 明治36年5月
（ 正面）献燈　（ 右）献主/岡田氏・ 川原氏・ 徳永氏・ 村田氏　（ 左）社掌山脇右一　

（ 裏）明治三拾六年卯五月建之/文久二生中四十二才記

大濱神社 66 社号標
明治38年

10月16日

（ 正面）大濱神社　（ 裏）明治三十八年十月十六日/滋賀縣知事正五位勲四等鈴

木定直　（ 基礎・ 裏）社掌　 山脇右一/同齢会寄附姓名/居原田岩吉・ 川原崎亀

五郎・ 橋村幸一郎・（ 以下略・ 人名合計36名）

大濱神社 6 定書建屋 明治39年10月

（ 札・ 正面）定/一車馬ヲ 乗入ル事/一魚鳥ヲ 捕ル事/一竹木ヲ 伐ル事/右條々於

境内令禁止者也/明治三十九年十月 （ 札・ 裏面）奉納/定書建屋改築/午羊会/昭

和二十九・ 三十年生/上田清司・ 山本芳治・ 奥村達之・ 河村春男・ 浮気清司・ 中村

博・ 宮川欣也・ 奥村清・ 徳永敏行・ 奥村昭彦・ 大西政一・ 大西恵三・ 田中源太郎・

河原崎泰孝・ 沖茂和・ 山本常隆・ 桂田康弘/平成六年三月吉日　（ 梁石裏面）明

治三十九年丙午年四十二歳連中・ 社掌山脇右一

大濱神社 62 石灯籠 明治43年 （ 正面）献燈　（ 裏）明治四十三年/四十二歳連中

大濱神社 16 橋柱 大正4年 （ 左後裏面）奉納　 大正四年　（ 右後裏面）明治七甲戌年生同齢者

大濱神社 64 時計台 大正4年 （ 正面）奉献　（ 裏）大正四乙卯年/還暦紀念/橋村万治郎

大濱神社 5 幟立 大正5年5月
（ 正面）奉献　（ 右）大正五年五月建之　（ 左）明治八年亥年同齢者/社掌山脇右

一　（ 裏）宮竹長徳・ 村田平治郎・ 辻平治郎・ 山□□□　（ 他にも人名あり）

大濱神社 2 石柱 大正7年1月 （ 正面）奉神庭整理　（ 右）大正七年壹月献之　（ 裏）明治廿七年同齢者/春秋会

大濱神社 17 石柱 大正7年1月 （ 正面）奉神庭整理　（ 左）大正七年壹月献之　（ 裏）明治廿七年同齢者/春秋会

大濱神社 33 石灯籠 昭和10年3月
（ 正面）奉燈　（ 裏）昭和十年三月為初老紀念献之/川原崎忠三・ 実村徳松・ 村田

豊治郎・ 徳永太八/片山卯太郎・ 村田佐太郎・ 福井捨吉・ 川原崎浅吉・ 今堀卯吉

表20　 同年によって建立された石造物
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5）年長

　 現在の年長は各町から 年長者 1 名が選出さ れる 形と なっ ている 。 ただ伊庭祭り の際に

は年長も 繖峰三神社へと 登ら ねばなら ず、 あ ま り に高齢では無理であ る ため 70 歳程度の

人が選ばれる よ う になっ ている 。 伊庭祭り の卯の時参り では、 年長は烏帽子に直衣と いう

いで立ちで行列の先頭を 竹杖を も っ て歩き 、 ま た盆には妙楽寺など で盆礼のために正面に

座っ て、 参拝者の例を 受ける 。 正月にも 妙楽寺と 大濱神社の社務所で手分けを し て正月礼

を 受ける など 、 様々な行事で象徴的な役割を 果たし ている 。

　 年長は郷頭の流れを 引く も のと 言われる 。 郷頭は各宮座の長老であ り 、元禄 8 年（ 1695）

地区 番号 種　 別 年　 代 刻　 字

望湖神社 9 標石 昭和12年 （ 正面）奉納幣殿新築(裏）昭和十二年還歴紀念　 献主明治九年生同年者

大濱神社 9 鳥居 昭和12年4月
（ 右裏面）昭和十二年四月/為初老記念献之　（ 左裏面）願主明治三十年丁酉年

生栄酉会

大濱神社 42 寄進碑 昭和17年3月
（ 正面）奉納/大東亜戦争国債　 明治三十五年同生/金壹阡圓也　 暁会　（ 裏）

厄除/記念/昭和十七年三月

大濱神社 43 寄進碑 昭和20年1月

（ 正面）大濱神社御神田永楽会　（ 裏）奉納/昭和二十年一月建之/初老記念/明

治三十八年生/村田壮八・ 沖庄一・ 奥村安吉・ 中村稔三/大西謙一・ 浮気直一・ 備

前幹一・ 徳永清一/宮井源九郎・ 奥村吉治郎・ 田邉半三郎

大濱神社 38
古神札納

所
昭和29年4月

（ 正面）奉献　（ 裏面・ 銘板）厄除紀念/大正三年甲寅年生/西川實・ 徳永健一・ 岡

地栄治郎・ 奥村芳三・ 川原崎建三・ 川原崎房治郎・ 片山信道・ 吉田寅蔵・ 田中寅

三・ 中村基三・ 村田義蔵・ 松村正治郎・ 青木正男・ 三上米蔵・ 宮川啓之助/奉納　

昭和二十九年四月吉日

大濱神社 52 石灯籠 昭和56年正月

（ 正面）献燈　（ 基礎・ 裏）昭和十六年生/巳智生会・ 河原崎藤一・ 中村公武・ 片山

智成・ 奥村吉一・ 田辺武男・ 長谷川肇・ 村田幸男・ 河原崎嘉三・ 奥村政和・ 浮気正

男/昭和五十六年正月吉日

大濱神社 51 石灯籠 昭和56年3月

（ 正面）献燈（ 基礎・ 裏）昭和十六年生/巳智生会・ 奥村吉朗・ 奥村耕司・ 原田國

親・ 川原崎彦太郎・ 河原崎伍一・ 奥村康男・ 山路敬英・ 平野喜一郎・ 山本正行・ 今

堀誠二/昭和五十六年三月吉日

望湖神社 25 狛犬 昭和57年3月

(基壇正面）奉献（ 基壇裏）昭和拾七年生/馬盛会/村田勇・ 村田好三郎・ 村田定・

村田忠・ 山路茂男・ 山田喜久男・ 山田清三・ 山本義廣・ 五十音順・ 昭和五拾七年

三月吉日

望湖神社 26 狛犬 昭和57年3月

(基壇正面）奉献（ 基壇裏）昭和拾七年/馬盛会/川原崎荘三・ 川原崎孝司・ 小林

勝・ 周防庄三・ 徳田利一・ 中村正輝・ 長谷川治男・ 備前繁男・ 五十音順・ 昭和五拾

七年三月吉日

大濱神社 49 玉垣 平成22年3月
（ 左）祥風会・ 祥風会・ 奥村和範・ 中嶋康博・ 奥村博之・ 橋村昌純・ 奥村彰恒・ 徳永

光武・ 川原崎徹・ 村田真・ 山路哲司・ 夏井啓吾・ 村田崇・ 平成二十二年三月吉日

大濱神社 10 社標石 平成25年8月

（ 正面）愛宕神社　（ 右）平成二十五年八月吉日　（ 裏面）昭和二十八年生/奉納

還暦記念/河原崎正枝・ 山路敏江・ 川原崎順子・ 田村久義/田中和子・ 池一夫・ 西

川し ずえ・ 中村三蔵/奥村栄子・ 徳永佐代子・ 山田明男・ 橋村孝一郎/吉田秀義・

村田源一

大濱神社 25 石灯籠

（ 正面）献燈　（ 右）中村彦□・ 片山岩□・ 中居平□・ 沖□十郎・ 村田兵□　（ 左）

宮川与惣□・ 片山辰治郎・ 中村亀治郎・ 片山□□・ 中村辰治郎　（ 裏）明治辰元

年生/山脇右一

大濱神社 31 狛犬
（ 台石正面）奉献　（ 台石裏）明治十一同年者/□□□吉・ 田辺□□・ □□□□　

（ 台石左）※人名記載の可能性があるが読めず

大濱神社 34 石灯籠
（ 正面）奉燈　（ 裏）願主/明治二十八年乙未同年者/浮気万治郎・ 山本達蔵・ 川

原崎弥三郎・ 片山□□/中村英一・ 山本末吉・ 山路茂太郎・ 中村弥之助
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の大濱神社棟札にも 記さ れている が、 その歴史はさ ら に遡る であろ う 。 宮座組織の解体に

よ っ て、 各町から 年長を 出す形態に変化し たも のと 思われる 。

6）伊庭の宗教組織

　 伊庭には寺院と し て、 浄土真宗本願寺派の妙楽寺・ 誓教寺・ 法光寺・ 浄福寺、 浄土真宗

仏光寺派正厳寺、 浄土宗妙金剛寺があり 、 ま たそのほかに無住ではある が正福寺・ 薬師寺

（ 堂） など の寺堂があ る 。 こ れら の寺院には当然信徒集団が形成さ れている 。 ま た神社と

し ては先述のと おり 大濱神社・ 望湖神社・ 繖峰三神社があり 、 それぞれに氏子集団があ る 。

さ ら に金刀毘羅神社・ 古宮を はじ めと する 小祠や塚が多く あり 、 大濱神社の境内にも 多く

の小祠がみら れる 。 こ れら の小祠はそれぞれ在地と 呼ばれる 祭祀集団の信仰対象と なっ て

いる 。 さ ら に集落内には多く の地蔵がみら れる が、 その大半は各家庭で祭祀さ れる も ので

あり 、 そのほかに地域的に祀ら れている 地蔵が４ 体あ る 。 こ のよ う に伊庭では多く の神仏

と それを 祭祀する 組織がみら れる が、 こ れは周辺の村落と 比較し ても 非常に多く 、 伊庭の

都市的な性格を 示すも のと いえる 。 こ れら の宗教施設は伊庭の文化的景観の一部を 形成し

ている が、 それはそれを 形成し 保持する 宗教組織と 不可分の関係にある こ と が重要であろ

う 。

　 こ こ ではこ れら の宗教組織について、 特に伊庭の特色を よ く 示すと 思われる 在地を 中心

にその概略を 説明する こ と と する 。

7）在地

　 伊庭の宗教組織のう ち、 非常に大き な特徴を 持つも のと し て在地がある 。 在地と は他で

は聞く こ と ができ ない民俗語彙であ る が 、 集落内にあ る 各種の宗教施設の信者集団であ

り 、 それぞれの組織のメ ン バーは家ご と にほぼ固定し 、 様々な行事を 行っ ている 。 講組織

と 性格が類似する が広域的な信仰ではなく 、 信仰対象物が集落内に存在する 点で景観と 密

接に関連する 組織と いえる 。 現在確認でき る 在地は仁王堂在地・ 五位田在地・ 天満宮在地・

百大夫在地・ 高木観音在地・ 中村堂在地・ 柳瀬在地・ 岩神在地・ 雨谷在地・ 金刀比羅在地・

毘沙門在地・ 薬師在地である が、 それ以外の宗教施設に関わる 組織のう ち、 陣屋稲荷神社、

白玉稲荷神社の信者集団はほぼ在地と 同様の性格を も つためこ こ で説明する こ と と する 。

最初に各在地の祭祀対象・ 組織構成・ 行事・ 歴史など について簡単に説明し たい。 なお在

地の戸別データ など については、「 伊庭庄の歴史を 語る 会」 によ っ て行われた個別調査の

データ に負っ ている 。 調査に当たら れた皆さ んには心よ り 感謝いたし たい。 ま た説明中の

戸数など は伊庭集落の住民の戸数であり 、 こ のほかに安楽寺や能登川の人が在地に入っ て

いる 場合も ある 。



157

第五章　 集落の構造と 景観

【 仁王堂在地】

　 大濱神社境内の道祖神社を 信仰対象と する ため、 道祖神在地と も いわれる 。 祭神は猿田

彦であ る 。 現在は 42 戸が加入し ており 、 成員は名古町の家が 15 軒と 多いが、 全町に分

布し ている 。 中村姓（ 27 戸）、 西川姓（ 8 戸） など が多い。 在地には郷頭と 呼ばれる 最年

長者がいて、 成員の家で子ど も ができ れば郷頭に頼んでコ ヅケを し ても ら う 。 こ れは帳面

に名前を 記入する こ と であ る 。 一年交代の当番があ り 、 神社の世話を する 。 ま た 年長者

７ 名は社中と 呼ばれ当番になっ たと き には 1 月 5 日の座長開き で社中を 呼んで接待する 。

ま た 1 月 10 日に大濱神社前の勧請縄を 替え る 。 7 月 13 日、 14 日の大濱神社の祇園祭り

にも 参加する 。 その夜には涼み会と いわれる 宴会がある 。 　

図38　 在地の信仰対象物

写真71　 大濱神社境内の小祠 写真72　 仁王堂在地による勧請吊り
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　 仁王堂在地の歴史を 史料的に知る こ と はでき な いが 、 道祖神社は棟札から 弘化４ 年

（ 1857） に建立さ れたも のであ る こ と が明ら かである 。 ただ在地と し てはそれ以前から 存

在し ていたこ と が推測さ れる 。

【 五位田在地】

　 五位田在地は大濱神社境内の祠を 信仰対象と し ている 。 五位殿や五位天と 表記さ れる こ

と も あ る 。 こ の在地は又左衛門と 増右衛門の 2 つの組に分かれており 、 一年交代で世話

を する こ と になっ ている 。 又左衛門は現在、 村田姓（ 11 戸）、 大西姓（ ４ 戸）、 奥村姓（ ２

戸） の 17 戸から 構成さ れ、 成員の家は名古町（ ６ 戸） が最も 多いが散在し ている 。 増左

衛門は徳永姓（ ３ 戸）、 橋村姓（ １ 戸）、 村田姓（ 2 戸） の計 6 戸である 。 当番は毎月祠に

榊を 供える が、 そのほかに 12 月 31 日には鏡餅を 供え、 1 月 3 日に鏡開き を する 。

　 在地所蔵の史料には明和 7 年（ 1770） に「 座帳箱」 が作ら れたと いう 記載があ り 、 そ

れ以前よ り 存在し ていたこ と がわかる 。

【 天満宮在地】

　 大濱神社境内にあ る 天満宮の小祠を 信仰対象と する 。 現在は中村姓の家 1 戸のみが成

員と なっ ている 。 中村家は近世に金融業を し ていたが、 九州の大名に貸し た担保と し ても

ら っ たも のと 伝承さ れている 。 ６ 月後半の日曜日に祭り があ る が、 現在ではム ラ の行事と

なっ ており 氏子総代が中心に行われている 。 ま た正月の深夜にも 参拝が行われている 。 天

満宮在地については史料がなく 、 歴史的経過を 明ら かにする こ と はでき ない。

【 百太夫在地】

　 大濱神社境内にある 百太夫神社と いう 小祠を 信仰対象と する 在地である。 百代夫、 百代

など と 表記さ れる こ と も ある 。 現在、 河原崎姓（ 7 戸）、 川原崎姓（ 5 戸） を 含む 18 戸に

よ っ て構成さ れている 。 郷頭の制度は現在はみら れないが、 近世の史料には記載さ れてい

る 。 ま た座の帳面があ り 、 子ど も が生ま れればコ ヅケ （ 生ま れた子ど も を 帳面に載せる ）

を する 。 正月には鏡餅と 神酒を 社に供える 。 正月の間に座帳開き を し て、 賽銭など の会計

を する 。 そのあ と に直会がある 。 ま た８ 月には涼み会と いう 宴会を し ている 。 かつては在

地の田があっ たので年末に年貢取り を し ていたが現在は行われていない。 在地の文書の中

に享和３ 年（ 1803） の「 下在地座帳」 があ る ので、 近世には下在地と 呼ばれていた可能

性があ る 。 同帳の中に文化８ 年（ 1808） に「 御宮上ふき 」 を し たと いう 記載がある ので、

社も それ以前には建設さ れていたと 思われる 。

【 高木観音在地】

　 大濱神社に隣接し て建つ正福寺境内の高木観音が信仰対象であ る。 観音は秘仏だが寅年
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に開帳する 。 現在では加入は自由だが、 かつてはコ ヅケし た人だけが加入し ていた。 現在

の成員は 9 戸であり 、 田辺（ 邉） 姓が 4 戸ある ほかは、 1 戸ずつで住居する 町も 散在し て

いる 。 こ のほかに能登川の家も 加入し ている 。 かつては 70 戸が加入し ていたと いわれて

いる 。 以前は当番を 定めて寄り 合う と き にはお膳を 出し ていたが、 現在は仕出し を 頼んで

いる 。 お参り は年間 7 回あ り 、 般若心経の読経と 御詠歌が行われている 。 そのほか元旦

には初詣の礼受け、 1 月 4 日に注連縄吊、 1 月 17 日には芝焼き を し て一年の天候を 占う 。

4 月は伊庭祭り の前なので境内の清掃を する 。 5 月、 9 月には御命日と し て読経が行われ

ている 。 注連縄（ 勧請） は観音堂の前に吊る も ので、 以前は 1 月 4 日に作っ ていたが現

在は年末に全員で作っ ている 。

【 中村堂在地】

　 大濱神社と 道を 挟んで南側にある 知恵文殊堂が信仰対象である。 中村堂と いう のは現在

の能登川にある 地名で、 そこ から 現在地に移転し たと 伝えら れている 。 現在は片山姓（ ３

戸） と 周防姓（ １ 戸） によ っ て構成さ れている 。 講中と 呼ばれる こ と も ある 。 一年交代で

当番があり 供物を 供える 。 １ 月と ８ 月に法要があり 妙金剛寺の住職に読経し ても ら う 。 １

月の法要は「 合格祈願法要」 と し て町内に案内を 送る 。 法要のあと には食事会を 開いてい

る 。 12 年に一度寅年に開帳があ る 。 在地に伝わる 「 中村堂縁起」 によ る と 文殊像は役行

者が彫っ たも のであ り 、 応永年間（ 1394 〜 1427 年） に佐々木氏の家臣中村源左衛門重

信が百日の日参の末霊夢を みたこ と に感激し 堂を 再建し たこ と など が記さ れている。

【 柳瀬在地】

　 望湖神社参道脇にある 柳瀬観音堂が信仰対象であ る 。 現在の成員は 17 戸で、山路姓（ 8

戸）、宮居姓（ 3 戸）、村田姓（ 3 戸） など が多い。 住居は散在し ている 。 長老 6 名が長人（ お

と な） と 呼ばれている 。 1 月に座帳開き があり 、 コ ヅケ や死亡者を 消すなど 帳面の編集を

行う 。 6 月の第 1 土日に大祭があ り 、 供物を 供え る 。 ま たお盆にも 供物を する 。 12 年に

一度寅年に、 柳瀬観音御開帳が行われる 。

　 天和元年（ 1681）、 天明 7 年（ 1787） の望湖神社と の敷地を めぐ る 争論文書があ り 、

在地の歴史はそれ以前に遡る こ と がわかる 。

【 岩神在地】

　 能登川高校グ ラ ウ ン ド 脇の巨石が信仰対象物であ る 。 岩は 2 つあ り 注連縄が張ら れて

いる 。 現在の成員は 2 戸であ る が、 かつては 13 戸あっ た。 正月の第 1 土日に注連縄を 編

み、 一同が紋付姿でそれを 岩にかける 。 夜には当番の家で宴会が行われる 。 在地の歴史的

な経過は史料が少なく 知る こ と ができ ない。
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【 雨谷在地】

　 能登川高校横の道と 線路に挟ま れた場所に建つ石碑が信仰対象物である。 ただ祭祀など

は大濱神社で行う 。 雨乞いの神で猪子山の龍神を 祀っ ている と 伝承さ れている 。 成員は現

在 3 戸で、 姓は異なり 、 住居も 散在し ている 。 当番は碑の周り の除草など を 行う 。 10 月

中旬に祭り を 大濱神社で行い、 そのあと 社務所で直会を する 。

【 金刀毘羅在地】

　 伊庭集落の西端にある 金刀毘羅神社が信仰対象である 。 こ の場所はかつては内湖に接し

た場所で船着き 場があ っ た 。 境内には祠のほか石鳥居や安政 4 年（ 1857） に建立さ れた

大き な石灯籠があ る 。 こ の石灯籠は航海のための常夜灯と も なっ ていたと いわれている 。

現在は７ 戸によ っ て構成さ れ、 村田姓（ ４ 戸）、 西川姓（ ２ 戸）、 田辺姓（ １ 戸） であ る 。

居住する 町は散在し ている 。 在地の郷頭は一番年配の人がなる 。 ま た郷頭のほか総代と 一

年交代の当番がおかれている 。 大濱神社の祇園祭り の宵宮であ る ７ 月 13 日が金刀毘羅神

社の祭り で供物を し て神官にお祓いを し ても ら う 。 正月と 盆にも 供物を する が、 正月には

鳥居や灯籠に注連縄を し 、 鏡餅を 供える 。 ま た新年会があり かつては当番の家で行っ てい

たが、 現在は料理屋でし ている 。

石灯籠と と も に在地には安政 2 年の「 勧進帳」 が残さ れており 、 金刀毘羅神社も その頃

に建立さ れたと 考えら れる 。 寄進者のう ち圧倒的に多いのは伊庭村の人々である が、 近在

の村落や彦根、 八幡、 高宮など 周辺の町場から の寄進も みら れる 。 さ ら には大坂、 京都、

江戸、 浦賀、 名古屋、 高岡、 氷見など の寄進者も みら れ、 当時の伊庭が単なる 農漁村では

なく 、 港湾機能を も っ た町場である こ と がう かがわれる 。 さ ら に上州各地から の寄進者が

16 名にも 及ぶのは、 近江商人の交易活動を 抜いては考えにく い。 そのよ う な意味で金刀

毘羅神社周辺の施設や石造物は、 かつての伊庭の賑わいを う かがわせる 貴重な文化的景観

と いえる 。

写真73　 金刀比羅神社 写真74　 金刀比羅神社の石灯籠
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表21　 金刀比羅神社建立寄進者の分布

伊庭村内

名古丁 11

五軒丁 13

横丁 7

四津谷丁 11

中川丁 2

南川丁 3

奥村 5

北川丁 24

柳村 2

殿町 17

しろ 3

中下丁 6

寺前 3

清水堂 2

胡摩堂 3

下川丁 3

戌亥 1

岡 1

須田丁 6

能登川（ 浜） 10

近在の村落

乙女浜 1

小川村 1

猪子村 1

山路村 2

下平流 2

山之脇 1

奥村 5

長命寺 2

常楽寺 1

浅小井村 1

金堂 1

近在の都市

彦根

魚屋丁 1

袋町 1

沢町 1

油屋町 1

城下 1

高宮宿 2

八幡 5

遠隔地

京都 麩屋町 1

大坂
東堀通 1

久宝寺町 1

□府 3

相州浦賀 2

尾州名古屋 1

越中高岡 1

能州輪島 2

越中氷見新町 1

上州高崎 1

江戸富沢町 1

上州下仁田 2

上州 11
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【 毘沙門在地】

　 毘沙門在地が信仰対象と する 毘沙門堂は隣接する 能登川町の領域にあり 、 朝鮮人街道か

ら 少し 入っ た 場所にあ る 。 敷地に数軒の家が建ち、 その借地料も 在地の財源と な っ て い

る 。 川原崎姓の８ 戸によ っ て構成さ れ、 居住地は東殿町が 3 戸あ る 以外は散在し ている 。

役職と し て大役と 行事の 2 つがあ り 、 大役は 1 年、 行事は 2 年の任期であ る 。 大役は勧

請縄の材料と なる も ち米の藁を 用意する 。 行事は会計を 担当する 。 1 月前半の休日に勧請

縄を 作り 堂の前に吊る す。 ま た 3 月に座帳開き があり 夕方に大役の家で宴会があ る 。 5 月

と 9 月にお参り があ り 御仏飯を 供え る 。 12 年に一度寅年の秋に開帳があ り 、 3 体あ る う

ちの中央の毘沙門天から 白い布を つなぎ、 境内に建てた柱へと 結ぶ。 こ の柱を 触る こ と に

よ っ て毘沙門天に触れたこ と と なる と いう 。 毘沙門在地についても 史料が少なく 、 その歴

史を 明ら かにする こ と はでき ない。

【 薬師在地・ 折玉稲荷講】

　 大濱神社から 西に行き 栄橋を 渡っ た場所にある 薬師堂及び同じ 境内に堂と 並んで建つ折

玉稲荷が信仰対象である 。 稲荷講と 薬師在地は同じ メ ン バーで現在は８ 戸から 構成さ れて

いる 。 ま た薬師堂の前にあ る 延命地蔵も 薬師在地で世話を し ている 。 1 月 8 日前後に注連

縄を 作っ て堂に張り 、 そのあ と 直会を し ている 。 こ のと き ヒ ノ キの箸を 燃やし て、 その時

の音で豊作を 占っ ている 。 5 月と 9 月の 9 日にお参り を し ている 。 稲荷については１ 〜２

月の寒の間にセン ギョ を 行っ ている 。 こ のと き には社殿に油揚げや赤飯のおにぎり を 供え

る 。 以前は「 先生」「 先達さ ん」 と 呼ばれる 宗教者に来ても ら っ ていたが、 現在は薬師在

地のう ちの特定の３ 軒がセン ギョ を 行っ ている 。

　 こ のセン ギョ は伊庭の白玉稲荷、 陣屋稲荷、 多武大明神、 大徳寺境内の稲荷大神、 望湖

神社、 繖峰三神社の稲荷大明神すべて参っ ている 。

　 ま た延命地蔵は背丈ほど の大き さ の石仏座像で堂に入っ ていない。 毎年８ 月 24 日の地

蔵盆には在地が世話を し ている 。 薬師在地については史料がなく 歴史的経過は不明であ

る 。

【 白玉稲荷】

　 大濱神社境内の白玉稲荷を 信仰対象と し ている 。 現在３ 戸が成員であ る が、 姓も 居住す

る 町も 異なる 。 3 月はじ めに初午、 11 月に御火焚祭り を 行っ ている 。 こ のと き には油揚

げなど の供物を し ている 。 正月には掃除を し て注連縄や鏡餅を 供え ている 。 昭和 6 年以

降の記録が残っ ている が、 それ以前のこ と は不明である 。

【 陣屋稲荷】

　 謹節館の裏側に守国神社と 並んで祀ら れている 陣屋稲荷が信仰対象であ る。 現在４ 戸で
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祀っ ている が、 その姓も 居住する 町も 別々であ る 。 3 月に初午を し 、 11 月に御火炊を し

ている 。 こ れら の行事のと き には油揚げや神酒を 供える 。 守国神社は近世の領主三枝氏の

先祖を 祀っ たも ので、 陣屋跡で明治初期に祀ら れている が、 稲荷についてはいつ創建さ れ

たのかは不明である 。

8）各組織の関係

　 以上、 在地を 中心に伊庭の宗教組織を 概観し てき たが、 集落規模の大き さ も あっ て宗教

組織相互の関係や、 地縁組織など と の関係を 探る のはなかなか困難であ る。 表 22 は神社

組織、 在地、 地蔵を 祭る 集団の成員が、 ど の町に属し ている のかを 示し たも のである 。 例

えば神社組織において望湖神社氏子や仁王堂在地の成員が名古町に多いと いっ た特色は若

干みら れる も のの、 宗教組織と 町と の関係はそれほど 明確ではない。 各神社や在地の信仰

対象物は山麓から 内湖周辺にそれぞれが相当離れて立地し ている ので、 その周囲に宗教組

織の成員が集ま る のは当然である が、 そのよ う な状況は伊庭ではみら れない。 こ の原因と

し て特に在地の場合、 加入脱退が比較的自由であ り 、 流動性が激し いこ と が考えら れる 。

ま た伊庭の場合、 人家が密集し ており 、 分家など を 出す場合にも 本家の近く に屋敷地を 構

える こ と が困難であ り 、 集落内の空いた場所に分家を 出すこ と が多いと いっ た事情も あっ

たと 思われる 。 表 23 は戸数が多い同姓集団 11 と 各宗教組織及び町と の関係を 示し たも

のである 。 同姓と はいえ必ずし も 親戚でないと いう ケ ース も あ る が、 同姓集団と 宗教組織

と の間には相当に明確な関係性が読み取れる 。 例えば奥村姓では二ノ 宮氏子が多く 、 河原

崎・ 川原崎姓では望湖神社氏子・ 百太夫在地の家が多い。 同様に山路姓では三ノ 宮、 西川

姓では二ノ 宮・ 仁王堂在地、 村田姓では二ノ 宮・ 五位田在地増右衛門、 中村姓では二ノ 宮・

仁王堂在地など が卓越し ている 。 し かし ながら 、 こ れら の同姓集団と 町と の関係に目を 移

すと 、 ど の姓においても ほぼ各町の規模に応じ て散在し た状況であ る こ と がわかる。 すな

わち同姓集団と 宗教組織の間には歴史的にあ る 種の関係がみら れる が、 同姓集団は固ま っ

て居住する わけではないので、 宗教組織の成員と し ては散在し て分布する 状況が生ま れる

のである 。 町や在地は原初的には相当独立性が強い組織であっ たと 考えら れる が、 時代の

中で成員が集落内に入り 混じ る 結果と なり 、 伊庭全体と し ての結合が強化さ れていっ たも

のと 考えら れる 。

　 ただ地蔵に関し ては、 各地蔵の周辺の人々が祭祀を する 状況がみら れる 。 こ の地縁性の

点で、 地蔵と 在地と では少し 性格の違いがみら れる 。

伊庭では多様な生業が営ま れながら 、 特定の生業集団が集住し 、 集落内が分節化さ れる

と いっ た現象はそれほど みら れない。 こ れは集落内に水路が縦横に走り 、 ど こ から でも 船

を 出し て漁に出たり 、 ま た田舟で農業に出かけたり する こ と が可能であ っ たこ と と も 関連

し ている だろ う 。 同様に宗教組織の成員も 混在し ており 、 地域的な分節化はみら れない。

その背景と し て、 先述のと おり 人家が密集し ている ため本分家の集住がほぼ不可能であっ
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たこ と がある だろ う 。 こ のこ と が伊庭全体と し ての結集の強さ につながっ ている が、 宮座

の解体によ っ て年齢集団、 こ と に同年が伊庭最大の行事である 伊庭祭り の主体と なっ たこ

と など も 、 地縁や在地のま と ま り を 超えた結集を 促進し たと いえる だろ う 。

９ ）社会組織と 文化的景観

　 以上、 地縁組織・ 年齢組織・ 宗教組織に分けて伊庭の社会組織について概観し てき た 。

冒頭で述べたと おり 、 それら の組織の結集の場と なる 、 謹節館・ 妙楽寺・ 大濱神社、 あ る

いは各在地が祭祀する 中村堂・ 薬師堂・ 柳瀬観音堂・ 金刀比羅神社、 さ ら には地域ご と に

祀ら れる 地蔵など は、 生業や生活のさ ら に基盤と なる 社会組織の在り 方を 示す文化的景観

である と いえる 。 それぞれのイ エは、 町など の地縁組織に属し ながら 、 それと は異なっ た

原理によ っ て構成さ れる 神社組織や在地組織にも 所属し ている。 ま た個人は同年など の年

齢組織にも 所属し ている ので、 伊庭のイ エや人はこ れら の組織の重なり を 通じ てほぼ知ら

ない人がいない状況と なる 。 こ のよ う に重層的なネッ ト ワ ーク によ っ て相互に関連づけら

れる 伊庭の社会の在り 方を 雄弁に示すのが先に挙げた様々な施設なのであ る。

　 ま たこ れら の組織が作り 出す景観にも 目を 向ける 必要がある 。 例えば仁王堂在地が正月

に作る 勧請縄は伊庭集落の入り 口に懸けら れ、 重要なラ ン ド マーク と なっ ている 。 毘沙門

在地が作る 毘沙門堂前の勧請吊り 、 あ る いは高木観音堂在地が作る 観音堂前の勧請吊り 、

表22　 宗教組織の成員と「 町」との関係

東殿町 東北川町 名古町 四ッ 谷町 西殿町 西北川町 中下町 南川町 合計

戸数 59 50 50 29 36 29 25 22 300

神
社
組
織

大濱 2 2 1 0 0 0 0 5

二之宮 15 13 22 7 12 12 6 12 99

三之宮 0 0 6 1 4 6 0 1 18

望湖 0 0 14 4 8 3 7 0 36

在
地

岩神 1 1 0 0 0 0 0 0 2

雨谷 0 3 0 0 0 0 0 0 3

毘沙門 3 1 0 1 1 2 0 0 8

金毘羅 1 2 2 1 0 0 0 1 7

百太夫 4 1 2 1 4 0 4 2 18

五位田又左衛門 2 0 1 2 0 0 0 1 6

五位田増右衛門 2 2 6 2 0 2 0 3 17

仁王堂 5 6 15 2 4 4 2 4 42

柳瀬 6 4 2 1 0 0 3 1 17

高木観音 3 2 2 1 0 0 1 1 10

中村堂 2 0 2 0 0 0 0 0 4

薬師 1 0 3 1 2 0 1 0 8

天満宮 1 0 0 0 0 0 0 0 1

陣屋稲荷 1 0 1 0 1 0 1 0 4

白玉稲荷 0 0 0 1 1 0 1 0 3

折玉稲荷 0 0 3 1 2 0 1 0 7

地
蔵

乳地蔵 1 6 0 0 0 2 0 0 9

帯解地蔵 0 0 1 0 0 0 0 8 9

延命地蔵 1 0 3 0 2 1 1 0 8

南無地蔵 9 1 1 4 5 2 2 1 25
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岩神在地が作る 注連縄など も 同様である 。 社会組織の核と なる 施設と と も に、 社会組織が

行事の中で生み出す景観も 伊庭の歴史と 社会を 映し 出す重要な文化的景観であろ う 。 その

ほかにも 水利や山林、 実行組合など の生業関係の組織も ある が、 他章で触れら れる ためこ

こ では地縁、 年齢、 宗教の組織のみを 取り 扱う 。

表23　 宗教組織・「 町」と同姓集団の関係

奥村姓 河原崎姓 川原崎姓 山路姓 西川姓 村田姓 大西姓 中村姓 片山姓 田中姓 浮気姓 田邉（ 辺）姓

神
社
組
織

大濱 1 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0

二之宮 11 0 1 0 9 19 1 24 2 0 5 0

三之宮 1 4 9 0 2 0 0 5 7 4 0

望湖 1 7 16 0 0 4 6 0 1 1 0 8

在
地

岩神 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

雨谷 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

毘沙門 0 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 1

金毘羅 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0

百太夫 0 5 7 1 1 0 0 0 0 0 0

五位田又左衛門 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

五位田増右衛門 0 0 0 0 0 11 4 0 0 0 0 0

仁王堂 1 0 0 0 8 3 0 27 0 0 0 0

柳瀬 1 0 0 8 0 3 0 0 0 0 0 0

高木観音 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 4

中村堂 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0

薬師 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

天満宮 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

陣屋稲荷 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

白玉稲荷 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

折玉稲荷 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0

地
蔵

乳地蔵 0 0 1 0 0 0 0 1 1 2 1 0

帯解地蔵 1 1 0 0 0 0 1 2 0 0 2 0

延命地蔵 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0

南無地蔵 2 0 6 0 0 0 0 2 1 0 0 0

町

東殿町 3 2 8 5 2 4 3 3 3 2 2 0

東北川町 1 0 4 1 0 7 0 5 1 5 2 2

名古町 3 2 1 1 1 5 2 11 1 1 3 4

四ッ 谷町 1 0 1 0 1 5 0 1 1 0 0 1

西殿町 1 2 3 0 1 2 1 4 3 0 1 1

西北川町 0 0 2 0 2 4 0 1 0 3 1 1

中下町 2 1 3 1 0 0 0 2 0 0 0 0

南川町 4 1 0 1 2 1 3 1 0 1 1 0
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（ ３ ）寺院の民俗

1）伊庭の諸寺院

　 伊庭には浄土真宗本願寺派の妙楽寺・ 法光寺・ 誓教寺・ 源通寺・ 浄福寺、 浄土真宗仏光

寺派の正厳寺、 浄土宗鎮西派の妙金剛寺の７ ヵ 寺があ る 。 こ のう ち本願寺派の５ ヵ 寺の構

成は伊庭の文化的景観の特色の 1 つを 形成し ている 。 妙楽寺は寺伝によ る と 古代の創建

と さ れその後天台宗を 経て、 仏光寺派 7 代了源の舎弟了念によ っ て再建さ れたと 伝わる 。

以来、 湖東における 仏光寺派の拠点寺院であ っ たが、 元文４ 年（ 1736） に浄土真宗本願

寺派に転派し た。 その子院的な寺院であ る 法光寺・ 誓教寺・ 源通寺・ 浄福寺など も 同時期

に転派し ている 。 ま た仏光寺派に残っ た門徒たちによ っ て創建さ れたのが正厳寺であ る 。

仏光寺派の寺院では先祖の絵像を 巻子に記し た絵系図を 盆前後に寺に持ち寄り 供養し ても

ら う 絵系図参り の行事を 伝える 寺院がいく つかあ る が、 後述する よ う に妙楽寺など は転派

の後も こ の行事を 現在に伝え伊庭の特色ある 民俗と なっ ている。 妙金剛寺も 妙楽寺同様に

古代の創建と いう 伝承を も ち天台宗を 経て浄土宗の寺院と なっ ている。

２ ）寺院をめぐる 社会関係

　 伊庭の諸寺院の檀家がど の姓が多いか、 ま た各寺院の檀家がど の氏子や在地に属し てい

る のかを 示し たのが表 24 であ る 。 あ る 寺院の檀家には同姓の集団が属し ている 場合が多

く 、 在地や氏子も 同姓集団と の関係が深いため、 檀家と 氏子や在地の間にも 、 同姓集団を

媒介と し た一定の関係性がみら れる 。 例えば法光寺の檀家には仁王堂在地に属する も のが

多いが、 こ れは檀家の中の 15 軒を 占める 中村姓の家の大半が仁王堂在地に属し ている た

めであ る 。 同様に伊庭に 9 軒あ る 山路姓の家はすべて浄福寺の檀家であ る が 、 山路姓の

家は大半が柳瀬在地に属する ため、 浄福寺の檀家には柳瀬在地の家が多いと いう こ と にな

る 。 ただ妙金剛寺の檀家に南無地蔵尊を 祭祀する 家が多いのは、 こ の地蔵が妙金剛寺の門

前にあ る ため、 地蔵の祭祀集団と 檀家集団がほぼ重なる ためである 。

　 ま た本願寺派寺院のう ち妙楽寺は他の４ ヵ 寺の親寺と でも いう べき 存在であり 本来的に

は独自の檀家を 有し なかっ たと 思われる が、 現在ではそのう ち源通寺が無住と なっ ており

その檀家が妙楽寺の檀家と なっ ている 。 さ ら に他所から 伊庭に来た家も 妙楽寺の檀家と な

る こ と が多いと いわれている 。

　 ま た各寺院の檀家集団の中にも 講など の集団が形成さ れる 場合も ある。 例えば妙楽寺に

は十六日講と いう 講があ る 。 こ れは講中と も 呼ばれ、 男性が 60 歳で加入する 年齢階梯的

な集団である 。 妙楽寺では、 仏教青年会と 仏教壮年会を 経て十六日講に加入する 。



167

第五章　 集落の構造と 景観

3）仏教関係の行事

①絵系図参り

　 伊庭の民俗の特色の 1 つと し て、 仏教民俗行事があ る 。 こ と に妙楽寺など 浄土真宗の

寺院でみら れる 絵系図参り は非常に特徴的な行事である 。 こ れは各家ご と に故人の肖像を

巻子に描いたも のを 寺院に持ち寄り 、 住職に読経を し ても ら う 行事であ る 。 絵系図では故

人は僧体で描かれ、 法名が記さ れる 。 ま たすべてではないが没年月日や俗名が記さ れる も

表24　 檀家と他の集団の関係

妙楽寺 法光寺 誓教寺 浄福寺 正厳寺 妙金剛寺 善明寺 大徳寺

同姓

上　 田４
岡　 田２

片　 山５

河　 村２
田　 邊７

　 辻　 ４

中　 村３
西　 川９

橋　 村３

大　 西５

川原崎６

河原崎６
徳　 永３

中　 村15

橋　 村２
村　 田２

備　 前２

福　 井２
宮　 居３

村　 田23

浮　 気８

浮　 気２
田　 中10

山　 路９

大　 西３

奥　 村８

川原崎10
河原崎２

徳　 永２

中　 村５
村　 田２

　 沖　 ４

奥　 村２
川原崎６

徳　 永３

中　 村２

片　 山２ 岡　 田４

大濱神社 0 0 0 3 1 1 0 0

二ノ 宮 23 19 25 4 13 8 0 1

三ノ 宮 3 0 8 17 3 6 2 0

望湖 17 22 7 2 13 5 1 4

岩神 0 0 0 1 0 0 0 1

雨谷 1 0 0 2 0 0 0 0

毘沙門天 0 2 0 0 0 6 0 0

金刀毘羅 3 0 4 0 0 0 0 0

百太夫 0 9 1 0 6 0 1 0

五位田１ 1 3 2 0 0 0 0 0

五位田２ 0 4 12 0 0 1 0 0

仁王堂 13 16 4 0 5 3 0 0

柳瀬 2 1 1 8 0 0 0 0

高木観音 4 1 1 0 0 0 0 1

中村堂 3 0 0 1 0 0 0 0

薬師堂 1 0 1 1 1 0 0 3

天満宮 0 1 0 0 0 0 0 0

陣屋稲荷 1 0 1 0 1 0 0 1

白玉稲荷 1 0 0 0 0 1 0 0

折玉大明神 1 0 1 0 1 0 0 3

乳房地蔵 2 2 0 3 1 0 1 0

帯解延命地蔵 2 3 1 0 0 0 0 0

厄除延命地蔵 1 0 1 0 1 0 0 0

南無地蔵 0 0 0 0 0 26 0 3
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のも あ る 。 死者が出る たびに肖像が描かれた紙を 継いでいく よ う になっ ており 、 近年のも

のは写真が貼ら れたも のも ある 。 ま た中には近世前期の年号が記さ れたも のも 見ら れ、 歴

史的にも 貴重な史料であ る 。 絵系図は各家で保管さ れる ほか、 妙楽寺に保管さ れたも のも

多く みら れる 。 こ れは妙楽寺転派の際に離檀し た家のも のと 言われている 。 ま た仏光寺派

の正厳寺でも 昭和 16 年よ り 絵系図参り を 始めており 、 こ ちら は肖像ではなく 位牌状の枠

の中に法名を 記し たも のを 巻子にし ている 。

　 本願寺派寺院の絵系図参り では最初に妙楽寺に親族で参り 供養を し ても ら っ たのちに、

法光寺・ 誓教寺・ 浄福寺において供養を し ても ら う と いう 二重の供養を する 家が多い。 供

養が終了し たのち、 本家で宴会を する 家も ある 。 絵系図参り のと き にと も に参拝する 集団

は家族の場合も あ れば 30 名を 超え る 大人数の場合も あ る 。 こ れは絵系図に描かれた故人

の子孫が集ま る も ので、 普段の冠婚葬祭では親戚付き 合いを し ていない場合も あ る 。

②墓制

　 伊庭の浄土真宗寺院の檀家には近年ま で墓を 建立し たり 、 ま た遺骨を 墓地に埋葬する 習

俗がなかっ た。 こ れは無墓制と でも いう べき も ので、 滋賀県下の浄土真宗の門徒では所々

でみら れる 習俗である 。 火葬さ れた遺骨は妙楽寺の納骨堂と 京都の本山に納骨する 。 火葬

場は現在ではト ン ネルができ ている 字野上にあり 、 その付近には多宗派の家の石塔が建っ

ている 。 墓地が存在し ないと いう のも ま た伊庭独自の文化的景観と いえる だろ う 。

写真76　 絵系図写真75　 妙楽寺の絵系図参り
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３ 　 寺社建築とその特質

（ １ ）寺社建築の分布

　 伊庭集落には寺院と し て、 妙楽寺・ 法光寺・ 浄福寺・ 誓教寺・ 源通寺（ 以上浄土真宗本

願寺派）・ 正厳寺（ 真宗仏光寺派）・ 妙金剛寺（ 浄土宗） の 7 ヵ 寺があ る 。

　 堂は 6 ヵ 所、 神社は 13 ヵ 所がある 。 し かし 、 繖山にある 望湖神社・ 繖峰三神社は別と

し て、 堂・ 神社が伊庭の集落の東寄り に偏在し ている のが注目さ れる。 集落の中にある の

は帯解延命地蔵と 守国大明神と 、 西端の金刀比羅神社だけである 。

図39　 寺社調査位置図
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　 その多く は在地や講中によ っ て奉祭さ れている が、 在地や講中は村の一部の住民によ っ

て構成さ れている 。 伊庭の集落全体が氏子と し て祀る のは伊庭八鄕の地主神と し て祀ら れ

た大濱神社（ 近世ま では牛頭天王社） であ る 。 在地など の祀る 神社の多く は大濱神社の摂

社と さ れており 、 その求心力の大き さ がう かがわれる 。

（ ２ ）寺社建築の建設年代

　 こ れら の寺社の主要な建物は表 26 のと おり である 。

　 それら の堂宇・ 社殿の建てら れた年代も 同表のと おり である。 大濱神社仁王堂は格段に

古く 、 様式・ 技法から 鎌倉時代前期の建物である 。 古く は今よ り 南の「 六斎堂」 と いう 小

字の地にあ っ たと も 伝えら れ（『 伊庭の坂下し 祭』）、 現在地に定着する ま での過程は定か

ではない。 取り 替えら れている 部材も 少なく ないが、 本来は五間仏堂であ っ たと 考えら れ

る ため、 中世には一定程度の構えを 持っ た顕密寺院があ っ たと 考えら れる。

　 望湖神社・ 大濱神社・ 繖峰三神社本殿は 17 世紀末から 18 世紀初頭に建てら れた三間

社で、 それぞれ規模や形式・ 意匠が異なる が、 いずれも 特色を 持つ良質の建物である 。

　 仁王堂と 3 社の本殿はそれら が伊庭祭り の重要な舞台と なる 建物であ り 、 それが江戸

時代中期前半以前の建物で、 なおかつ一部には前身建物の棟札も 残り 、 伊庭地域における

信仰と その歴史を 具体的な形で残し ている 点で貴重であ る 。 薬師堂も 3 社と ほぼ同時期

に建てら れていて、 伊庭村に関わる 宗教施設の整備の 1 つの画期と みる 事ができ る 。

表25  伊庭集落に関わる寺院・ 堂・ 神社
番号 名　 称 形態 管　 理

1 妙楽寺

2 妙金剛寺

3 正厳寺

4 毘沙門堂 堂 毘沙門天在地

5 高木観世音菩薩正福寺 堂 高木観音在地

6 薬師堂 堂 薬師在地

7 乳房地蔵大菩薩 堂 東北川町柳出１ ０ 軒講中

8 帯解延命地蔵 堂 南川７ 軒講中

9 南無地蔵尊 堂 妙金剛寺

10 大濱神社

11 道祖神社 社 仁王堂在地　 幕末に社殿

12 愛宕神社 社 村管理　 古く は在地　 享保に摂社となる

13 五位田神社 社 五位田在地　 もとより今の地にあり

14 百大夫神社 社 百大夫在地

15 天満宮神社 社 個人的祭祀が明治に摂社となる

16 白玉稲荷神社 社 白玉稲荷在地

17 文殊堂（ 知恵の文殊堂） 社 中村堂在地

18 正一位稲荷折玉大明神 社 折玉稲荷在地

19 守国大明神 社 陣屋稲荷在地

20 金刀比羅神社 金比羅在地

21 望湖神社 社

22 柳瀬観世音大菩薩 社 柳瀬在地

23 繖峰三神社 社
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　 こ れに対して妙楽寺の山門内は、浄福寺本堂（ 寛政5年）を 最古と して、幕末以降の建物が並

ぶ。こ れは文政2年の地震被害後の復興の結果である 。ただし 妙金剛寺本堂も 寛政11年、妙楽

寺山門が享和3年の建立であり 、神崎郡大工組頭田中家文書には天明から 文化年間（ 1804〜

18）の普請願が3通残さ れている 。18世紀後期に伊庭における 寺院改修の動き があり 、その後

の文政地震が妙楽寺境内の整備を 推し 進めたと みる 事ができる 。すなわち寺院に関しては、幕

末の造営事業の結果が、現在まで残さ れてき たこと になる 。

　 また在地などが祀る 神社や、大濱・ 望湖神社の拝殿・ 幣殿等は、明治以降に建てら れたも のが

多い。し かし それら は概ね近世の形式を継承している 。

表26　 主要寺社建築一覧
評価 社寺名 建物名 建立年代 西暦 構造形式

1

妙楽寺

山門 享和3年（ 獅子口刻銘） 1803 一間薬医門、切妻造、桟瓦葺

2 本堂 天保5年（ 棟札） 1834
桁行20.2メ ート ル、梁間21.1メ ート ル、入母屋造、向拝三間、本

瓦葺、背面下屋庇付、桟瓦葺

3 庫裏 19世紀中期
桁行8.9メ ート ル、梁間8.0メ ート ル、切妻造、東・ 北面下屋庇付、

桟瓦葺、正面切妻造、妻入、桟瓦葺、玄関付

4 鐘楼 大正5年（ 寺蔵記録） 1916 桁行一間、梁間一間、切妻造、桟瓦葺

5 手水舎 天保9年頃（ 手水鉢刻銘） 1838 桁行一間、梁間一間、切妻造、桟瓦葺

6 源通寺本堂 19世紀中期 正面8.3メ ート ル、側面8.8メ ート ル、入母屋造、妻入、桟瓦葺

7 浄福寺本堂 寛政5年（ 棟札） 1793
桁行9.1メ ート ル、梁間7.5メ ート ル、入母屋造、背面軒下張出

付、桟瓦葺、東面下屋庇付、桟瓦葺、西面下屋庇付、鉄板葺

8 誓教寺本堂 明治5年（ 鬼瓦銘） 1872

桁行13.7メ ート ル、梁間9.0メ ート ル、片側入母屋造、片側切妻

造、桟瓦葺、正面下屋庇付、側面下屋庇付、鉄板葺、背面下屋庇

付、桟瓦葺

9 法光寺本堂 文政5年（ 棟札） 1822
桁行10.2メ ート ル、梁間11.3メ ート ル、入母屋造、向拝一間、本

瓦葺

10 法光寺福智蔵（ 経蔵） 明治27年（ 小屋梁墨書） 1894 正面一間、側面一間、宝形造、桟瓦葺

11

正厳寺

表門 19世紀中期 一間薬医門、切妻造、本瓦葺

12 本堂 明治22（ 棟札・ 鬼瓦銘） 1889
桁行11.5メ ート ル、梁間12.7メ ート ル、入母屋造、向拝一間、本

瓦葺、側・ 背面下屋庇付、桟瓦葺

13

妙金剛寺

表門 19世紀後期 一間薬医門、切妻造、本瓦葺

14 本堂 寛政11年（ 獅子口刻銘） 1799
桁行11.2メ ート ル、梁間10.2メ ート ル、入母屋造、向拝一間、桟

瓦葺、側・ 背面張出付

15 鐘楼 20世紀後期 桁行一間、梁間一間、切妻造、桟瓦葺

16 薬師堂 正徳2年（ 鬼瓦刻銘） 1712 正面三間、側面三間、正面寄棟造、背面両下造、桟瓦葺

17 薬師堂境内 稲荷社（ 右） 19世紀中期 一間社流造、檜皮葺

18 薬師堂境内 折玉大明神（ 左） 昭和前期 一間社流造、見世棚造、流板葺

19

大濱神社

本殿 元禄8年（ 棟札・ 擬宝珠銘） 1695 桁行三間、梁間二間、切妻造、向拝一間、檜皮葺

20 仁王堂（ 県指定） 鎌倉時代前期 桁行五間、梁間五間、入母屋造、茅葺、背面下屋庇付、鉄板葺

21 道祖神社 明治前期 一間社流造、桟瓦葺

22 愛宕神社 19世紀中期 一間社流造、檜瓦葺

23 五位田神社 明治33年頃（ 記録） 1899 一間社流造、見世棚造、板葺

24 百大夫神社 明治後期 一間社流造、見世棚造、板葺

25 天満宮 明治25年頃（ 記録） 1892 一間社流造、見世棚造、板葺

26 稲荷社 明治32年頃（ 記録） 1892 一間社流造、見世棚造、板葺

27 文殊堂 厨子 19世紀中期 1899 一間社流造、見世棚造、鉄板葺

28 陣屋稲荷 19世紀中期 一間社切妻造、向拝一間、桟瓦葺

29 守国大明神 19世紀中期 一間社流造、檜皮葺

30 金刀比羅神社 19世紀中期 一間社流造、檜皮葺

31
望湖神社

本殿（ 県指定） 元禄4年（ 棟札） 1691 三間社流造、向拝一間、銅板葺

32 拝殿 明治 桁行三間、梁間三間、切妻造、桟瓦葺

33 繖峰三神社 本殿 宝永2年（ 社伝） 1705 三間社流造、向拝一間、銅板葺
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（ ３ ）寺社建築の特質

【 寺院】

　 妙楽寺は真宗寺院が 5 ヵ 寺集合し て いる 点で極めて特異であ る （ 写真 77）。 滋賀県下

の集落では東西両派の真宗寺院が並立する 場合はし ばし ば見ら れる が、 同じ 派の真宗寺院

が集合し ている 例はない。 極めて特異であり 、 むし ろ 中世の顕密寺院で、 本堂を 中心と し

て、 周囲に院家が集合し ている 形態に類似する 。 妙楽寺が天台系寺院から 転派し た歴史を

想定さ せる が、 そう であれば転派し ても なお院家の集合形態を 保ち続けた要因が謎と し て

残る 。 こ の妙楽寺を 中心と し て伊庭の集落が営ま れている ので、 伊庭集落そのも のを 特徴

づける 極めて重要な宗教施設と 言えよ う 。

写真77　 妙楽寺境内の景観
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【 神社】

　 望湖神社と 繖峰三神社の本殿はほぼ同形式の、 向拝の付いた前室付流造本殿であ り 、 意

匠的には彩色や彫刻など の点で前者が手が込んでいる 。 し かし 規模は後者が格段に大き

い。 望湖神社は規模が小さ く 、 三間社ではある が切妻造向拝付で、 絵様の意匠や浮彫彫刻

の壁など 独自性があ る 。 仁王堂は鎌倉時代ま で遡る 異例の古建築である 。 五間仏堂が茅葺

の村堂のよ う な形態に改変さ れ、 神輿蔵や神事の場と し て長ら く 使い続けら れてき た。 か

つてあ っ たであ ろ う 中世寺院が変容し 、 大濱神社の重要な施設と し て使われ続けてき た、

その伝統が重層し た貴重な建築であ る 。

　 そし てこ れら 3 社は、 伊庭集落の結合の紐帯と なる 伊庭祭り の中核的施設であ り 、 3 社

に伝え ら れてき た有形と 無形の歴史的遺産が伊庭集落のも う 1 つの宗教的特質を 体現し

ている 。 　

【 堂と 小社】

　 伊庭の堂は、 形態的には村堂と 呼ばれる よ う な簡素な形態の小仏堂であ る が、 それを 維

持する のは村全体ではなく 、 村の一部の住人から 構成さ れる 在地と いう 組織であ る 点で、

他の地域と 異なる 。 在地の組織は伊庭以外にも 見ら れる 。

　 小社も 多く は在地が維持し ている 。 し かし その多く は神社の摂社と なっ ていて、 その維

持基盤は表面的には見えない。

　 こ れら の宗教施設は薬師堂を 除いて、 いずれも 19 世紀以降に建てら れたも ので、 と り

わけ堂の多く が戦後になっ て建て替えら れている 。 伝統的な木造建築の形式ではあ る が、

近世以来の伊庭の景観の中で傑出し た評価を 与えら れる わけではない。
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（ ４ ）　 寺社建築各個解説

　 1 　 伊庭集落の寺社建築

1　 妙楽寺　 　 浄土真宗本願寺派

　 妙楽寺は伊庭の集落のほぼ中央部に位置する 規模の大き な浄土真宗本願寺派の寺院で

あ る 。 寺伝では 7 世紀に藤原不比等と の関わり の中で創建さ れたと 伝え ている が 、 確実

なこ と は不明であ る 。 仏光寺派第 7 世了源上人の舎弟了念上人が中興開基と さ れている 。

了念が正慶元年（ 1332） に伊庭の天台寺院妙楽寺に至り 、 こ れを 再興し た。 妙楽寺には

法光寺派・ 源通寺・ 浄福寺・ 誓教寺が属し て いた と いう 。 江戸時代にな っ て、 元文 4 年

（ 1739）、 仏光寺派から 本願寺派に転じ た 。 毎年 8 月には門徒が所持する 絵系図を 妙楽寺

に持ち寄り 礼拝する 絵系図参り が行われており 、 仏光寺派であ っ た伝統が長く 息づいてい

る 。（ 藤葉性信『 妙楽寺史』

　 境内は東西約 130m 、 南北約 70m の範囲を 占め、 東南端に山門を 開き 、 北西端近く に

本堂が建つ。 こ の間の参道沿いに、 北側には源通寺・ 誓教寺・ 妙楽寺庫裏が並び、 南側は

鐘楼・ 浄福寺・ 法光寺・ 高祖聖人分骨堂など が建ち並ぶ。 真宗寺院の境内に塔頭寺院の如

き 寺が建ち並ぶ状況は極めて珍し く （ 図 40・ 41）、 中世に天台系寺院であっ た時代の院家、

ある いは末寺の在り 方を 継承し ている のではないかと 推定さ れる 。

　 文政 2 年（ 1819） の地震によ っ て、 浄福寺を 除いて 境内建物が倒壊し た が、 その後、

復興が図ら れた。

図40　 妙楽寺配置図　 1/1000
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図41　 妙楽寺境内連続立面図
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ⅰ　 妙楽寺山門　 　 一間薬医門　 切妻造　 本瓦葺

享和3年（ 1803　 獅子口刻銘）

親柱円柱　 蹴放　 楣　 冠木　 女梁　 男梁　 男梁先端に虹梁形桁　 三斗枠肘木実肘木　 中備平三斗

実肘木・ 拳鼻　 控柱角柱　 虹梁形頭貫　 三斗枠肘木実肘木　 中備平三斗実肘木・ 拳鼻　 親柱控柱

間は腰貫・ 飛貫を 入れ男梁は控柱の頭貫と し て 納める 　 妻飾虹梁大瓶束笈形　 二軒繁垂木

　 境内南東端に開く 大規模な薬医門であ る （ 図

42　 写真 78 〜 82）。 正面は男梁で持ち出し た

虹梁形桁の上に組物と 中備を 並べ、 それら の間

は獅子の彫刻で埋める 。 控柱上も 虹梁形頭貫の

上に正面と 同様の組物・ 彫刻を 並べる 。 棟通り

には、 妻飾虹梁間を 桁行の虹梁で繋いで、 その

中央に龍を あ し ら っ た蟇股を 置いて棟木を 受け

る 。 妻飾には笈形と し て鯉の瀧登り の彫刻を 置

く 。

　 拳鼻には浮彫の絵様を 施し 、 虹梁絵様には渦

から 延びる 菖蒲の花と し ていて、 大工の腕の冴

えが目立つ。 彫刻装飾を 多く 用いて豊かに飾ら

れた上質の建物である 。

図42　 妙楽寺山門平面図　 1/200

写真78　 妙楽寺山門正面
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　 平成 15 年の屋根葺替で下ろ さ れた獅子

口の刻銘から 、 享和 3 年（ 1803） に八幡

や伊庭村の瓦師の手で作ら れて いる こ と

がわかる 。 従っ て 享和 3 年頃に上棟し た

建物と 考え ら れる 。 つま り 文政の地震の

被害は受けていないこ と になる 。

写真82　 妙楽寺山門妻飾

写真81　 妙楽寺山門正面見上げ写真80　 妙楽寺山門内部見上げ

写真79　 妙楽寺山門背面
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ⅱ　 妙楽寺本堂　 桁行20.2メ ート ル　 梁間21.1メ ート ル　 入母屋造　 向拝三間　 本瓦葺

　 　 背面下屋庇付　 桟瓦葺

　 　 天保5（ 1834　 棟札）

広縁通り 角柱　 框　 虹梁形頭貫　 木鼻　 台輪　 木鼻　 平三斗　 実肘木・ 拳鼻　 中備平三斗実肘木・

拳鼻　 入り 側柱と の間は繋海老虹梁　 入側角柱　 切目長押　 内法長押　 虹梁形飛貫　 頭貫　 木鼻　

台輪　 留め　 出組　 実肘木・ 拳鼻　 中備蟇股　 二軒繁垂木　 妻飾二重虹梁大瓶束　 向拝角柱　 虹

梁形頭貫　 木鼻　 三斗枠肘木実肘木・ 手挟　 二軒繁垂木

　 本堂は寺地の北西端に立地し 、 堂々たる 威容を 誇っ ており 、 その姿は伊庭周辺の田園地

帯から も 目立つ存在と な っ て いる （ 図 43　 写真 83 〜 89　 内陣欠）。 正・ 側面の 3 方に

広縁と 落縁を 設けた、 最も 格の高

い形式の真宗本堂である 。 軒周り

も 内外陣境から 後方を 塗籠と する

正式な手法が用いら れている 。

　 側周り では、 入側の柱筋に虹梁

形飛貫を 入れて笈形付の大瓶束を

据え、 内法長押と の間には波濤の

彫刻の欄間を 入れ、 隅組物には龍

頭の尾垂木を 入れる など 、 相当華

やかに飾る 。 ただし 内部では大瓶

束も 欄間彫刻も 省略さ れて いる 。

ま た立て上せ柱なので、 外部で台

輪・ 組物を 重ねていても 、 内部で

は柱がそのま ま 天井裏ま で突き 抜

け、 組物は挿肘木と なっ ている 。

図43　 妙楽寺本堂平面　 1/300

写真83　 妙楽寺本堂全景 写真84　 妙楽寺本堂妻飾
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　 広い外陣には 4 本の円柱を 立てて縦横に虹梁で繋ぎ、 虹梁上には蟇股を 置いて、 二十四

孝や神仙の彫刻を 付す。 内外陣境の柱・ 虹梁・ 組物等は金箔や彩色を 施し 更に華麗に飾る 。

内陣は中央後方に 2 本の円柱を 立てて前に須弥壇を 設ける 、 いわゆる 出仏壇形式であ る 。

内陣の両脇に余間、 さ ら にその外の広縁部分を 室内に取り 込んでさ やの間を 設ける 。 内陣

と 余間境の柱筋では、 虹梁形飛貫上の大瓶束に繰形付き の肘木を 付けて出組の形式と し て

天井廻縁を 受ける 珍し い形式を 採っ ている 。

　 小屋組に棟札が置かれていて 、 天保 5 年に高木但馬の弟子で美濃石津郡の大工伝兵衛

が建てたこ と が判明する 。 外陣の賽銭箱は天保 6 年の銘が、 南余間と 外陣境の欄間に天

保 10 年の刻銘が、 正面高欄の擬宝珠に安

政 5 年（ 1858） の刻銘があり 、上棟の後、

造作の完成ま で には 30 年程か か っ て い

る こ と がわかる 。 本堂の虹梁絵様は蒲生

郡大工組頭高木家の絵様と 共通し ており 、

棟札の記述も 頷く こ と ができ る 。

　 幕末に建て ら れた 真宗本堂と し て は大

規模で上質な建物である 。

写真86　 妙楽寺本堂外陣

写真85　 妙楽寺本堂正面
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写真89　 妙楽寺本堂外陣細部

写真88　 妙楽寺本堂余間

写真87　 妙楽寺本堂内陣
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ⅲ　 妙楽寺庫裏　 桁行8.9メ ート ル　 梁間8.0メ ート ル　 切妻造　 東・ 北面下屋庇付　 桟瓦葺

　 　 正面切妻造　 妻入　 桟瓦葺　 玄関付

　 　 19世紀中期

　 庫裏は本堂の東に建つ。 土間と 畳敷の居室部から な る 建物であ る が、 西側は戦後に改

築さ れており 、 古いのは土間周り と 土間に接する 1 列 3 室のみである （ 図 44・ 45　 写真

90 〜 93）。 土間では縦横に梁を 架けて束・ 貫で固めた豪快な架構を 見せている 。 部屋部

分は柱間を せいの高い差鴨居で繋いで、 大引天井を 貼っ ている 。 幕末に建てら れたも ので

あろ う 。

図44　 妙楽寺庫裏部分平面図 図45　 妙楽寺庫裏断面図　 1/1500

写真91　 妙楽寺庫裏土間

写真92　 妙楽寺庫裏小屋組

写真90　 妙楽寺庫裏外観

写真93　 妙楽寺庫裏室内
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ⅳ　 妙楽寺鐘楼　 桁行一間　 梁間一間　 切妻造　 桟瓦葺

大正5年（ 1916　 寺蔵記録）

円柱　 腰貫　 飛貫　 頭貫　 木鼻　 台輪　 木鼻　 三斗枠肘木実肘木　 中備平三斗実肘木・ 拳鼻

妻飾虹梁大瓶束　 二軒繁垂木

　 鐘楼は高い石垣の上に建つ（ 図 46　 写

真 94 〜 97）。 四方転びの柱を 貫・ 台輪で

繋ぎ、 三斗を 組んだ定型的な 鐘楼であ る 。

妻の虹梁の上に桁行に梁を 架け て 鐘を 吊

り 、中央には大瓶束を 立てて棟木を 受ける 。

　 虹梁絵様から 見て本堂や山門よ り かなり

降っ て 建て ら れた と みら れる 。「 当山系図

由来」（『 妙楽寺史』 所収） には大正 5 年

（ 1916）11 月に「 梵鐘堂寄進完成落慶法要」

と の書き 入れがあり 、 こ れが今の鐘楼の建

立年代を 示すと みてよ い。 近世以来の伝統

技術や意匠を 継承する 建物である 。 図46　 妙楽寺鐘楼平面図　 1/100

写真94　 妙楽寺鐘楼全景 写真95　 妙楽寺鐘楼妻

写真96　 妙楽寺鐘楼見上げ 写真97　 妙楽寺鐘楼細部
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ⅴ　 妙楽寺手水舎　 桁行一間　 梁間一間　 切妻造　 桟瓦葺

　 　 天保9年頃（ 1838　 手水鉢刻銘）

角柱　 虹梁形頭貫　 木鼻　 大斗絵様肘木　 中備蟇股　 妻飾虹梁蟇股　 一軒疎垂木　

　 手水舎は法光寺経蔵の傍に建つ（ 図 47　 写真 98 〜

100）。 四方転びの柱を 立て て 虹梁形頭貫で繋ぐ だけの

簡素な構造の建物である 。 内部に大き な石製手水鉢を 据

え る 。 こ の刻銘の天保 9 年（ 1838） が建物の建設の年

代と 一致する と みてよ い。 本堂に引き 続いて建てら れた

も のであろ う 。 妻飾裏面に昭和 47 年の修理棟札があり 、

垂木よ り 上は、 その際取り 替えら れた材であろ う 。 図47　 妙楽寺手水舎 平面図　 1/100

写真98　 妙楽寺手水舎全景

写真100　 妙楽寺手水舎内部写真99　 妙楽寺手水舎妻
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ⅵ　 源通寺本堂　 正面8.3メ ート ル　 側面8.8メ ート ル　 入母屋造　 妻入　 桟瓦葺

　 　 19世紀中期

角柱　 切目長押　 内法長押　 虹梁形飛貫　 組物・ 中備なし 　 一軒疎垂木　 妻飾虹梁大瓶束

　 源通寺は山門を 入っ てすぐ の北東にある（ 図 48　 写真 101 〜 103）。 本堂は境内で唯一、

妻入の真宗本堂であ る 。 正面の飛貫を 虹梁形と

し て、 複雑な 菊水と 菖蒲の絵様を 彫っ て、 正面

を 飾る 意識が強い。

　 正・ 側面には低い縁を 設け、 外陣には内部に

柱を 立て ず、 虹梁も 架け ず、 棹縁天井の広い空

間と する 。 内外陣境から 後方は縁の部分も 堂内

に取り 込んで、 3 分割し て 内陣と 余間を 設ける 。

内陣にも 組物は用いず、 内外陣境外陣側のみ二

手先組物で棹縁を 受けて飾る 。

　 外観から は真宗本堂と は思え な い構え であ る

が、 内部は真宗本堂の定型を 守っ て いる 。 建立

年代は様式から みて幕末であろ う 。

写真103　 源通寺本堂細部写真102　 源通寺本堂外陣

写真101　 源通寺本堂正面

図48　 源通寺本堂平図面　 1/200
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ⅶ　 浄福寺本堂　 桁行9.1メ ート ル　 梁間7.5メ ート ル　 入母屋造　 背面軒下張出付　 桟瓦葺　

　 　 東側面下屋庇付　 桟瓦葺　 西面下屋庇付　 鉄板葺

寛政5年（ 1793　 棟札）

角柱　 切目長押　 内法長押　 飛貫　 正面中央間のみ虹梁形　 組物な し 　 飛貫上中備平三斗実肘

木・ 拳鼻　 一軒疎垂木　 妻飾虹梁大瓶束

　 浄福寺は参道の南の西寄り にあ る （ 図 49　 写真 104 〜 107）。 庫裏と 本堂が狭い庭を

挟んで、 平行し て建つ。

　 本堂は規模の 小さ な 真宗本堂で あ る 。

外陣は間口が畳で 4 間半分あ り 、 南北に

下屋庇を 延ばし て も う 1 間ずつ広めて い

る 。 奥行は 2 間半で、 外陣内部に柱を 立

て ず、 正面柱から 内陣両隅の柱に 2 本の

虹梁を 架けて いる 。 内陣も 奥行は 2 間弱

し かな く 、 北余間は下屋側に半間張り 出

し て 広さ を 確保し て いる 。 奥行がな いた

め内陣は三並仏壇で、 中央間は須弥壇を

張り 出し 、 両脇間には火灯形虹梁を 入れ

て飾っ ている 。

図49　 浄福寺本堂平面図　 1/200

写真104　 浄福寺本堂全景
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　 以上のよ う に平面形式と し ては古風であ る が、 絵様など から 見て 18 世紀後期の建立で

あ る 。 棟札が保管さ れており 、 寛政 5 年（ 1793） の建立は明ら かで、 大棟南端の鬼瓦に

も 寛政 5 年の刻銘がある 。 つま り 文政 2 年（ 1819） の地震では倒壊する こ と なく 生き 残っ

た建物と いう こ と になる 。

写真107　 浄福寺本堂内陣写真106　 浄福寺本堂内陣正面

写真105　 浄福寺本堂外陣
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ⅷ　 誓教寺本堂　 桁行13.7メ ート ル　 梁間9.0メ ート ル　 片側入母屋造　 片側切妻造　 桟瓦葺

　 　 正面下屋庇付　 桟瓦葺　 側面下屋庇付　 鉄板葺　 背面下屋庇付　 桟瓦葺

　 　 明治5年（ 1872　 鬼瓦刻銘）

角柱　 切目長押　 内法長押　 正面中央間のみ虹梁形内法貫　 組物・ 中備な し 　 一軒繁垂木

妻飾虹梁束

　 誓教寺は妙楽寺庫裏と 源通寺の間にあ る （ 図 50 　 写真 108 〜 111）。 本堂は外観の上

では庫裏と 区別のつかない形態の建物であ る 。 南側桁行約 10m が本堂で、 その北は 2 部

屋があ っ て、 さ ら に北に部屋が繋がっ ている 。 つま り 庫裏と 本堂が一体と なっ た建物であ

る 。 本堂部分は広い外陣と 、 その後方の、 内陣・ 余間に区分さ れた部分から なり 、 外陣に

は 2 本の虹梁を 架けて、 蟇股で天井を 受けている 。 つま り 真宗本堂の定型には則っ た平

面形式であ る 。 内外陣境の柱筋は虹梁形頭貫・ 台輪で繋ぎ、 出三斗の組物を 据えて飾る 。

内陣は三並仏壇である 。

　 虹梁絵様は端正であ る が、 部材の

表面は極めて 美し く 、 建立年代の新

し いこ と を う かがわせて いる 。 本堂

前に置かれた鬼瓦に明治 5 年の刻銘

があ り 、 こ れがこ の本堂の建立年代

を 示すと 考え ら れる 。 堂内に「 神崎

郡伊庭村誓教寺再興建立次第」 と 題

する 木札（ 写真 112） があ り 、 享保

5 年（ 1720） の紀年があ る が、 こ れ

は前身堂の記録であろ う 。
図50　 誓教寺本堂平面図　 1/200

写真108　 誓教寺本堂全景
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写真112　 誓教寺本堂前身堂造営木札

写真111　 誓教寺本堂内陣写真110　 誓教寺本堂内陣正面

写真109　 誓教寺本堂外陣
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ⅸ　 法光寺本堂　 桁行10.2メ ート ル　 梁間11.3メ ート ル　 入母屋造　 向拝一間　 本瓦葺

　 　 文政5年（ 1822　 棟札）

角柱　 切目長押　 内法長押　 正面中央間のみ虹梁形内法貫　 飛貫　 組物・ 中備な し 　 一軒繁垂木　

妻飾虹梁大瓶束　 向拝角柱　 虹梁形頭貫　 木鼻　 連三斗実肘木　 手挟　 中備龍彫刻　 二軒繁垂木

　 法光寺は妙楽寺本堂の すぐ 南西に

建 つ 寺 で あ る （ 図 51　 写 真 113 〜

116）。 本堂は小規模な 真宗本堂であ

る 。 境内では妙楽寺本堂以外で唯一向

拝を 備える 。 正面・ 北側面にのみ縁を

設け、 外陣は桁行が 畳で 5 間、 梁間

が 3 間あ り 、 内部に 2 本の 柱を 立て

て、 桁行・ 梁行に虹梁を 架ける 。 後方

が内陣と 余間で、 余間の間口は南が一

間、 北が一間半で、 左右非対称の平面

と なっ ている 。 内外陣境の柱筋は内法

長押・ 虹梁形頭貫を 入れて台輪で繋ぎ、

出組組物を 組んで天井を 受け る ので、

かなり 派手に飾ら れている 。 図51　 法光寺本堂平面図　 1/200

写真113　 法光寺本堂全景
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　 内陣・ 余間の奥行は 3 間弱あ る が、 こ れは改造によ っ て 1 間弱拡張さ れている 。 内陣・

余間境の中程の柱が本来の内陣・ 余間の仏壇の前面の柱筋であり 、 その後方に仏壇が設け

ら れていた。 内陣も 同じ 柱筋で前は格天井、 後ろ は鏡天井と なっ ていて、 こ の改造の痕跡

で あ る 。 おそ ら く 当初は三並仏

壇であっ たと 考えら れる 。

　 棟 札（ 写 真 117、 118） を 所

蔵し て おり 、 能登川の 大工岡田

源兵衛の手で文政 5 年（ 1822）、

つま り 地震の 3 年後に 再建さ れ

た こ と が 判明する 。 上記改造は

嘉永の御遠忌に合わ せた も ので

はなかろ う か。

写真115　 法光寺本堂内陣 写真116　 法光寺本堂余間

写真114　 法光寺本堂外陣

写真118　 法光寺本堂棟札（ 裏）写真117　 法光寺本堂棟札（ 表）
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ⅹ　 法光寺福智蔵　 正面一間　 側面一間　 宝行造　 桟瓦葺

　 　 明治27年（ 1894　 小屋梁墨書）

円柱　 飛貫　 舟肘木　 中備なし 　 一軒繁垂木

　 福智蔵は法光寺庫裏の北に接し て建つ（ 図 52　 写真 119 〜 122）。 石垣を 組んで切石

の土台を 置いて、 円柱を 立て、 簡素な構造で造ら れている 。 全体に軒ま で漆喰で塗り 籠め

ら れて、 土蔵風の建物である 。 北面に観音開き の扉を 設ける 。

　 内部は正面・ 側面と も 三間に割っ て角柱を 立て、

こ れで桁を 受けており 、 こ の部分が本当の建物の

構造体と いう こ と になる 。 円柱の舟肘木を 載せた

外見は、 あく ま でも 見せかけにすぎない。 内部に

は後方に寄せて壇を 作り 、 その上に棚を 造り 付け

て経典を 安置する 。

　 小屋組は前後方向に梁を 架けて、 中央に心束を

立て、 化粧隅木を 心束に枘差し と する 。 隅木上に

短い束を 立てて、 桁を 廻し 、 野垂木を 受ける 。

　 前後方向の梁の下面に墨書があ っ て明治 27 年

（ 1894） に伊庭の小島孝治が建てたこ と が知ら れ

る 。 図52　 法光寺福智蔵 平面図　 1/100

写真119　 法光寺福智蔵全景
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写真122　 法光寺福智蔵小屋組と墨書

写真120　 法光寺福智蔵内部

写真121　 法光寺福智蔵正面
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2、正厳寺　 　 真宗仏光寺派

　 妙楽寺は元文 4 年（ 1739） に仏光寺派から 本願寺派に転じ た。 し かし 伊庭・ 能登川・

須田の門徒は仏光寺派に留ま る こ と を 望み、 明和 2 年（ 1765） に伊庭に仏光寺派の掛所

が設けら れた。 本山から は明和 3 年に木造の本尊が下さ れ、 安永元年（ 1772） に正厳寺

の寺号が与え ら れた （『 能登川の歴史』 第 2 巻）。 こ れが現在の正厳寺で、 こ う し た歴史

から こ の寺にも 絵系図が残さ れている 。 明治 6 年に茅葺の本堂が焼失し 、 明治 27 年に旧

浅井町の勝伝寺の古材で再建し たと 伝える （ 境内の「 平成の大修復　 記念碑」 によ る ）。

ⅰ　 表門　 一間薬医門　 切妻造　 本瓦葺　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   19世紀中期

　 表門は（ 図 53　 写真 123 〜 125）、 親柱筋に冠木を

載せ、 控柱と は 2 段の貫と 男梁で繋ぎ、 組物は組ま ず、

妻飾は男梁に束を 立てる だけと いう 、 至っ て簡素な薬医

門であ る 。 垂木は反り を 持た せて こ の種の門の定型に

則っ ている 。

　 本堂と 共に勝伝寺よ り 移築さ れたと 伝え、 風蝕から 幕

末の建立と 考えら れる 。

図53　 正厳寺表門平面図　 1/100

写真125　 正厳寺表門見上げ写真124　 正厳寺表門妻

写真123　 正厳寺表門正面
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ⅱ　 本堂　 桁行11.5メ ート ル　 梁間12.7メ ート ル　 入母屋造　 向拝一間　 本瓦葺

　 　 側・ 背面下屋庇付　 桟瓦葺

　 　 明治27年（ 1894　 寺伝）

角柱　 切目長押　 内法長押　 飛貫　 舟肘木　 中備な し 　 一軒繁垂木　 妻飾虹梁大瓶束　 向拝角柱　

虹梁形頭貫　 木鼻　 連三斗実肘木　

手挟　 中備龍彫刻　 二軒繁垂木

　 本堂は正・ 側面に縁を 巡ら せた 小

規模な 真宗本堂であ る （ 図 54　 写真

126 〜 129）。 矢 来 の 柱 筋 か ら 後 方

は縁の部分を 堂内に取り 込んでいる 。

外陣には 2 本の円柱を 立て て 縦横に

虹梁で 繋ぐ 。 内外陣境の円柱は虹梁

形飛貫で繋ぎ、 立て 上せ柱を 見せた

ま ま 挿肘木を 組む。 内陣は出仏壇形

式で あ る 。 な お側・ 背面は建立後の

改造で 縁を 更に堂内に取り 込み、 下

屋を 付け て 拡張する 等の手が加え ら

れている 。 図54　 正厳寺本堂平面図　 1/100

写真126　 正厳寺本堂全景
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　 本堂は、 前述の如く 、 古い堂の部材を

使っ て 明治に再建さ れた と 伝え ら れ、 実

際、 柱に古い枘の埋木が見ら れる 。 特に

矢来柱筋の 桁行虹梁 3 本は 18 世紀中期

の 流麗な 絵様が 彫ら れ、 こ れ が 明ら か

に 前身堂の 部材と 知ら れ る 。 そ の 他の

虹梁は 絵様が こ れ と は 異な り 明治の 部

材 と 考 え て よ い。 寺 蔵 の 棟 札は「 紀 元

二千五百四十九年」 と の紀年があり 、こ れは皇紀であっ て明治 22 年（ 1889） に該当する 。

こ の年に上棟さ れ、 その時の棟梁は著名な常喜村の宮部太平衛であ っ た。 近年の屋根葺替

で下ろ さ れた隅蓋瓦にも 明治 22 年の紀年があ る ので、 22 年にはほぼ完成し ていたも の

と 考えら れる 。 仏光寺派門徒の拠点と なっ てき た重要な寺院である 。

　 なお鐘楼は近年の修理で柱がすべて取り 替えら れてる が、 柱頂部よ り 上は古い材料がそ

のま ま 残さ れている （ 写真 130）。 幕末の建立と 考えら れる 。 棟札があ る が文字は殆ど 消

えている 。

写真130　 正厳寺鐘楼

写真129　 正厳寺本堂余間

写真128　 正厳寺本堂内陣写真127　 正厳寺本堂外陣
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3、妙金剛寺　 　 浄土宗

　 妙金剛寺は伊庭集落の南東のはずれ、大濱神社に隣接し て立地する 。古く 天台系寺院だっ

たよ う であ る が、 文明 2 年（ 1471） に浄土宗に転じ たと さ れている 。 大濱神社仁王堂に

隣接し 、 当寺と の関連を 想定さ せる （ 図 55）。

図55　 妙金剛寺・ 大濱神社・ 薬師堂配置図　 1/500

ⅰ　 表門　 一間薬医門　 切妻造　 本瓦葺

　 　 19世紀後期

親柱円柱　 石製蹴放　 楣　 冠木　 男梁　

女梁　 控柱角柱　 腰貫　 内法貫　 大斗

妻飾男梁上蟇股　 一軒繁垂木小舞裏

　 表門は小規模な 薬医門であ る （ 図 56　 写

真 131 〜 132）。 男梁上で直接桁を 受け、 組

物等を 殆ど 用いない、 簡潔な建物である 。 明

治頃に建てら れたも のであ ろ う 。

図56　 妙金剛寺表門平面図　 1/100 写真132　 妙金剛寺表門軒

写真131　 妙金剛寺表門全景



198

第一部 「 伊庭の文化的景観」保存調査

ⅱ　 本堂　 桁行11.2メ ート ル　 梁間10.2メ ート ル　 入母屋造　 向拝一間　 桟瓦葺

　 　 側・ 背面張出付

　 　 寛政11年（ 1799　 獅子口刻銘）

角柱　 切目長押　 内法長押　 飛貫　 舟肘木　 中備な し 　 一軒繁垂木　 妻飾虹梁大瓶束　 向拝角柱　

虹梁形頭貫　 木鼻　 連三斗実肘木　 手挟　 中備龍彫刻　 二軒繁垂木

　 本 堂 は 比較 的 規 模の 小 さ い 浄土

宗本堂で あ る （ 図 57　 写真 133 〜

137）。 堂内後方寄り に 4 本の太い柱

を 立て て、 そ れら の正・ 側面 3 方を

結界で仕切っ て、 内部の床を 1 段高

く し て内陣と する 。 その前方は外陣、

内陣両脇は脇陣、 脇陣後方に位牌壇

を 設け る 。 内陣後方に来迎柱を 立て

て 須弥壇を 設け る 。 凸字型に結界を

設け た 浄土宗本堂の典型的な 平面構

成と なる 。

図57　 妙金剛寺本堂平面図　 1/200

写真133　 妙金剛寺本堂全景
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　 外陣に 2 本の虹梁を 架け、 内陣正・ 側面、 脇陣正・ 背面にも 虹梁を 架けて、 柱を 繋ぐ 。

内陣正面の大虹梁上には、 2 本の大瓶束を 立てて、 桁行に台輪を 通し 、 平三斗と 蟇股で正

面を 強調する 。 虹梁絵様の意匠はかなり 華やかである 。

　 近年の屋根葺替で取り 替え ら れた 5 点の獅子口の刻銘から 、 寛政 11 年（ 1799） に建

てら れたこ と が判明する 。

写真137　 妙金剛寺本堂内陣

写真136　 妙金剛寺本堂内陣後方写真135　 妙金剛寺本堂外陣

写真134　 妙金剛寺本堂妻飾
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ⅲ　 鐘楼　 桁行一間　 梁間一間　 切妻造　 桟瓦葺

　 　 20世紀後期

円柱　 腰貫　 飛貫　 頭貫　 木鼻　 大斗絵様肘木　 中備な し 　 一軒疎垂木　 妻飾虹梁大瓶束

　 鐘楼は石垣の上に建つ（ 図 58　 写真 138 〜 140）。 四方転びの柱を 貫で固めた定型的

な鐘楼である 。

　 牛梁の下面に棟札が打ち付けてある が、 紀年は見えない。 し かし 内容から 考えても 昭和

後半の再建と みてよ いであろ う 。

図58　 妙金剛寺鐘楼平面図　 1/100

写真140　 妙金剛寺鐘楼見上げ

写真139　 妙金剛寺鐘楼妻写真138　 妙金剛寺鐘楼全景
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4、薬師堂

　 大濱神社や妙金剛寺に隣接し て、 水路の際に薬師堂の境内がある 。 その境内に覆屋に稲

荷・ 折玉の 2 明神が祀ら れている 。 推古天皇の時代に繖山に聖徳太子作の霊像を 祀り 真

泉寺と し て霊験あら たかであっ たが、 永禄年中（ 1558 〜 70 年） 衰微し 、 その本尊を 祀っ

たのがこ の薬師堂だと 伝える （ 堂内に貼ら れた印刷物「 本尊略縁記」）。

ⅰ　 薬師堂　 正面三間　 側面三間　 正面寄棟造　 背面両下造　 桟瓦葺

　 　 正徳2年（ 1712　 鬼瓦刻銘）

角柱　 切目長押　 内法長押　 舟肘木　 中備正面中央間束　 一軒繁垂木

　 薬師堂は小規模な 三間堂であ る （ 図 59　 写

真 141 〜 146）。 屋根は正面から 見る と 寄棟造

であ る が、 中央に鬼瓦が見え て、 背面は両下造

の特異な形態であ る 。 こ れは後述の改造と 関わ

る 。

写真142　 薬師堂全景

写真141　 薬師堂境内 図59　 薬師堂平面図　 1/100
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　 軸部は簡素で角柱に舟肘木を 載せる だけである が、 こ の舟肘木は左右によ く 延びて、 美

し い形状であ る 。 正面中央間は板戸引き 分け、 両脇間は板壁、 側面第 1 間は板戸引違、

第 2 間は片引板戸、 第 3 間と 背面は土壁である 。

　 内部は奥行二間分の広い空間で、 第 3 間に須弥壇を 造り 付け、 3 間に割っ て板扉を 設け

て厨子と する 。 特に中央間は向唐破風造に見せかけて、 柱上に三斗を 組み、 妻飾は虹梁大

瓶束、 中備に蟇股を 置いた塗の上質な構えと なっ ている 。

　 以上のよ う な構えは、 背面一間を 拡張し た結果である こ と が、 柱など の痕跡で明瞭に残

さ れている 。 ま ず前から 3 本目の柱には板決と 仏壇框の埋木があ り 、 柱の背面側は風蝕

し ている 。 ま たこ の柱位置で側面内法長押には留めの仕口が残り 、 こ の柱筋で長押が廻っ

て、 建物はこ の柱筋で終わっ ていた事がわ

かる 。 背面側の一間は増築と いう こ と にな

る 。 当初は奥行二間の規模で、 おそら く 背

面側も 寄棟造の屋根だっ たも のを、 一間分

拡張し て 両下造に改造し た も のであ ろ う 。

仏壇上の中央間の厨子は建立当初のも のと

みて よ く 、 現状で内法の虹梁な ど は 19 世

紀に入っ てのも のと みら れる 。

写真144　 薬師堂内部

写真143　 薬師堂内部
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　 ま た 前か ら 2 本目の 柱には敷

居・ 鴨居の 当た り が あ り 、 桁行

に 差鴨居が 通り 、 天井も 区切ら

れて い る 。 当初は正面側一間の

外陣と 、 そ の 奥の 内陣の 2 部屋

に 分け ら れて い た 事を 示す。 た

だ し 差鴨居は当初材で はな く こ

こ にも 複雑な 改造過程が あ る よ

う である 。

　 降棟の鬼瓦に正徳 2 年（ 1712）

の 刻銘が あ っ て、 こ れが 薬師堂

の 建立の 時期を 示し 、 現状の 須

弥壇中央の南側の 柱に打ち 付け

た 祈 禱 札 の 天 保 13 年（ 1842）

の 紀年が、 背面の 拡張と 須弥壇

の改造の時期と 推定さ れる 。

　 建立当初は外陣・ 内陣に 分け

ら れて いた 仏堂が、 19 世紀中期

に は厨子を 後方に 張り 出し て 設

け、 参詣の 空間を 拡張し た こ と

が 知ら れる 。 堂内に 掲げら れた

絵馬も 正徳 2 年・ 享保 2 年（ 1717）

な ど 各時期の も の が あ る 。 こ の

堂を 維持し て いる のは 6 軒の 講

中で、 寅年に 開帳を 行う と の こ

と で あ る 。 村堂の 在り 方と そ の

変遷を 示し て いて 興味深い建物

である 。

写真146　 薬師堂組物詳細

写真145　 薬師堂須弥壇・ 厨子
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ⅱ　 稲荷社　 一間社流造　 檜皮葺

　 　 19世紀中期

　 覆屋の向かっ て右側の社が稲荷社であ る

（ 図 60　 写真 147 〜 150）。 高い切石積の

基壇に建つ小規模な社殿である 。 身舎は角

柱を 虹梁形飛貫で繋いで木鼻を 付け、 舟肘

木で桁を 受ける 。 身舎は角柱を 切目長押・

内法長押で固めて、 舟肘木を 載せる 。 身舎

3 方に縁を 、 庇には五級の木階、 浜縁・ 浜

床を 設けて、 本格的であ る 。 軒は一軒疎垂

木で、 小社に似合わず厚い軒付の檜皮を 葺

いている 。 基壇の背面には穴があけら れて

いる が、 稲荷社によ く 見ら れる 狐の出入り

の穴であ る 。 建物は幕末に建てら れたも の

と 考えら れる 。

図60　 稲荷社・ 折玉大明神平面図　 1/50

写真147　 稲荷社・ 折玉大明神覆屋
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写真148　 稲荷社・ 折玉大明神正面

写真150　 稲荷社側面写真149　 稲荷社斜め正面
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ⅲ　 折玉大明神　 一間社流造　 見世棚造　 流板葺

　 　 昭和前期

　 覆屋の向かっ て 左にあ る 更に小規模な 社殿

であ る （ 写真 151・ 152）。 やはり 切石製の基

壇の上に、 木製土台を 置いて 角柱を 立て て い

る 。 庇に虹梁形飛貫を 入れる 以外は組物も 装

飾的な 部材も な い簡素な 建物であ る 。 近代に

入っ て造ら れたも のであ ろ う 。

写真151　 折玉大明神妻

写真152　 折玉大明神全景
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5、 大濱神社

　 大濱神社は伊庭集落の南東はずれに広い社地を 占める 。 中世後期には牛頭天王社等と 称

さ れた。当社の浜村座、望湖神社の森村座、繖峰三神社の中村座・ 新村座の 4 座の宮座によ っ

て、 坂下し で著名な伊庭祭り が催行さ れ、 その際、 各座の神輿が当社仁王堂に参集する 。

伊庭周辺地域の重要な位置を 占める 神社であ る 。

ⅰ　 本殿　 桁行三間　 梁間二間　 切妻造　 向拝一間　 檜皮葺

　 　 元禄8年（ 1695　 棟札・ 擬宝珠銘）

円柱　 切目長押　 腰長押　 内法長押　 頭貫　 木鼻　 出組実肘木・ 拳鼻　 蛇腹支輪　 中備蟇股

二軒繁垂木　 妻飾虹梁大瓶束　 向拝角柱　 虹梁形頭貫　 木鼻　 連三斗実肘木　 手挟　 蟇股

二軒繁垂木　 三方切目縁　 組勾欄　 木階七級　 浜床　 浜縁

　 本殿は規模の小さ な三間社で、 滋賀県下では珍し く 切妻

造の社殿であ る （ 図 61　 写真 153 〜 160）。 湖西で中世

の天皇神社・ 道風神社本殿が知ら れている 程度であ る 。

　 本体は腰長押を 打ち、 その下の板壁には華麗な格狭間を

彫る 。 頭貫は各柱間毎に虹梁形と し て両端に絵様を 彫る 。

ま た正面両脇間には壁面いっ ぱいの鳳凰・ 雲紋の浮彫彫刻

を 塡める 。 妻飾も 妻面いっ ぱいを 迦陵頻伽と 雲紋の浮彫彫

刻で埋め、大瓶束上にも 鑿痕を 残す大き めの雲紋を 付ける 。

向拝は比較的一般的な装飾に留ま る が、 手挟の鼻先に独特

の絵様を 彫る のは珍し い。

写真153　 大濱神社境内

図61　 大濱神社本殿平面図　 1/100
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　 以上のよ う に、 本殿は極めて珍し い独特の装飾を 豊富に備えた建物であ る 。 その装飾の

あり 方は湖北の大工藤岡家の作風と 共通する 面がある 。 元禄 8 年（ 1695） の棟札があ り 、

擬宝珠の金具にも 同年の刻銘がある 。 棟札に記載さ れた大工は伊庭村の岡田姓・ 村田姓で、

湖北大工と 何ら かの繋がり があ る のかは今後の課題であ る。

写真156　 大濱神社本殿向拝詳細

写真154　 大濱神社本殿全景 写真155　 大濱神社本殿庄面

写真157　 大濱神社本殿本体正面
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　 向拝の柱は取り 替えら れている よ う である が、 独特の形式と 意匠を 持つ本殿と し て極め

て重要であ る 。

　 なお、 幣殿は入母屋造、 中央部 1 段切り 上げ、 切妻造、 向拝一間、 向唐破風造、 檜皮葺、

拝殿は入母屋造、 妻入、 檜皮葺で、 大正 14 年（ 1925） に建てら れたも ので（『 伊庭の坂

下し 祭』）、 上質な建物で、 社域に欠かすこ と のでき ない建物である 。

写真160　 大濱神社本殿本体正面腰長押下の格狭間

写真158　 大濱神社本殿本体正面 写真159　 大濱神社本殿妻飾
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ⅱ　 仁王堂　 桁行五間　 梁間五間　 入母屋造　 茅葺　 背面下屋庇付　 鉄板葺

　 　〔 県指定文化財〕　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鎌倉時代前期

　 仁王堂は大濱神社の社域の中で、 大き な 茅葺の屋根を 見せて、 目立つ存在であ る （ 図

62 〜 64　 写真 161 〜 170）。 伊庭祭り では 5 基の神輿が仁王堂内に祀ら れ、 様々な行事

が行われる 。 極めて重要な建物であ る 。

　 平面は方五間で、 背面の下屋も 含める と 梁間は六間と なる 。 円柱・ 八角柱・ 角柱が混在

する 。 前から 5 列目の柱筋に腰高の中敷居を 入れて蔀を 吊り 、 その前の外陣と 、 奥の内

陣に区分し ている 。 外陣部分は間仕切り も 建具も ない吹き 抜けの空間である 。 背面下屋は

比較的近年の材料で作ら れている が、 背面に貼ら れた舟板は古材である 。

　 正・ 側面 3 方の側柱は足固と 飛貫で繋ぎ 、 柱頂部に舟肘木と 桁を 輪薙ぎ 込む。 隅柱に

のみ柱上に大斗肘木を 組む。 入側柱筋は平三斗を 組み、 正面の入側柱筋だけは内法長押で

固めている 。 正・ 背面入側の中央 2 本の柱上組物には鯖尾が付く （ 1 ヵ 所欠失）。

　 小屋組は和小屋で、 垂木は木の垂木が使われている 。 こ の垂木は面戸決り があり 、 反り

増し のある 物が多く 、 一部には面取がある 。

写真161　 大濱神社仁王堂全景
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　 殆ど の部材は風蝕が大き く 、 極めて 古

い五間堂を 改造し た も のであ る こ と がわ

か る 。 斗のせいの高さ から 鎌倉時代前期

の建立と 考え ら れ、 向拝を 持っ た 方五間

の平面形式で、 入側柱以外は柱は立たず、

垂木勾配は 3 寸、 おそ ら く 檜皮葺か 柿葺

の軽快な 仏堂で あ っ た と 考え ら れる 。 鎌

倉時代前期に遡る 五間堂と し て 貴重であ

る が、 一方で、 伊庭祭り の舞台と し て も

枢要な 位置を 占める 建物で あ り 、 こ れら

両面から 貴重な遺構と いえよ う 。

図63　 大濱神社断面図

図62　 大濱神社仁王堂平面図　 1/100

図64　 大濱神社仁王堂組物　 1/50
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写真166　 大濱神社仁王堂組物詳細写真165　 大濱神社仁王堂側柱・ 組物

写真164　 大濱神社仁王堂内部架構写真163　 大濱神社仁王堂内部

写真162　 大濱神社仁王堂正面
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写真170　 大濱神社仁王堂垂木

写真168　 大濱神社仁王堂組物詳細 写真169　 大濱神社仁王堂小屋組

写真167　 大濱神社仁王堂組物詳細
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ⅲ　 道祖神社　 一間社流造　 桟瓦葺

　 　 明治前期

身舎角柱　 腰長押　 内法長押　 組物・ 中備なし 　 一軒疎垂木　 妻飾陸梁撥束　 庇角柱

虹梁形頭貫　 木鼻　 平三斗実肘木　 中備蟇股実肘木　 一軒疎垂木　 正面榑縁　 浜床

　 道祖神社は仁王堂と 本殿の間に低い石垣を 組んで建てた境内社で、 約 30 軒から なる 仁

王堂在地が祀っ ている （ 図 65　 写真 171 〜 174）。 万延年間（ 1860 〜 61 年） に伊勢か

ら 猿田彦命の分霊を も たら し た人がいて 、 社殿を 設け、 明治 4 年に道祖神社と 改めたと

いう （『 伊庭の坂下し 祭』）。

　 本殿は小規模の流造社殿であ る 。 土台を 組んで柱を 立てる 。 正面にのみ低い縁を 設け、

木階は作ら ず、 庇の部分に土台上に浜床を 設けている 。 身舎・ 庇と も 角柱で、 身舎には組

物を 組ま ず、 庇にのみ平三斗を 置く 。 端正な社殿である が、 肘木の繰り が直線であり 、 建

立は、 道祖神社と 名を 改めた明治 4 年頃であろ う 。

図65　 大濱神社道祖神社

　 　 　  平面図　 1/50

写真174　 道祖神社妻写真173　 道祖神社詳細

写真172　 道祖神社斜め正面写真171　 道祖神社正面



215

第五章　 集落の構造と 景観

ⅳ　 愛宕神社　 一間社流造　 檜皮葺

　 　 19世紀中期

身舎円柱　 切目長押　 腰長押　 内法長押　 木鼻　 台輪留め　 二手先実肘木・ 拳鼻

中備二手先組物及び蟇股　 一軒繁垂木　 妻飾大瓶束笈形　 庇角柱　 切目長押　 腰長押

虹梁形頭貫　 木鼻　 二段の連三斗実肘木・ 拳鼻　 手挟　 繋海老虹梁　 中備蟇股　 二軒繁垂木

三方切目縁　 組勾欄　 木階五級　 浜床　 浜縁

　 愛宕神社は享保 6 年（ 1721） に京都愛宕山

から 分霊し 、 摂社と し た（ 図 66　 写真 175 〜

178）。 寛政 4 年（ 1792） 再建立の棟札があ る

と さ れて いる （『 伊庭の坂下し 祭』）。 古く は在

地の組織があ っ たよ う であ る が、 現在は村の管

理である 。

　 社殿は小規模であ る が、 相当に手の込んだ複

雑な形式と 意匠を 持っ た建物であ る 。 ま ず平面

は、 身舎内部に扉構えを 設けて後方を 内陣と す

る が、 前方の外陣正面は建具を 入れず開放と し

ている 。 身舎では、 組物の 2 手目は絵様・ 繰形

の付いた肘木と する 。 身舎頭貫は入れず内法長

押よ り 上は板壁であ っ て、 そこ に雲紋や転法輪

の浮彫の彫刻を 貼り 付ける 。 最も 目を 見張る の

は海老虹梁で、 菊水の紋様を 海老虹梁側面全面

に彫り 込んでいる 。 こ のよ う に間口 2 尺にも 及

ばない小社であ る が、 在り 得る 限り の意匠を 尽

く し た手の込んだ社殿であ る 。

　 建立年代は、 絵様から みて上記寛政 4 年と は

認めがたく 、幕末に建て直さ れたも のであろ う 。

写真175　 愛宕神社全景

図66　 大濱神社愛宕神社面図　 1/20

写真176　 愛宕神社側面見返し 写真178　 愛宕神社妻飾

写真177　 愛宕神社庇詳細
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ⅴ　 五位田神社　 一間社流造　 見世棚造　 板葺　 　 明治32年頃（『 伊庭の坂下し 祭』所引記録）

ⅵ　 百大夫神社　 一間社流造　 見世棚造　 板葺　 　 明治後期

ⅶ　 天満宮　 　 　 一間社流造　 見世棚造　 板葺　 　 明治25年頃（『 伊庭祭』所引記録）

　 こ の 3 社は本殿の東側に並ぶ小社であ る （ 図 67 〜 69　 写真 179 〜 184）。 五位田神

社は応永年間（ 1394 〜 1427） から 祀ら れていたが文明年間（ 1469 〜 86 年） に牛頭天

王（ 大濱神社の祭神） が遷座し た際に摂社と し た。 約 20 軒の在地によ っ て守ら れている 。

百大夫神社は約 20 軒から なる 在地によ っ て守ら れている 。 明治 32 年（ 1899） に本殿を

新たに建てた記録がある と 伝える 。 天満宮は富豪中村家が所持し た菅原道真像を 祀る ため

に文政年間（ 1818 〜 31 年） に社殿を 造営し 、 明治 25 年頃大宰府の分霊を 移し 本殿を 新

築し たと 伝える （ いずれも 『 伊庭の坂下し 祭』 によ る ）。

　 3 社はいずれも 覆屋に納めら れており 、 土台の上に組ま れた見世棚造の小規模な一間社

流造であ る 。 ほぼ似た形式で造ら れている も のの、 それぞれ個性があっ て、 五位田神社は

庇に内法長押を 廻し 、 壁と 扉で閉鎖し た前室付流造で、 組物は用いないも のの、 妻虹梁に

は絵様を 施し 、 軒は疎垂木であ る 。 百大夫神社は前室付と はせず、 舟肘木を 柱上に置き 、

庇には虹梁形飛貫で繋ぐ も のの、 妻虹梁は陸梁で、 軒は板軒であ る 。 天満宮も 百大夫神社

と ほぼ同形式だが、 軒が繁垂木であ る 。 こ のよ う に差はある が、 建てら れた年代はほぼ同

じ と 見ら れ、『 伊庭の坂下し 祭』 の記述では明治 32 年と 25 年頃と なっ ている 。 五位田神

社の宝前の明治 27 年の灯籠も こ れら の社殿の建立に前後する 造立であ ろ う 。

写真179　 五位田神社・ 百大夫神社・ 天満宮外観
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写真180　 五位田神社

写真182　 百大夫神社細部写真181　 百大夫神社

図68

大濱神社百大夫神社

平面図　 1/20

図69

大濱神社天満宮

平面図　 1/20

図67

大濱神社五位田神社

平面図　 1/20

写真183　 天満宮外観 写真184　 天満宮詳細
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ⅷ　 稲荷社　 一間社流造　 見世棚造　 板葺

　 　 明治32年頃（『 伊庭の坂下し 祭』所引記録）

　 本殿のすぐ 東隣にあ る 境内社であ る （ 図 70　 写真 185 〜 187）。 木製の台を 設けた上

に土台を 置いて柱を 立てている 。 全体の形式は百大夫神社に近いが、 当社は舟肘木は用い

ない。 百大夫神社等と 同時期の造営であろ う 。

図70

大濱神社稲荷社

 平面図　 1/20

写真187　 稲荷社側面写真186　 稲荷社詳細

写真185　 稲荷社正面



219

第五章　 集落の構造と 景観

6、 文殊堂

厨子　 一間社流造　 見世棚造　 鉄板葺

　 　 　 19世紀中期

　 文殊堂は大濱神社に道路を 挟んで隣接し て建つ小堂であ る （ 図 71　 写真 188 〜 191）。

堂に掲げら れた縁起によ れば、こ こ の文殊菩薩は役行者の作っ た像で、繖山の寺の一仏だっ

たが、 永禄 8 年（ 1565） に伽藍が焼失し たので、 信仰の輩が堂を 造っ たと いう 。 中村堂

在地と も 呼ばれている 。

　 近年建て替えら れた流造風の建物の中に厨子が安

置さ れている 。 厨子は小規模な見世棚造の社殿の形

式である 。 身舎は組物を 組ま ず、 庇は連三斗に手挟

を 組んで、 中備には蟇股を 置く 。 軒は吹き 寄せ垂木

で、 庇は二軒、 身舎は一軒である 。 庇頭貫と 妻飾虹

梁には絵様を 施す。 こ の絵様と 風蝕の大き さ から 、

幕末の建立と 考えら れる 。 なお、近年の修理の際に、

庇の連三斗の組む向き を 取り 違えている 。

図71　 文殊堂厨子　 平面図　 1/20

写真190　 文殊堂厨子詳細 写真191　 文殊堂厨子妻飾

写真189　 文殊堂厨子正面写真188　 文殊堂全景
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7、 守国大明神

　 守国大明神の由来は不明であ る 。 伊庭氏の居館のあ っ たと さ れる 謹節館の区画の西側、

水路を 背にし た と こ ろ にこ の神社があ る 。 覆屋の中に 2 棟が並ぶ（ 図 72　 写真 192 〜

198）。

図72　 陣屋稲荷・ 守国大明神　 平面図　 1/50

写真192　 陣屋稲荷・ 守国大明神覆屋
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ⅰ　 陣屋稲荷　 一間社切妻造　 向拝一間　 桟瓦葺

　 　 19世紀中期

身舎角柱　 切目長押　 内法長押　 組物・ 中備な し 　 一軒疎垂木　 妻飾束　 庇角柱　 切目長押

虹梁形飛貫　 木鼻　 中備蟇股　 一軒疎垂木　 三方榑縁　 組勾欄　 木階五級　 浜床　 浜縁

　 覆屋内の向かっ て右手にある 。 切石の基壇の上に木製土台を 置いて建物を 建てる 。 珍し

く 流造ではなく 切妻造向拝付と し ている が、 平面的には流造と 何ら 差はない。 装飾的要素

は少ないが、 向拝虹梁形飛貫の絵様は比較的大き く 、 浮彫と し ている のが目立つ。 ま た垂

木に反り を 持たせている のも 珍し い。 縁は身舎背面の脇障子下に持送板を 入れて支えてい

る だけで縁束はない。 幕末の建立であろ う 。

写真194　 陣屋稲荷側面写真193　 陣屋稲荷全景
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ⅱ　 守国大明神　 一間社流造　 檜皮葺

　 　 19世紀中期

身舎円柱　 切目長押　 内法長押　 木鼻　 台輪留め　 出組拳鼻　 中備組物・ 彫刻板　 二軒繁垂木

妻飾虹梁大瓶束笈形　 庇角柱　 虹梁形頭貫　 木鼻　 連三斗実肘木　 手挟　 中備蟇股　 一軒繁垂木

三方切目縁　 組勾欄　 木階五級　 浜床　 浜縁

　 守国大明神は陣屋稲荷よ り ひと 回り 大き い流造社殿である。 本社は大濱神社摂社愛宕神

社と 類似し た装飾の技法を 使う 。 ま ず身舎頭貫は用いず、内法長押上は板壁のま ま と し て、

そこ に浮彫彫刻を 貼る 。 身舎の中備に組物を 置いた上、 組物間に桐紋の彫刻を 配する 。 妻

飾の板一面に彫刻を 貼り 付ける のも 同趣と 言えよ う 。 一方で当社の身舎組物は、 出組の手

先の肘木を 通し 肘木と し て、 斗を 均等に並べる と いう 独特の形式も 用いている 。 打越垂木

を 反ら すのは陣屋稲荷と 共通し た 形式であ

る 。

　 小社な がら 丁寧に造り 込んだ建物で、 や

はり 幕末の建立と 推定さ れる 。

写真198　 守国大明神妻飾

写真195　 守国大明神全景 写真196　 守国大明神庇詳細

写真197　 守国大明神身舎詳細



223

第五章　 集落の構造と 景観

8、金刀比羅神社　

本殿　 一間社流造　 檜皮葺　

　 　 　 19世紀中期

身舎円柱　 切目長押　 内法長押　 台輪留め　 三斗枠肘木実肘木　 中備蟇股　 一軒繁垂木

妻飾虹梁束　 庇角柱　 切目長押　 虹梁形頭貫　 木鼻　 三斗実肘木　 手挟　 繋海老虹梁　 中備蟇股　

二軒繁垂木　 三方榑縁　 組勾欄　 木階五級　 浜床　 浜縁

　 当社は伊庭の集落の西端の湖岸の傍にあ り 、 金

刀比羅在地によ っ て 守ら れて いる （ 図 73　 写真

199 〜 201）。

　 集落内の多く の神社と 同様小規模な流造社殿で

あ る 。 身舎頭貫を 持たないのは愛宕神社・ 守国大

明神と 共通する 技法であ る が、 当社ではそこ に彫

刻を 填め込んでいた形跡はない。 身舎側面の中備

蟇股は欠失し ている が風蝕の差が蟇股形に残っ て

いる 。 妻飾の板壁にも 彫刻が付いて いた よ う で 、

当たり がかすかに残る 。

図73　 金刀比羅神社本殿　 平面図　 1/20

写真199　 金刀比羅神社本殿正面
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　 庇の組物はかなり の部分が新し い材料で取り 替えら れている。 こ の組物は連三斗風に螻

羽側の肘木を 延ばし ている が、 斗 2 個は置く ほど の長さ ではなく 、 変則的であ る 。 ま た

背面の軒は、 ある 時期に切断さ れている よ う である 。 建立は他と 同様、 幕末であろ う 。 　

写真200　 金刀比羅神社本殿側面

写真201　 金刀比羅神社本殿詳細
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　 B、 繖山の神社

1、望湖神社

　 望湖神社は、 繖山の西麓にあり 、 伊庭

集落か ら 東に一直線で 延びる 道路が繖

山に突き 当た る 位置に社殿は位置し て

いる （ 図 74　 写真 202）。 藤原鎌足を 祀

る 。 近世には多武大明神と 呼ばれた が、

明治 4 年（ 1871） に望湖神社と 名を 改

めた。伊庭祭り を 担う 3 社の 1 つである 。

　 麓か ら 約 100m 昇る と 、 南北に広い

平坦地を 設けて、 南から 拝殿・ 幣殿・ 本

殿が 1 列に並び、 そ の西に懸造の社務

所が立つ。

　 本殿は、 元禄 4 年（ 1691） に建て ら

れて おり 、 前身の慶長 6 年（ 1602） の

棟札も 残さ れている 。 拝殿は幕末に建て

ら れたも のと 考えら れる 。

図74　 望湖神社配置図　 1/500

写真202　 望湖神社境内
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ⅰ　 本殿　 三間社流造　 向拝一間　 銅板葺

　 　〔 県指定文化財〕

元禄4年（ 1691　 棟札）

身舎円柱　 切目長押　 腰長押　 頭貫　 木鼻　 出三斗実肘木　 中備蟇股　 妻飾二重虹梁蟇股

二軒繁垂木　 庇角柱　 切目長押　 内法長押　 頭貫　 木鼻　 出三斗実肘木　 正面中備束

身舎と 海老虹梁で繋ぐ 　 二軒繁垂木　 向拝角柱　 切目長押　 腰長押　 虹梁形頭貫　 木鼻

連三斗実肘木　 手挟　 中備蟇股実肘木　 二軒繁垂木　 三方切目縁　 組高欄　 木階五級　 浜床　 浜縁　

　 本殿は、 向拝の付いた 三間社流造本殿で、 庇

は引違ま た は片引の板戸で閉じ ら れた、 いわゆ

る 前室付の形式を 持っ ている （ 図 75　 写真 203

〜 207）。 身舎正面の柱は中央間の正面側だけを

円柱風に作っ た 角柱で、 建具はな い。 身舎後方

一間通り を 3 間に割っ て 板扉を 設け、 内陣と し

ている 。

写真203　 望湖神社本殿全景

図75　 望湖神社本殿　 平面図　 1/100
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　 身舎・ 庇と も 出組の組物を 組んで、 妻側では連三斗と し ている 。 中備はいずれも 本蟇股

を 据えている 。 頭貫木鼻と 妻棟通り 組物の拳鼻の絵様は、 上下から 渦を 巻き 込み若葉を 加

える 複雑な意匠であ る 。 庇側面の繋海老虹梁の下の板壁に松の浮彫彫刻を あし ら う 。 こ の

他、 妻飾の蟇股足下の波濤の彫刻、 妻飾棟木際の雲紋彫刻、 繋海老虹梁の庇柱側の線条文

と 絵様など 、 特異な意匠が多々みら れる 。 庇の柱が几帳面取である のは珍し い。 こ のよ う

に木部だけ見ても かなり 装飾豊かである が、 注目すべき は建物全体に彩色が施さ れていた

こ と であ る 。 現状で褪色が著し いも のの、 部分的な顔料や、 紋様の風触差が残っ ていて、

建設当初の華麗な様を う かがわせている 。 縁よ り 下の柱や板壁にま で彩色・ 紋様が施さ れ

ている のは極めて例が少ない。 なお、 床高が高く 、 庇側面床下に片引戸を 設けている のも

注目さ れる 。 なお痕跡と 社蔵の棟札から 、 建立当初は身舎正面の柱筋に板扉と 壁が設けら

れて いて、 身舎が内陣、 庇が外陣と 区分さ

れて いた が、 天保 4 年（ 1833） 頃、 身舎正

面柱間装置を 一間後方に移動し 、 内陣を 狭

め、 外陣を 広く と る よ う に改造し 、 併せて

天井も 設け る 改造を 行っ て いる こ と が知ら

れる 。

　 こ の本殿の建立さ れた元禄年間（ 1688 〜

1704 年） 頃から 、 寺社建築の装飾が派手に

な る が、 そ の比較的初期にあ っ て 彫刻と 彩

色が相俟っ て、 例のな い華麗な 社殿が建て

ら れ、 し かも 使われ続け て き た。 内部空間

の変化がわかる 点でも 貴重な遺構である 。 　

写真207　 望湖神社本殿妻飾写真206　 望湖神社本殿向拝見返し

写真205　 望湖神社本殿向拝

写真204　 望湖神社本殿側面
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ⅱ　 拝殿　 桁行三間　 梁間三間　 切妻造　 桟瓦葺

明治年間（ 1868− 1912年）

角柱　 足固貫　 腰貫　 内法貫　 差鴨居　 正・ 背面中央間のみ虹梁　 組物な し 　 中備な し

妻飾陸梁束　 一軒疎垂木

　 拝殿は、 立ち の 高い 4 方開

放、 土間床であ る （ 図 76　 写

真 208 〜 210）。 正・ 背面中央

間の み虹梁を 入れて 中軸線を

強調する 。 内部天井は格天井

で、 中央部一間 4 方を 折上と

し ている 。

写真209　 望湖神社拝殿側面 写真210　 望湖神社拝殿内部

図76　 望湖神社拝殿　 平面図　 1/100

写真208　 望湖神社拝殿正面
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　 拝殿と 本殿の間に、 幣殿が

建つ（ 図 77、 写真 211）。 桁

行五間、 梁間二間、 入母屋造、

一間向拝向唐破風造、 鉄板葺

の上質の建物であ る 。 明治に

入っ て 境内を 整え る た めに建

てら れたも のであろ う 。

図77　 望湖神社幣殿　 平面図　 1/100

写真211　 望湖神社幣殿
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2、 繖峰三神社

　 繖峰三神社は、 繖山山塊の八王子山山頂部近く 、 標高約 250m の高さ にあ る 。 伊庭祭

り の坂下し の際、 二ノ 宮・ 八王子・ 三ノ 宮の神輿を 繖峰三神社ま で引き 上げて、 神を 載せ

て降る 神事が行われる こ と で知ら れている 。 本殿は、 後述の如く 宝永 2 年（ 1705） の建

立であ る 。 　

本殿　 三間社流造　 向拝一間　 銅板葺

　 　 　 宝永2年（ 1705　 社伝）

身舎円柱　 切目長押　 腰長押　 頭貫　 木鼻　 大斗肘木　 中備無し 　 妻飾陸梁大瓶束豕叉首

二軒繁垂木　 庇角柱　 切目長押　 内法長押　 頭貫　 木鼻　 出三斗実肘木　 正面中備束

身舎と 海老虹梁で繋ぐ 　 二軒繁垂木　 向拝角柱　 切目長押　 虹梁形頭貫　 木鼻　 連三斗実肘木

手挟　 中備蟇股実肘木　 一軒繁垂木　 三方切目縁　 組高欄　 木階五級　 浜床　 浜縁

　 山頂近く の平坦地に、西を 向いて拝殿と 本殿が並んで建つ（ 写真 212）。 拝殿は桁行三間、

梁間三間、 入母屋造、 茅葺（ ただし 鉄板で覆う ） の建物で、 内部は土間、 4 周は開放の趣

ある 建物である 。

　 本殿は、 比較的規模の大き な 三間社流造本殿であ る （ 図 78　 写真 213 〜 220）。 亀腹

を 築いて、 その上に置いた木製土台に柱を 立てている 。

写真212　 繖峰三神社本殿境内



231

第五章　 集落の構造と 景観

　 庇両側面を 板壁で閉じ 、 正面は三間と も 板扉を 設けて、 庇を 開放と はし ない、 いわゆる

前室付の形式である 。 こ の形式は滋賀県下では中世以来多く 見ら れる 。 こ の本殿では更に

一間の向拝を 設けて、浜縁を 付けている 。 身舎は南側面第一間にだけ幣軸構の板扉を 設け、

他は板壁で閉じ ている 。 身舎・

庇の 3 方に 縁を 設け、 庇の 縁

を 長押のせいだけ低く する 。

　 身舎・ 庇周り は頭貫木鼻に

繰形を 付け る も の の、 絵様は

施さ ず、 装飾的な 部材は少な

い。 庇・ 向拝の 組物の 肘木が

禅宗様で あ る の に 対し 、 身舎

は和様の 大斗肘木で、 対照的

で あ る 。 禅宗様の 要素は庇側

面の海老虹梁にも 見ら れる 。

　 簡素な 意匠の本体部に対し 、

向拝は比較的華やか で、 頭貫

木鼻はやや異形の 象鼻、 手挟

は雲紋を 彫っ た 中世の 名残を 図78　 繖峰三神社本殿　 平面図　 1/100

写真213　 繖峰三神社本殿正面
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感じ さ せる 意匠である 。

　 柱は柱間に比し て比較的太く 、 総じ て木

太い安定感のあ る 建物で あ る 。 当初材の

残存状況も 良い。 内部は未調査であ る が、

麓の案内板には「 宝永二年乙酉七月建立

ト 伝フ 」 と 書か れて いて、 何ら か の根拠

史料があ る よ う に思われる 。 向拝の虹梁

絵様はこ の頃の意匠と みて差し 支え ない。

18 世紀初頭に建設さ れて いる が、 比較的

古風な 技法・ 意匠で 作ら れ、 伝統の伊庭

祭り と 相俟っ て、 地域の歴史を 物語る 重

要な建物であ る 。

写真219　 繖峰三神社本殿側面見返し写真218　 繖峰三神社本殿正面

写真217　 繖峰三神社本殿細部

写真220　 繖峰三神社本殿妻飾

写真214　 繖峰三神社本殿側面

写真215　 繖峰三神社本殿向拝

写真216　 繖峰三神社本殿向拝見返し
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４　 伊庭集落の民家

（ １ ）民家の建設年代

　 伊庭の集落には約 340 軒の民家の建物が建っ ている 。 それら の建てら れた年代は、 外

観の観察と 聞き 取り と によ っ てほぼ推定でき る 。 外観調査だけから の判断を 図 79 に示し

た。

　 江戸時代に建てら れた民家は極めて少なく 、 近代になっ て建て替え ら れたも のが多い。

こ の要因は生活の近代化、 近世以来受け継がれてき た民家の老朽化など、 一般的な要因も

あ る だろ う 。 し かし 、 むし ろ 大中の湖の干拓事業、 水路の埋め立てや改修など の進行が建

物そのも のの改築にも 影響を 及ぼし たと 考えら れる 。

　 昭和 19 年（ 1944） から 小中の湖の干拓が始ま り 、 大中の湖の干拓は昭和 21 年から

43 年に実施さ れた。 水路の埋め立てや改修は大正 14 年（ 1925） の官有溝渠の廃止頃か

ら 始ま り 、昭和 49 年頃ま でに完了し ている（ 沢他「 水郷集落における 文化的景観の持続性」

2013）。 建物の建て替えはこ れら の事業と 連動し ながら 、 徐々に進行し たよ う で、 結果的

には昭和以後の建物が多い上に、 統一性がなく なっ ている 。

図79　 建設年代別民家分布図（ 外界からの推定であるので不正確であるが凡その傾向は知られる）
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表 3 に、 伊庭の特徴的な 民家、 改修・ 改変の跡が見ら れる も の、 カ ワ ト の関係な ど に注

目し て選んだ 30 件について整理し た。 こ れに示さ れている よ う に、 木造の伝統的な建物

が建て続けら れている も のの、 戦後に建て替えら れた建物が大勢を 占めている 。

（ ２ ）民家の形式

　 民家の形式は屋根に注目すれば以下のよ う に分類でき る。 ま ず屋根葺材では茅葺と 瓦葺

と 分類でき 、 それぞれ切妻造と 入母屋造が見ら れる 。 一部に寄棟造も 見ら れる 。

　 茅葺は 1 軒を 除き 鉄板で覆われている 。 瓦葺も すべてが桟瓦葺であ っ て本瓦葺は寺院

に限定さ れる 。 ま たト タ ン 等金属板で葺いた建物も 多い。

　 そし てプレ フ ァ ブの住宅も 多く はないが目立つよ う になっ ている。

　 現状で比較的古い明治から 昭和戦前ま でに建てら れた建物は、 切妻造の桟瓦葺が多く 、

一部に入母屋造の屋根を 基調にし ながら 複雑に建物を 繋ぐ、 意匠を 凝ら し た近代的な和風

の建物も 見ら れる 。 切妻造の一般的民家と し て中村家（ 東北川　 昭和 17 年建設）、 意匠

を 凝ら し た和風民家と し ては大西家（ 東殿　 昭和 3 年建設） が代表と し て挙げら れる 。

番号 建築年代
建築形式 屋根

外壁形式 概要
用途 構造 階高 屋根形式 屋根葺材

1

昭和中期 主屋 木造 2階 切妻 桟瓦 真壁
茅葺民家から 建て替えた。水路沿いの石垣が残り 、カ ワト を
使用し ている様子。

昭和中期 隠居屋 木造 1階 入母屋 桟瓦 真壁 水路側の壁面の腰壁が舟板貼り。

昭和中期 納屋 鉄骨 1階 切妻 波板
大壁

（ 鉄板貼り）
外壁が錆び、状態が悪い。

2

明治期 主屋 木造 1階 入母屋
茅葺

（ ト タ ン覆い）
真壁

（ 木目調鉄板貼り）
茅葺屋根を赤色のト タ ンで覆っている。

昭和中期 隠居屋 木造 2階 切妻 桟瓦 真壁 使用し ていないか。

昭和後期 増築部 木造 1階 陸屋根 セメ ント
大壁

（ モルタ ル）
増築部が多く 、外壁材が多様である。屋上に物干し 場があり、
目立っている。

3 平成 主屋 木造か鉄骨 2階 切妻
スレート 風

新建材
大壁

（ モルタ ル）
以前は空地だっ た場所に新築する。水路側に駐車場を 配置
している。

4

昭和前期 主屋 木造 2階 切妻 桟瓦 真壁 最近空き家になる。

昭和中期 納屋 鉄骨 1階 片流れ 鉄板
大壁

（ 鉄板貼り）

5

平成8年 主屋 木造か鉄骨 2階 寄棟
スレ ート 風新建

材
大壁

（ パネル）
2世帯住宅。外壁が黄色のパネル。

昭和42年 主屋 木造 2階 切妻 桟瓦 真壁 カワト の傍にイケスを設け、鯉や亀を飼っている。

昭和42年 主屋の一部 木造 1階 切妻 鉄板
大壁

（ 杉板風ト タン貼り ）
玄関や水回り 部分。

6

平成15年 主屋 木造か鉄骨 3階
切妻

（ 複雑形）
瓦風新建材

大壁
（ パネル）

近年茅葺民家から 建て替えたが、透塀と 門、前庭は昔のも の
を残し ている。

昭和55年 隠居屋 木造 2階 切妻 桟瓦 真壁

昭和50年 納屋 鉄骨 2階 切妻 スレート 瓦
大壁

（ ト タ ン波板貼り ）
2年前に農業をやめ、今は倉庫として使う 。

外便所 木造 1階 切妻 瓦風新建材 大壁（ パネル） 主屋の建て替え時に、同じ 様な意匠に改装し た。

7 昭和中期 主屋 木造 2階 切妻 桟瓦 真壁
茅葺民家から 建て替えた。敷地内に大きな畑があり 、周囲の
水路は改変さ れず石垣が残る。

8

大正～
昭和初期

主屋 木造 2階 入母屋 桟瓦 真壁
立派な透塀と 門があり、水路沿いの石垣を整備し つつも 残し
ている。

昭和中期 隠居屋 木造 1階 切妻 桟瓦 真壁

大正～
昭和初期

倉庫（ 土蔵） 木造 1階 切妻 桟瓦 大壁 軒を塗り 込めている。

9

平成期 主屋 木造 3階
切妻

（ 複雑形）
桟瓦

大壁
（ 吹き付け）

透塀と 前庭は昔のも のが残る。

昭和後期 外便所 木造 1階 陸屋根 セメ ント
大壁

（ モルタ ル）
使用禁止と なっている。

平成 納屋 鉄骨 2階 陸屋根 折板材
大壁

（ 鉄板貼り）

表27　 民家30軒の特徴
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番号 建築年代
建築形式 屋根

外壁形式 概要
用途 構造 階高 屋根形式 屋根葺材

10

昭和後期 主屋 木造 2階 切妻 桟瓦 真壁 道路側の外壁に庇を設け、屋根から鉄骨で吊るしている。

平成 増築部 鉄骨 1階 陸屋根 折板材
大壁

（ 鉄板貼り）
駐車場、物置として使われている。

11
昭和63年 主屋 木造 2階、3階 切妻 桟瓦 真壁

4棟が通り に正面を 向け、3階棟は奥に作る事により 、圧迫感
をなくしている。水路から橋を渡ってアプローチ。

平成13年 増築部 木造 2階 切妻 桟瓦 真壁 主屋と 同じ よう なつくり。

12

江戸～
明治期

主屋 木造 2階 入母屋
茅葺、桟瓦

（ 鉄板覆い）
真壁 集落内の茅葺民家の中でも 古い方。茅置き場がある。

昭和中期 増築部 木造 1階 切妻 桟瓦 大壁 勝手口からカワト 、水路での繋がり が残る。

昭和前期～
中期

隠居屋 木造 2階 切妻 桟瓦 大壁 外壁の腰壁は深緑の縦板貼り。

江戸～
明治期

外便所 木造 1階 切妻 桟瓦 真壁

江戸～
明治期

倉庫（ 土蔵） 木造 1階 切妻 桟瓦 土蔵 舟板を縦貼り にしている。

13

明治期 主屋 木造 1階 入母屋
茅葺、桟瓦

（ ト タン覆い）
真壁 軒は鉄板で覆っている。

昭和中期 増築部 木造 1階 片流れ ト タン波板
敷地内の建物の屋根、外壁のト タ ン の色を 赤で 統一し てい
る。

昭和後期 隠居屋 木造 1階 切妻 桟瓦

明治～
大正期

倉庫（ 土蔵） 木造 1階 切妻 桟瓦 土蔵

明治期 外便所 木造 1階 切妻 桟瓦 真壁

14

明治6年 主屋 木造 2階 切妻 桟瓦 真壁

付属屋
（ 水回り）

木造 1階 切妻 桟瓦 真壁

大正期 隠居屋 木造 1階 片流れ 桟瓦 大壁

増築部 木造 1階 切妻 洋瓦

江戸後期 店舗 木造 1階 切妻 桟瓦 真壁 醬油屋を営む。

江戸後期 付属屋 木造 1階 切妻 桟瓦

倉庫（ 土蔵） 木造 1階 切妻 桟瓦 土蔵

昭和中期 倉庫（ 土蔵） 木造 1階 切妻 桟瓦 土蔵 舟板貼り、軒を塗り 込めている。傷みが激し い。

明治22年 倉庫（ 土蔵） 木造 1階 切妻 桟瓦 土蔵 舟板貼り、軒を塗り 込めている。

昭和10年 倉庫（ 土蔵） 木造 1階 切妻 桟瓦 土蔵 舟板貼り、軒を塗り 込めている。

15

明治中期 主屋 木造 1階 入母屋 茅葺、桟瓦 真壁
集落で 唯一残る茅のままの民家。住人は別の場所に住んで
いるが、家屋は残しているそう 。

昭和40-50
年

増築部 木造 2階 入母屋 桟瓦 真壁

昭和中期 納屋 木造 1階 切妻 桟瓦
真壁

（ 木目調鉄板貼り）
主屋に合わせた意匠の木造の納屋。

16
昭和中期 主屋 木造 2階 切妻 桟瓦 真壁

垂木、破風、化粧材に施さ れたベンガラ の色が濃く 目立って
いる。腰壁はレンガ調タ イル貼り。

昭和中期 作業場 木造＋鉄骨 1階 切妻 折板材 大壁（ 鉄板貼り） 工務店を自宅で営んでいる為作業場の倉庫が4棟ある。

17
昭和前期 主屋 木造 2階 切妻 桟瓦 真壁 角屋がある。

昭和中期 納屋 木造 1階 切妻 桟瓦 真壁

18
明治期 主屋 木造 1階 切妻 茅葺（ 鉄板覆い） 真壁（ ト タ ン貼り）

住民は別のと ころ に住んで いる 為空き 家と なっ ている 。バ
ラックと 化している。

昭和中期 納屋 木造 2階 切妻 スレ ート 大壁（ ト タ ン貼り） 鉄骨補強が為さ れている。

19

昭和中期 主屋 木造 2階 切妻 桟瓦 真壁、大壁
茅葺民家から 建て替えた。梁や柱を外面に出し 、他の民家と
か異なる形式。重厚な塀で囲まれている。

明治期 隠居屋 木造 1階 切妻 桟瓦 真壁

明治期 倉庫（ 土蔵） 木造 1階 切妻 桟瓦 大壁

20
昭和3年 主屋 木造 2階 入母屋 桟瓦 真壁

外壁が黒漆喰の大規模な民家。舟板貼り の塀で 囲われてい
る。

昭和3年 倉庫（ 土蔵） 木造 2階 切妻 桟瓦 大壁（ ト タン貼り ） 軒が塗り 込ら れている。

21 江戸末期 主屋 木造 厨子2階 切妻 桟瓦 大壁
近年改築し た。形態は古いが、細部意匠に新し いも のを取り
入れている。

22 昭和中期 主屋 木造 2階 入母屋 桟瓦 真壁
茅葺民家から 建て替えた。勝手口が道路側、玄関が奥にあ
る。

23

昭和初期 主屋 木造 2階 切妻 桟瓦 大壁 近年改装し たよう である。

平成 増築部 木造 1階 片流れ スレ ート 瓦 大壁 増築部が多い。

昭和中期 隠居屋 木造 2階 切妻 スレ ート 瓦 大壁

昭和初期 倉庫（ 土蔵） 木造 1階 切妻 桟瓦 大壁（ 鉄板貼り ）

24

昭和44年 主屋 木造 2階 切妻 桟瓦 真壁 茅葺民家から 建て替えた。2階の外壁が青白色である。

平成9年 増築部 1階 片流れ ト タン波板
大壁

（ モルタ ル）

明治期 隠居屋 木造 2階 切妻 桟瓦 真壁

明治期 納屋 木造 1階 切妻 桟瓦 真壁 庇の出を大きくし 、玉ねぎを吊るすなど活用している。



236

第一部 「 伊庭の文化的景観」保存調査

（ ３ ）民家の変容過程

　 伊庭集落の敷地形状を 知る 史料と し て、「 家籍図」 と 呼ぶ史料が伊庭町自治会に所蔵さ

れて いる 。 こ の「 家籍図」 中には明治 14 年（ 1881） 以降の追記があ り 、 従っ て 本史料

は明治初頭の伊庭の個々の民家の状況を 示す。 こ れには、 88 の敷地の建物の規模や所有

者が図示さ れており 、 主屋も し く は主屋と 想定さ れる 建物の内、 53 棟が茅葺（ 艸葺と 記

すも のが多い）、 20 棟が瓦葺、 15 棟は不明と なっ ている 。 全体の 6 割が茅葺であ る 。 伊

庭集落の全体を 示すも のではないが、 現状に比し 、 格段に茅葺の民家が多かっ たこ と にな

る 。

　 ま た昭和 50 年（ 1875）に撮影さ れた航空写真から 茅葺民家を 拾い出すと 68 棟であ っ た。

現状では 12 棟し かない（ 図 80）。

　 茅葺民家の減少率を 明治 14 年頃から 昭和 50 年ま で（ X）と 、昭和 50 年から 現在ま で（ Y）

を 比較する 。 仮に上記家籍図から 知ら れる 茅葺民家の比率が集落全体の比率を 示し ている

も のと 仮定する と 、 X ＝ 0.8 棟 / 年、 Y ＝ 1.4 棟 / 年であ る 。 明治期の集落全体の茅葺民

家の数が、 家籍図から 知ら れた茅葺民家の比率よ り 少ないと すれば、 X はさ ら に小さ く な

る 。 つま り 水路改修以後に急速に茅葺民家が減少し たこ と になる 。 茅葺民家の建て替えは

伊庭に限ら ず、 ど の地域でも 起こ っ ている こ と である から 、 そのこ と 自体は特異なこ と で

はない。 し かし 茅葺民家の減少は、 茅葺以外の民家も 急速に建て替えが進んで、 集落全体

の景観が近年大き く 変化し ている こ と を 意味し ている 。

番号 建築年代
建築形式 屋根

外壁形式 概要
用途 構造 階高 屋根形式 屋根葺材

25

昭和中期 主屋 木造 2階 切妻 桟瓦 木造 増改築が繰り 返し 行われている。

昭和前期 増築部 木造 1階 切妻 桟瓦
真壁

（ ベニヤ板貼り）
増築部が多い。屋根、外壁と も に赤色。

昭和末 外便所 木造 1階 陸屋根 コンクリ ート コンクリ ート

26
昭和後期 主屋 木造 2階 切妻 桟瓦 真壁

茅葺民家から 建て替えた。水路の改変に影響を受け、敷地が
小さく なっ た。

昭和中期 隠居屋 木造 2階 切妻 桟瓦 真壁 昔の隠居屋から 建て替えた。

27

昭和後期 主屋 木造 2階 寄棟 桟瓦 大壁 現代的な和風の民家に建て替えた。

昭和前期 隠居屋 木造 2階 切妻 桟瓦 真壁 2世帯住宅。

昭和中期 増築部 木造 1階 入母屋 桟瓦 真壁 隠居屋の増築部。

28

江戸後期 主屋 木造 2階 切妻 桟瓦 真壁 虫籠窓、煙出し が残っているが、近年大幅に改築し た。

1862年 隠居屋 木造 1階 切妻 桟瓦 木造 近年改築し た。

1862年 倉庫（ 土蔵） 木造 1階 切妻 桟瓦 大壁

納屋 鉄骨 １ 階 切妻 ト タン 鉄骨 敷地内に橋があり、水路を跨いで納屋が位置する。

29

昭和末期 主屋 木造 2階 切妻 桟瓦 真壁 桟瓦葺の民家から 建て替えた。

増築部 木造 1階 切妻 ト タン
大壁

（ モルタ ル）
水回り。

大正～昭和
前期

隠居屋 木造 1階 入母屋 桟瓦 真壁 使用感なし 。

平成 付属屋 木造 1階 切妻 桟瓦
大壁

（ パネル）
2世帯住宅。

納屋 鉄骨 1階 陸屋根 ト タン 作業場兼ガレ ージとして使われている。

30

昭和17年 主屋 木造 厨子2階 切妻 桟瓦 真壁 外壁は黒漆喰で、煙出し がある。

隠居屋 木造か鉄骨 2階 切妻 スレート 瓦
大壁

（ 吹き付け）
2世帯住宅。

昭和中期 倉庫（ 土蔵） 木造 1階 切妻 桟瓦 木造 近年改築さ れた様子。
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（ ４ ）民家の敷地割と家屋　

　 伊庭集落は複雑に水路が入り 組んでおり 、 水路に面し て民家の建物が建ち並ぶ。 敷地割

と 敷地の中の民家の配置には規則性が見ら れる 部分と そう でない部分がある。

　 東北川・ 名古地区は水路が条里方向に揃えて直角に曲がる 水路が設けら れており 、 その

水路に直行し て敷地境を 設け、 水路側に面し た間口幅は狭く 、 奥行き は比較的長い短冊形

の敷地が連なっ ている 。 こ れは近世都市における 短冊形の地割に類似し た形態であ り 、 都

市であれば敷地の表側に、 街路に接し て町屋が連檐し て建ち並ぶのが一般的である 。 伊庭

ではこ う し た短冊形敷地は街路ではなく 水路に接し ている わけであ る が、 そこ に建つ民家

は、 2 つの形式に分かれる （ 図 81）。

図80　 民家屋根伏図（ 塗りつぶし は茅葺民家）
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　 ま ず東北川地区では水路に対し て棟を 平行に通し て民家の主屋を 建てる。 主屋は水路に

近接せず、 庭を 設ける 。 ま た水路南側では玄関を 南に設ける 、 すなわち水路を 背にし てい

図81　 敷地と民家の配置の2形式　 上： 東北川地区　 下： 名古地区
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る 例も ある 。 つま り 街路のいずれの面も 街路に正面を 向けて町屋が連檐する 在り 方と は異

なる 。 こ れを A 形式と 呼んでおく 。

　 一方、 名古地区では、 水路に直行する 棟の主屋を 建て、 短冊形敷地の長手方向に建物が

延びる こ と になる 。 従っ て水路側から は妻入の民家が妻を 見せて並ぶよ う に見える が、 玄

関は妻にはなく 、 平側に設けら れる 。 こ れを B 形式と 呼んでおく 。

　 B 形式は東北川地区の一部にも 見ら れる 。 ま た四ッ 谷地区では東寄り に A 形式、 西寄り

に B 形式が目立つ。 南川・ 北川・ 中下地区でも 両形式は部分的に見ら れる 。

　 し かし 西北川・ 中下・ 西殿・ 東殿地区では敷地が短冊形にはなら ず、 方形に近いも のが

多く 、 その中に建つ民家の配置にも 規則性を 見出し がたい。

　 以上述べた事は、 明治の地籍図（ 図 82） と 現状の民家の在り 方を 踏ま え て判断し てい

る が、言う ま でも なく 敷地は分割さ れたり 統合さ れたり する 。建物の配置も 建て替えに伴っ

て変化する 。 こ のために規則性の差異は、 明確な区分はでき ていない。 し かし 集落形成の

過程を 示唆し ている も のと 考えら れる 。 あえて大胆な推定を する なら ば、 東北川・ 名古・

四ッ 谷・ 南川は後発的に集落を 拡張し た際に比較的計画的に作ら れ、 それ以外の地区はそ

れに先んじ て蛇行する 川沿いに集落が形成さ れていた、 と いっ た過程を 想定する こ と がで

き る 。 こ う し た集落の拡張があっ たと し ても 、 それは明治以前のこ と であり 、 なおかつ拡

張すべき 要因があっ たはずである が、 その手掛かり は掴めていない。

図82　 明治の地籍図（ 明治6年｢近江国神崎郡第一区伊庭村地券取調総絵図｣を現在の地形図に合わせて描き起こし た）
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（ ５ ）民家各個解説

中村家

　 東北川地区にあ る （ 図 83　 写

真 221・ 222）。 道路に 面し て 板

塀を 設け、 庭の奥に主屋が道と 平

行に 建つ。 主屋の 西に 座敷が 棟

の 方向を 変え て 接続する 。 前述

の型式分類で A 形式に該当する 。

　 主屋はツ シ二階建、 切妻造、 桟

瓦葺で、 棟高が低い。 改装はさ れ

て い る が 東側に 土間が あ り 、 そ

の西に 4 室が整形に 並ぶ典型的

な 農家の 間取り で あ る 。 元は雑

貨や薪炭の 商売を し て い た よ う

である 。 棟木に昭和 17 年（ 1942）

上棟の 墨書が あ っ て、 建設年代

が明ら かである 。

　 伝統的な 瓦葺民家の 形式を よ

く 伝えている 民家である 。

図83　 中村家平面図

写真221　 中村家内部

写真222　 中村家外観
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辻家

　 西北川地区にあ る （ 図 84・ 85　 写真 223・ 224）。 道路に接し て 庭があ り 、 その奥に

主屋が道路と 平行に建つ。 すなわち A 形式であ る 。 主屋は本二階建、 切妻造、 桟瓦葺で、

二階高が高い。 主屋平面は土間に整形四間の部屋を 設ける 典型的農家の形式である が、 土

間の奥は最初から 床張り の台所であ る 。 昭和 44 年に茅葺の主屋を 建て替え たと の記録写

真がある 。 つま り 基本的な間取り や外観の形式は伝統を 伝えている が、 二階高については

戦後の新し い形式が反映さ れている 。 と はいえ、 伝統的な形式を 保ちつつ漸次変化を 遂げ

てゆく 民家の一例である 。

写真224　 辻家主屋

写真223　 辻家外観
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図84　 辻家配置図

図85　 辻家平面図
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川原崎家

　 東殿地区に あ る （ 図 86 〜 88　 写真 225

〜 226）。 酒屋であ っ た 建物を 昭和初期に買

い取っ て住居と する と と も に、 敷地内で麻織

物業を 営んだ。 主屋は道路に平行し て 建ち、

道路と の間には幅の狭い庭がある 。 すなわち

A 形式であ る 。 主屋の背後（ 南） に隠居屋と

織物工場がある 。 主屋はツ シ二階建、切妻造、

桟瓦葺であ る 。 内部は改修がある が、 本来土

間と 整形四間取り の部屋を 持つ典型的な農家

の形式であ る 。

写真226　 川原崎家外観

図86　  川原崎家主屋断面図

写真225　 川原崎家主屋内部
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明確な根拠はないが、 部材や技法から 江戸時代末期の 19 世紀中期に建てら れたと みら れ

る 。 近世の民家であ る 。 西端の落棟部分は昭和 37 年に増築さ れている 。 近世の伊庭の民

家の形式を 伝え る 建物であ る 。 背後の織物工場は切妻造、 ト タ ン 葺の建物で、 昭和 8 年

の建設と 伝える 。 キン グポス ト の小屋組を 持ち、 機械が小屋組に取り 付けら れている 。

図88　 川原崎家平面図　

図87　 川原崎家配置図　
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大西家

　 東殿地区にあ る （ 図 89・ 90　 写真 227 〜 230）。 かつて伊庭村の村長を 務めていたと

いう 家で、 道路と の間に庭を 介し て主屋が建ち、 その奥に庭を 囲むよ う に隠居屋や附属屋

が建つ。 主屋は本二階建て、 入母屋造、 桟瓦葺の部分に切妻造の角屋が付いたよ う な形態

であ る 。 ただし 内部は角屋に土間、 入母屋造の部分に整形四間の部屋が設けら れ、 両者の

境に大黒柱がある ので、 一般的な切妻造、 平入の農家の形式で、 部屋部分だけ二階建にし

て棟の向き を 変え た入母屋造と し た形式と みら れる 。 そのよ う に見る と A 形式に含める

こ と ができ る 。

　 昭和 3 年に五個荘の宮大工の手で 建て

ら れた と 伝え ている 。 隠居屋ま で含めて、

端正な和風の意匠と 良質の材料で造ら れて

おり 、 おそら く 建物の建設と 同時に整備さ

れた庭と と も に、 近代和風建築の優れた一

例と なっ ている 。

写真229　 大西家主屋内部写真228　 大西家庭

写真230　 大西家外観

写真227　 大西家主屋
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図89　 大西家配置図　

図90　 大西家平面図
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片山家

　 東殿地区にある （ 図 91・ 92　 写真 231・ 232）。 伊庭集落の東を 限る 水路（ 妙金剛寺川）

を 背にし た敷地であ る 。 道路添いには別の家が 1 軒あ っ て、 路地を 奥に進むと 、 道路に

平行な棟の主屋が建ち、 その奥の水路と の間に隠居屋・ 土蔵が建つ。 A 形式に含める こ と

ができ る 。

　 主屋はツ シ 二階建、 一部本二階建の切妻造、 桟瓦葺であ る 。 南に土間があ り 、 北に 2

列 6 室の部屋を 設ける 。 規模の大き な農家の平面形式であ る 。 改修を し て使い続けら れ

ている が、 部材の状況や聞き 取り から 江戸時代末期に建てら れたと みら れる。

　 道路沿いの敷地が別の家と なっ ている のは、 あ る 時期に敷地が分割さ れたのであ ろ う

か。

写真231　 片山家外観

写真232　 片山家内部
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図91　 片山家配置図

図92　 片山家平面図
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備前家

　 名古地区の妙楽寺の裏手にある（ 図 93 〜 95　 写真 233・ 234）。道路に直交する 棟を 持っ

た主屋が建ち、 それに平行し て庭が奥へ延びる 。 すなわち B 形式の民家であ る 。 主屋は

入母屋造、茅葺で、正面側に桟瓦葺の落棟を 増築し ている 。 妻が道路に向く こ と になる が、

玄関は平側にあっ て土間と 整形四間取り の部屋を 持つ。 典型的な茅葺民家と いえる 。 明治

時代中期に建設し たと 伝える 。 近世の茅葺民家の形式は変化する こ と なく 明治に入っ ても

継承さ れていたこ と を 示す。

図93　 備前家主屋断面図

写真233　 備前家内部

写真234　 備前家外観
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図94　 備前家配置図　

図95　 備前家平面図
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岡八商店

　 名古地区に あ る 醤油醸造・ 販

売を 営む家で あ る （ 図 96 〜 98　

写真 235 〜 238）。 店舗は道に平

行な 棟を 持ち、 庭を 介し て 離座

敷棟が平行に建つ。 こ れら の北・

東に醸造用の蔵や文庫蔵が建つ。

一般の民家と は全く 異な っ た 構

成で あ る 。 店舗と そ れに接する

浜蔵は幕末の建設と みら れる が、

離れ座敷やそ の他の蔵は近代に

入っ て 建て ら れて おり 、 特に文

庫 蔵 は 明治 22 年（ 1889） の 墨

書があ っ て 建設年代が明確であ

る 。 船板を 打っ た 文庫蔵の外壁

は独特の景観である 。
図96　 岡八商店配置図　

写真235　 岡八商店外観
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図98　 岡八商店浜蔵断面図

図97　 岡八商店平面図　

写真236　 岡八商店土蔵の船板
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写真238　 岡八商店離座敷

写真237　 岡八商店蔵内部
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山路家麻織物工場

　 南川地区に所在する （ 図 99・ 100　 写真 239）。 片流のト タ ン 葺の建物であ る 。 外壁も

ト タ ン 張り で、 上部はガラ ス 窓が並ぶ。 内部は土間で、 柱に梁を 架けて束を 立てただけの

極めて簡易な構造ででき ている 。 小屋組に機械設備の一部が組み込ま れている 。 川原崎家

の工場と 同様の建物で、 小規模工場での麻織物生産の実態を 示す建物である 。

補記

　 図面の作成は、 京都大学大学院工学研究科建築学専攻建築史学講座所属の学生が担当し

た。 民家に関する 資料整理の表や図面は、 同講座小西貴子の修士論文『 農村集落における

民家の継承に関する 研究』（ 平成 26 年 2 月） で作製し たも のを、 著者の許可を 得て一部

修正の上、 使用し た。

図100　 山路家麻織物工場断面図 

図99　 山路家麻織物工場平面図

写真239　 山路家麻織物工場


